

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　それは、お兄ちゃんと同じ高校に進学して一月ほど経たった頃ころのことでした。

　ある夜、私は自分の部屋でスマホに届いたメールを読んでいました。

　高校で新しくできた友達からのメール……ではなく、以前通っていた白はく桜おう女学院の方々からいただいたものです。違ちがう学校に行くようになっても、こうやって時折連れん絡らくをもらうことがあったのです。

　大たい抵ていは「涼すず花かさまはお元気でしょうか」とか「涼花さまがいなくなって寂さびしいです」とか「また涼花さまにお会いしたいです」とか、そういった感じの内容でした。

　……まあ、中には以前生徒会の副会長だった（今は会長になったそうです）柊ひいらぎさんのように、日々の出来事を事細かに書いて最後に必ず「また永なが見み会長と一いつ緒しよの日々を過ごせるよう鋭えい意い努力しております」で締しめる長文メールを送ってくる人もいるのですが……。

　なにはともあれ、私はそれらに苦く笑しようも交えながら一つ一つ丁てい寧ねいに返信していきます。

「……あ」

　ですが今日は、その中に気になる名前が一つあるのに気がつきました。

　万里までの小路こうじ寧ね々ね。

　私より一つ下の学年で、今は白桜女学院中等部に通っている三年生の女子生徒です。

　メールを開くと「拝はい啓けい」から始まり時候の挨あい拶さつが綴つづられたものすごく丁寧な文面が目に飛び込んできました。相変わらずだなと思いつつも、私は読み進めていくうちになぜか胸がドキドキとしてきたことに気がつきます。……そして、

『……ところで、不ぶ躾しつけかつ急なお話で恐きよう縮しゆくなのですが、明日、涼花さまのご自宅をお訪ねさせていただいてもよろしいでしょうか？　久しぶりに涼花さまとお話しできればと思いまして。それから、お兄さまとも……』

　私はその文章を──とりわけ「お兄さま」という単語を見て、さらにドキリとします。

　同時にその胸の高鳴りが、昔感じていた不安がぶり返して来たのだと自覚しました。

「……ま、万里小路さん、どうしてまた……？」

　私はベッドに仰あお向むけに寝ね転ころがりながら、彼女の姿を思い浮うかべます。

　そして、過ぎ去った時の記き憶おくを探さぐるように目を閉じる私。

　すると以前、彼女と私と、そしてお兄ちゃんとの間にあった出来事や、その頃にあった思い出などが、少しずつぼんやりと頭の中によみがえってくるのでした……。

















永と遠わ野の誓ちかいのイチャイチャ指導









「よ、よく見ておいてください。これがラノベで必要なイチャイチャ行こう為いです。そうですよね、お兄ちゃん!?」

「そ、そうだな!?」

　俺の首に腕うでを回して思いっきり抱だきついている涼すず花かが、顔を真っ赤にして今にも目を回しそうにしている。

「はわわ……っ、と、とっても素す敵てきです。涼花さまもうれしそう……」

　そしてそんな俺達を、同じくらい真っ赤になりながら目を輝かがやかせて眺ながめている女子生徒が一人。

「私は別にうれしくなんてありませんけど!?　ああああくまでもこれは取材のための行為で、私は妹として協力しているだけですから！　ねえ、お兄ちゃん!?」

「そ、そうだな!?」

　息いき遣づかいが感じられるくらい涼花との距きよ離りが近くて、俺は混乱から同じ反応を繰くり返すしかない。

「これが『いちゃいちゃ』というものなのですね……」

「こ、こんなのはまだ序の口ですよ万里までの小路こうじさん。ラノベを書くなら、これしきで満足していてはいけない──というのがお兄ちゃんの意見です！」

　勝手に俺の意見を代弁した涼花は、抱きついた姿勢のまま今度は俺の膝ひざの上に身体からだを乗せた。

　そして今にも目を回しそうになりながら、頭を俺の胸元に擦こすり寄せて──って、ちょっ、さすがにそれはやりすぎだろ!?

「さ、さらにこれが『スリスリ』というものです！　よりイチャイチャ感が出る密着のし方です！」

「はわ、そ、そんなことが……っ？」

「イチャイチャするなら徹てつ底てい的にというのが私──ではなく！　お、お兄ちゃんの意見ですから！」

　そんなことを言いつつ、さらに距離を詰つめてくる涼花。

　なりゆきとはいえこんなことになってしまい、頭がバグっているのか、テンションが明らかにおかしかった。

「わ、私としては不本意な行為ですけど、これも取材のためです！　万里小路さんは大いに学んでください！」

「は、はい……。ありがとうございます涼花さま、お兄さま……っ」

　……なんか謎なぞに盛り上がっているわけだが、なぜこんな意味不明な状じよう況きようになっているのかというと──

　まあ、いろいろと複雑な事情があったんだよ……。




　　　　▼




「あの……っ、ど、どうか、これを受け取ってください……！」

　とある日の夕暮れ時。

　俺がいつものようにお迎むかえ要よう請せいを受けて涼花の学校に来ていると、いきなり後ろから声が聞こえてきた。

　振ふり向くと、それと同時に誰だれかが封ふう筒とうをこちらに押し付けてくる。

　突とつ然ぜんの出来事に思わず受け取ってしまったものの、俺は何が起こったのかわからず呆ぼう然ぜんとなる。

「え、えーと……？」

　見ると、それは白はく桜おう女学院の制服を着た小こ柄がらな女子生徒だった。

　サラサラと風に揺ゆれる黒くろ髪かみ。

　可か憐れんで儚はかなげで、まるでなにかの花の精みたいな雰ふん囲い気きの美少女。

　そんな少女がガチガチに緊きん張ちようした様子で、しかも涙なみだ目めでこっちを見つめていたので、俺はもちろん焦あせった。

「し、失礼いたしました……っ！」

　だが少女は、俺が何かを言う前に踵きびすを返し、走り去ってしまった。

「……な、なんだったんだ？」

　今まで涼花を迎えにここ白桜女学院を訪おとずれたことは何度もあったが、こんな経験は初めてだ。

　俺は手元に残ったＡ４サイズの封筒を眺める。中身は不明だし、もちろん心当たりもない。

「……人違い、のはずはないよな」

　そうやって途と方ほうに暮れていると、

「お、お兄ちゃん！　これはどういうことですか！」

　今度は、涼花がものすごい剣けん幕まくで走ってきた。しかもなぜか、めっちゃ俺を睨にらんでる……。

「あ、ああ、涼花か。生徒会は終わったんだな」

「あ、はい──じゃなくてですね！　ど、どうしてお兄ちゃんがうちの生徒と二人きりでお話ししてるんですか！」

「いや、俺も意味がわからなくてさ。いきなりこんなのを手て渡わたされるし」

「封筒!?　ま、まさかそれ、ラブレターじゃないでしょうね……！」

「こ、こんな業務用っぽい封筒だぞ？　それはないだろ」

　ジト目で睨む涼花に、俺はワタワタと手を振る。

　……というか、そもそも俺がラブレターをもらうってこと自体、あり得ないだろうが。

「ほら、中身もなんか分厚いし、結構重いし」

「それだけ想おもいが詰まっているということも十分考えられます。私だったらその倍は……、いえ、封筒なんかに収まらないくらい……っ！」

「あ、あのー、涼花？」

「ぴゃぅっ!?　い、いえ、なんでもありません！」

　慌あわてて取り繕つくろった様子の涼花は「と、とにかくです」と続けて、

「お兄ちゃんがうちの生徒からなにか贈おくられたとなると、妹としても生徒会長としても、見過ごせるわけがありませんから」

「た、確かに。こんなの今までになかったことだもんな」

「それでお兄ちゃん、さっきの子は誰だったんですか？」

「そう言われても、知らない子だったとしか。やたら可愛かわいい子だったけど」

「……………………ほう」

　……あ、なんか今答え方をミスったっぽい。涼花の俺を見る目がものすごく冷たい！

「いや、変な意味じゃなく、客観的な評価としてな!?」

「そんな可愛い子からラブレターをもらえてよかったですねぇ……！」

「だから、中身はきっとそんなんじゃないってば！　大体俺が白桜のお嬢じようさま達からラブレターなんてもらえると思うか!?」

「それは……、そうかもですが」

　……納なつ得とくしてもらえたのはありがたいが、一いつ切さい否定されなかったのはちょっと悲しい……。

「ではお兄ちゃん、その封筒は一体なんだというんですか」

「さあ、俺にもわからないよ。とにかくまず家に帰ろうぜ。中身を見るにもここでってわけにゃいかないだろ」

　俺の提案に、涼花はまだ不ふ機き嫌げん顔のままだったが、とりあえず頷うなずいた。

「……そういや、お前はさっきの子の顔とかは見てないのか？」

　帰り道を並んで歩きながら、俺は涼花に訊たずねてみる。

「私が気づいた時には、もう走り去っていましたから、後ろ姿だけしか」

「そうか。じゃあ、こんなことをしそうな生徒の心当たりとかは？」

「ありません。大体私は、迎えに来たお兄ちゃんにうちの生徒が接せつ触しよくしないよう、それとなく牽けん制せいしてるくらいなんですから」

「牽制って、なんでまた」

「はっ!?　い、いえ、別に万が一を警けい戒かいしてるとかではなくて……！　お兄ちゃんの本ほん性しようがみんなに知られるのはよくないからと言いますか……！」

　涼花はしどろもどろになる。

　……にしても本性って。

「ほ、ほら、万が一お兄ちゃんが代理人ってバレたらいけないでしょう？　そういった危険性を排はい除じよするという意味の行動であって、深い意味はありませんからね？」

「あー、なるほどね」

　確かに。以前白桜でラノベ作家・永遠野誓として講演会を開いたこともあって、あそこでの俺の認にん識しきは完全にそうなっているはずだ。

　俺も話しかけられたくらいでボロを出したりはしないけど、涼花にしてみればわずかな懸け念ねんも払ふつしょくしておきたいってことなんだろう。

「さすが涼花、慎しん重ちようだな。てっきり生徒会長であるお前の兄貴が、俺みたいな平へい々へい凡ぼん々ぼんとしたやつだと幻げん滅めつされるからって理由かと思ってた」

「あ、それもなくはないです」

「…………」

　……あ、そうすか。

　冗じよう談だんのつもりで言ったのに……。

「とにかく、そんな状態なのにお兄ちゃんに接触して、しかも何か贈り物をするなんて、異常事態です。封筒の中身を確認するためにも、急いで家に帰りましょう」

　俺の手を引いて、歩く速度を速める涼花。俺はちょっと黄昏たそがれながらも、その後をついていく。

　家に着くとすぐに俺の部屋に直行し、涼花に促うながされるままに早さつ速そく封筒の開かい封ふう作業を行う。

　若じやつ干かんドキドキしながら中身を取り出すと、出てきたのはまとめられた紙束と、一通の封筒だった。

「や、やっぱり、この束全すべてがラブレターなのでは……！」

「怖こわいわ！　じゃなくてこれ、もしかして原げん稿こうなんじゃないのか？」

「え？　……確かに言われてみれば」

　この右上の隅すみをクリップで留めた形態には馴な染じみがある。

　となるとこっちの封筒は……。

　俺は涼花と顔を見合わせる。

　お互たがい無言のまま封筒の中から手紙を取り出すと、涼花が俺のすぐ隣となりまでやって来て、一いつ緒しよに読み始めた。

「えーと、拝はい啓けい永遠野誓様……？」

　それは実に丁てい寧ねいな手紙だった。

　時候の挨あい拶さつからはじまり、本文も雅みやびかつ厳おごそかな文章で認したためられていた。

　それはさておき、その手紙の内容を要約すると、次のようなものだ。





・永遠野誓の講演会を見て、先生に憧あこがれてラノベ作家を志した。

・そして自分で作品を書いてみた。

・先生に読んでほしい。あと相談にのってほしい。






「え、ええ……？」

「こ、これは……！」

　あまりにも意外な内容で、俺はもちろん涼花でさえ困こん惑わくを隠かくせない。

　……ま、まさか、こんなお願いをされるとは。しかも、あの超ちようお嬢さま学校である白桜の生徒から……？

「お兄ちゃん、手紙の最後に名前が書いてあるはずです」

「あ、ああ。……ん？　ばん、り？」

「ま、まさか、万里小路さん!?」

　涼花が慌てた様子で身を乗り出す。俺と密着する姿勢になるが、今はそんなことを気にする余よ裕ゆうもないって感じで、手紙を見つめている。

「間ま違ちがいありません。本当に彼女が、こんな……」

「どういう子なんだ？」

「旧華か族ぞくの血を引くという正しよう真しん正しよう銘めいのお嬢さまです。学年は私の一つ下の二年生ですが、知っています。真ま面じ目めでおとなしくて、いたずらでこんなことをするような人物ではありません」

　旧華族って、よくわからないけど、なんかすごそう。

「万里小路さんがラノベ……？　しかもお兄ちゃんに相談なんて……」

　涼花はまだ驚おどろきが抜ぬけない顔で、なにやら考え込んでいた。

　俺もまた、想定外の事態にどうすりゃいいんだと腕うでを組む。

　今まで涼花の代理人をしてきて、自じ称しよう一番のファンとか、自称一番のパートナーとか、自称未来の妹とか、自称弟で子しとか、いろいろ変なやつらが現れたわけだけど、こうやって原稿込みで相談なんてされたのは初めてだ。

　……しかも、それが涼花の学校の生徒とか……、マジでどうすれば？

　俺は再度手紙に目を落とす。

　そこには、丁寧ではあるけど確かな意志が感じられた。永遠野誓に対する強い憧れが何度も繰くり返し書かれていて、どうしても作家になりたいという気持ちがストレートに伝わってくる。

　……同じ作家を志す者だからわかるんだが、この子は本気だと思う。

「困りました……。万里小路さんがここまで強くお兄ちゃんに憧れを抱いだいていたなんて……」

「いや待て、この子が憧れてるのは永遠野誓──つまりお前であって、俺じゃないだろ」

「…………ええ、そうですね」

　あれ？　なんで若干イラッとした感じなんでせうか……。

「それはともかく、問題は万里小路さんをどうするかです」

「俺は──なんとか協力してあげたいと思うけどな」

「お兄ちゃん!?」

「お前も感じてるだろうけど、この子は一生懸けん命めいだぞ。原稿まで用意してるし、適当な気持ちでこんな手紙を書いたわけじゃないと思う」

　俺がそう言うと、涼花は「それについては異論はありませんけど……」と言葉を濁にごした。

「なんつーか、俺も作家を目指してるからわかるんだよ。この子は真しん剣けんに相談してるから、同じ夢を持つ者として力になってやりたいって感じるんだ」

「で、ですがお兄ちゃんの負担になってしまっては困りますし……」

「負担っていっても作品を読んでちょっとしたアドバイスをするくらいだ。そもそも、この子は永遠野誓に相談したいって言ってるんだから、お前にお願いしてるんだぞ？」

「そ、それは……。確かに万里小路さんは後こう輩はいですから、私も協力してあげたいとは思いますけど……」

「俺はお前の指し摘てきをその子に伝えて、ついでに俺自身の感想とかを言うくらいだから、負担なんてないって」

「……む、むむぅ。ずいぶんとやる気ですねお兄ちゃんは……」

　そりゃ、俺が同じ立場だったらと考えると、どうしても肩かたを持ちたくなってしまう。

「万里小路さんはすごく可愛い子ですからね……。だからお兄ちゃんは前向きなんじゃないでしょうね……」

「へ？　い、いや、俺は純じゆん粋すいに作家を志す者としての立場からだな」

　まあ、可愛いって部分は否定しない──ってかできないけど。

「……き、危険です。この手紙から感じる溢あふれんばかりの気持ちは、とても憧れなんて言葉で済ませられる次元ではないような……！」

　涼花は俺の話を聞いていないのか、手紙をジッと見つめながら、なにやら小声でブツブツと呟つぶやいている。

「えーと、涼花……？」

「……なんですかお兄ちゃん」

　うおっ、声も目つきもメッチャ怖いんですけど!?

　……なんかわからないけど、どうやら涼花はご立腹らしいな。知らず知らずのうちに、俺は迂う闊かつな発言でもしたんだろうか。

「……その、結局永遠野誓はお前だから、俺はお前の判断に従うけど」

「う……」

　俺がそう言うと、涼花は唸うなりながら悩なやみ始めた。その結果、

「と、とりあえず明日、実際に万里小路さんに会って話を聞いてみましょう。決めるのはそれからです」

　涼花にしては珍めずらしく、保留の判断を下したのだった。

　……それはまあ、いいとしてだ。

「ああ、後輩には協力してあげたいけど、お兄ちゃんと引き合わせるのは危険な気が……！　私は一体どうすればいいんですか……！」

　だから、さっきからお前は一体何を悩んでるんだよ……。




　　　　▼




「は、はじ、はじめまして……っ。万里小路寧ね々ねと申します……っ」

　そして翌日の放課後。

　俺が昨日と同じように白桜女学院の正門近くにたたずんでいると、涼花が例の少女を連れてやって来た。

「あ、こんにちは。昨日はどうも」

「は、はわわ……っ、申し訳ありませんでした……。昨日も大変失礼なことをしてしまったのに、今日もわざわざご足労いただくなんて……っ」

　……いやまあ、そこまで恐きよう縮しゆくされるとこっちが困るんですが。

　俺が気にしてないと言っても、万里小路さんは深々と頭こうべを垂れたままだ。

「とにかく、ここでは落ち着いてお話もできませんから、場所を変えましょう。お兄ちゃん、こっちへ」

「あ、ああ」

　涼花に促され、俺達は学院の中庭にあった東あずま屋やへと移動した。その間も万里小路さんは謝り続けていたが。

「えーと……、とりあえず、お手紙は読ませていただきました」

　万里小路さんと向かい合うように座ると、不ふ機き嫌げん顔の涼花がわきを小こ突づいてきたので、俺は昨日打ち合わせた通りに話を始める。

「俺に憧れてラノベ作家になりたいということでしたが──」

「ほ、本当に申し訳ありません……。昨日は緊きん張ちようして、なんの説明もないままに押し付けてしまって……」

「ああいや！　気にしてませんから！　だからもう謝罪はなしで！」

　再度頭を下げようとする万里小路さんを慌あわてて制止すると、彼女はようやく俯うつむけていた顔を上げた。

　真っ赤な顔で今にも泣きだしそうな表情をしているが、改めて見るとやはり相当な美少女だった。

「……お兄ちゃん？　何を見とれているんです？」

「い、いや、見とれてなんかないぞ」

　小声で涼花に呟かれ、俺は慌てて首を振ふる。さっきからなぜか涼花の不機嫌具合が強くなっているようだが、しっかり永遠野誓として振る舞まえってことだと解かい釈しやくしておこう。

「……こほん、万里小路さんの気持ちは手紙を読んでわかりました。作品のことで俺に相談したいとか」

「あ、厚かましいお願いだとわかっているのですが、どうしても永遠野先生に読んでもらいたくて……」

　万里小路さんはオドオドした様子で返す。緊張しているのは明らかで、声も震ふるえている。

「でも、どうして俺なんです？　講演会を見て憧あこがれてって書いてありましたけど、それだけで？」

「お、お手紙にも書いたんですけど、私、永遠野先生のお話を聞いて感激したんです……。こんな素す敵てきな人に、私もなりたいって思ったから……っ」

　面と向かって素敵なんて言われて、俺は思わず赤面する。

　まあ実際に素敵なのは代理人の俺じゃなく本物の永遠野誓である涼花なんだが──なぜか当の本人は隣となりの席で「む……」と眉まゆをひそめていた。

「わ、私、もともと本が好きで、ずっと読書ばかりしてきたんです……。でも恥はずかしながら、あの、ラノベという種類の小説は読んだことがなくて、永遠野先生のお話を聞いて初めて知ったくらいで……」

　万里小路さんは消え入りそうな声を必死に張り上げながら続ける。

「それで、先生の作品を読んで、私、また感動してしまって……。気がついたら自分でも書いて、憧れの先生みたいな作家になりたいなんて身の程ほど知らずなことまで考えて……」

　そしてとうとう昨日、自分の作品を俺に手て渡わたすまでに至ったと、そういうわけらしい。

「今考えると、あんな大だい胆たんなことができてしまったのが不思議です……。いつもだったら絶対に無理だったと思いますし……。で、でもあの時は、憧れの永遠野先生にどうしてもという気持ちだけがあって……」

「で、いざ手渡したら、緊張の糸が切れて逃にげ出したと……？」

「はわわ……っ」

　その通りだったらしく、万里小路さんは首まで真っ赤にして縮こまる。

　……にしても、彼女の話を聞いて改めて確信できた。

　彼女は本気だ。

　真剣にラノベ作家になりたいと思って、その控ひかえめで引っ込み思案な性格をなんとか奮い立たせながら、やっとの思いで俺に原げん稿こうを手渡したのだ。

　そう考えると、いよいよ同じ夢を持つ者として力になってあげたいと思ってしまう。

　……けど、やはり俺は代理人。

　本当の永遠野誓先生の判断がどうなのか、だが、

「…………」

　涼花、なんでお前は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で俺を睨にらんでんだよ……。

「……わかってますよ。万里小路さんの気持ちは本物です」

　涼花はそう小声で呟くと「まったくお兄ちゃんは……」と謎なぞの非難を俺に向けた後、

「万里小路さん」

「は、はい。涼花さま」

「お兄ちゃんはあなたの相談にのってくれるそうですよ」

　と、苦く笑しよう交じりで伝えた。

「ほ、本当ですか……？」

　涼花が協力すると決めた以上、俺も代理人としてその通りの永遠野誓を演じないといけないので、

「うん、感想やちょっとしたアドバイスくらいなら」

　少し安あん堵どしながら、俺も頷うなずいた。

「はわわ……、あ、ありがとうございます……。お兄さまに相談にのっていただけるなんて、感激です……っ」

「お、お兄さま？」

「あ、し、失礼いたしました。学院では永遠野先生のことを『涼花さまのお兄さま』と呼んでいるので……」

「あ、なるほど。そういうことなら普ふ段だんの呼び方のままで大だい丈じよう夫ぶですよ」

「そ、そんな失礼はできません」

「いや、永遠野先生なんてかしこまられるよりかは気楽なんで」

　俺は本当は先生なんて呼ばれる立場じゃないから、違ちがう呼び方があるならそっちの方がいい。

「で、では……、お兄さま。本当にありがとうございます」

　目め尻じりに涙なみだを浮うかべながら儚はかなげに笑う万里小路さんに、俺もうんうんと頷き返し──……たのだが、

「お兄ちゃん……？　万里小路さんにお兄さまと呼ばれたのがそんなにうれしいんですか……？」

　耳元から底冷えした涼花の声が聞こえてきて、俺は笑え顔がおのまま固まった。

「まったく、デレデレと鼻の下を伸のばして……！　お兄ちゃんの妹は私だけなのに……！」

「い、いや、あのお兄さまってのは単なる愛あい称しようで、兄妹きようだい云うん々ぬんは関係ないと思うんですけど……」

　というか、涼花が何に怒おこっているのかまるでわからないんだが……。

　俺はただ、万里小路さんがようやく安心してくれたみたいだからホッとしただけで、別に妹の後こう輩はいにお兄さまって呼ばせてハァハァしてるわけじゃないんだぞ？

　……とはいえ、不機嫌そうな涼花に下手に触ふれるとマズイので、ここは一いつ旦たん落ち着くとしようそうしよう。

「と、ところで万里小路さんは、俺の作品を読んでどうだったかな？」

　俺は空気を変えるため、あからさまに話題を変へん更こうしたのだが、

「すごく素敵でした！」

「うわっ!?」

　今までのオドオドした雰ふん囲い気きを一変させ、万里小路さんはグッと手を握にぎりながら身を乗り出してきた。

「本当に面おも白しろくて、作品の世界に完全に没ぼつ頭とうしてしまいました！　あんな経験は今までで初めてでした……！」

　目を輝かがやかせて、熱っぽく語り続ける万里小路さん。当初の印象とのギャップに驚おどろいたが、

「妹の純じゆん粋すいな気持ちと兄の優やさしいキャラクターが本当に好きで、読み終わった時はもう夢心ごこ地ちで……」

「それは……、ありがとう」

　その分気持ちがストレートに伝わってきて、同じ作品のファンとして素す直なおにうれしくなってしまう。

「こんなにはしゃいでいる万里小路さんは初めて見ました……」

　涼花も同じ気持ちなようで、身み振ぶり手振りを加えながら一生懸けん命めいに作品の良さを口にする様子に苦笑する。

　気づけば、俺と涼花はそんな彼女を微笑ほほえましい気分で見つめていた。

「それで、どのシーンが一番よかったですか？」

　そんな折、俺は何気なくそんな質問をした。すると万里小路さんは興奮で赤くなった顔をこちらに向け、

「それはもちろん、兄妹で一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るシーンです！」

　どこかとろんとした目で、即そく座ざにそう答えた。

「恥ずかしがりながらも兄とお風呂に入りたがる妹……。その気持ちがすごく共感できて、あのシーンは本当に素晴らしかったです……！」

　そして本当に夢でも見ているかのような口調で、今度は制服のリボンをシュルっとほどきはじめ──

「「……え？」」

　俺と涼花の声が綺き麗れいに重なる。

　……え？　ちょっと待て？

　今何かおかしなことが……？

「すごくよくわかります！　あんなに兄が好きだったら、一緒にお風呂に入りたがるなんて当然です！」

　だが俺達の違い和わ感をよそに、万里小路さんは相変わらず熱心に語り続けている。……リボンをほどきながら。

　そしてそれを終えると、次は制服のボタンを一つ一つ外し──

「って、ちょっ!?」

　おいおいおい!?

　ななな何をいきなりなさっているんですかこのお嬢じようさまは!?

「ままま万里小路さん!?」

　いきなり服を脱ぬぎ出した万里小路さんに、俺はもちろん涼花も焦あせる。

　しかし当の本人は、相変わらずお風呂シーンの良さを口にしながら絶賛脱だつ衣い中という意味不明さ。

「な、なぜこんなことに!?　お、お兄ちゃんは見ないでください！」

「ご、ごめん!?　……って、そんなことより早く止めないとだろ!?」

　目め隠かくししようと抱だきついてくる涼花に、顔を逸そらしながら万里小路さんに必死に呼びかける俺。

　だが万里小路さんは止まらない。

　うわ、ブラジャーが見え……！　レース柄がらで大人っぽい……！　しかも中二のはずなのに胸がかなり──って、何考えてんだ俺は!?

「す、ストップストップ!!」

　ここに至って、俺はもうむき出しになっていた万里小路さんの肩かたを摑つかみ、激しく揺ゆさぶる。

　……半脱ぎの女の子の身体からだに触れるとか完全に犯罪だったが、もうそんなこと言ってる場合じゃねえ！

「……え？　お兄さま……？」

　それでようやく我に返ったのか、万里小路さんがキョトンとした顔で俺を見つめる。

　最初は不思議そうな顔で首を傾かしげていたが、やがて自分がどういう状態なのかに気がつくと、

「はわっ!?　きゅう……」

　顔を真っ赤に染めた次の瞬しゆん間かんに今度は真っ青になり、そのままぶっ倒たおれてしまった。

「ま、万里小路さん!?」

「お、お兄ちゃん！　ななな何をしてるんですか！　裸はだかで抱きしめられるなんて私だってまだなのに……！」

「ぬ、濡ぬれ衣ぎぬだ！　俺は何も……！　だあもう！　なんなんだよこれ！」




　……で、数分後。

「も、申し訳……あ、りま……」

　意識が戻もどった万里小路さんは、もう可哀かわい想そうなくらい恐きよう縮しゆくしていた。

「あ、あんなはしたない姿を、お兄さまと、うう……、涼花さまにお見せするなんて……っ」

　じわっと目尻に涙が浮かんだのが見えたので、俺と涼花は慌あわてて、

「き、気にしないで！　俺はもう忘れたから！　ってか何も見てないから！　な、なんのことかなー？」

「そ、そうです万里小路さん！　お兄ちゃんの記き憶おくは私が責任を持って消去しておきますから！」

　今にも泣きだしそうな万里小路さんを必死に励はげます。

　万里小路さんはその後も何度も謝っていたが、やがて途と切ぎれ途切れに事情を語り始める。

「わ、私……、物語を読んでいるとすごく感情移入をしてしまって……。登場人物に同化してしまうんです……」

　あ、あれは感情移入ってレベルじゃなかった気がするんだが……？

「普ふ通つうの作品でもそうなのですが、お兄さまの作品ではそれが特に顕けん著ちよで、ただ成りきるだけじゃなく、行動まで真似まねてしまうくらいで……」

　かああぁと俯うつむく万里小路さん。

「そ、それだけお兄さまの作品が好きなんだって自分では思っていました。で、でもまさか……っ、ひ、人前であんなはしたないことをするくらいだとは、自分でも知らなくて……！」

　再び泣き出しそうになる万里小路さんを、俺と涼花は必死になだめる。

　……こんなオドオドした子が人前で思わず脱ぎ始めるくらい、涼花の作品に没頭してるってことなのか……。

「万里小路さんがこういう子だったなんて、思ってもみませんでした……」

　涼花も驚いたようで、小声で囁ささやく。

「……まあ確かに意外だったし驚きもしたけど、改めて彼女の気持ちが本物だってことはわかったな」

「……そうですね。それではお兄ちゃん、これ以上万里小路さんが気に病やむことがないよう、昨日打ち合わせた通りに彼女の相談に」

「わかった。任せとけ」

「それと、さっきの万里小路さんの姿は一刻も早く忘れてください」

「わ、わかりました……」

　ギロリと睨にらむ涼花の視線に射い竦すくめられて、コクコクと頷うなずく俺。

　……とはいえ、あんなの簡単に忘れられないよな……。背せ丈たけは涼花と同じくらいなのに、胸だけが立派で──

「お兄ちゃん……？」

　い、いや！　すぐ忘れますはい！

　俺は涼花の鋭するどい眼光を背中に受けながら、まだ俯いている万里小路さんに向かって軽く咳せき払ばらいをする。

「こ、こほん。じゃあそろそろ、万里小路さんの作品についてアドバイスをしてもいいかな」

「え？　はわ……っ。お、お願いします……っ」

　アドバイスという単語に、万里小路さんが真しん剣けんな顔で背筋を伸ばした。

　いい感じに気まずい空気が一新できたので、俺は内心安あん堵どする。

「えーと、万里小路さんの作品は昨日のうちに読ませていただきました」

「は、はい」

　……やっぱ緊きん張ちようしてるな。

　まあ人から自分の作品の感想をもらうんだから当然か。俺も評価シートを見るのはすごく緊張するし。

「まず全体的に感じたのは、すごく繊せん細さいで綺麗な雰囲気の作品だったなぁということなんだけど、その分心理描びよう写しやに偏かたよりがちで──」

　俺が作品を読んだ感想を述べていくと、万里小路さんはコクコクと頷きながら、真剣に聞いていた。

　ぶっちゃけ作家でも何でもない俺が偉えらそうにこんなことを言うのは間ま違ちがってると思うが、内容は昨日の晩に本物の永遠野誓である涼花と一緒に考えたものなので許してほしい。

「作品が恋れん愛あいモノだから心理描写はすごく大事なんだけど、物語はイベントが重要だからね」

「さ、参考になります……っ」

　ちなみに、万里小路さんの作品は純恋愛モノで、正直初めてにしては上手うまく書けていたと思う。

　でもラノベという観点からは足りないものが多くて、その方向からアドバイスをした方がいいんじゃないかという結論に至った。

「あ、あの、お兄さま」

「ん？　何か質問？」

「は、はい。イベントとは具体的にどのようなものですか？」

　……なるほど。もっともな疑問だ。

　だが、その質問がくるのは想定していたぜ！　涼花がな！

「そうだね、具体的にはキャラに行動させることかな。ラノベでは女の子キャラの積極的なアプローチが求められるからね」

「俗ぞくにいう『イチャイチャイベント』というものらしいです。……わ、私は詳くわしくは知りませんが」

　涼花がそう補足する。

「いちゃいちゃ……ですか？」

　しかし万里小路さんはピンとこないようだった。

「つまり、女の子の気持ちを行動として表すってことだよ」

「それは……、た、たとえば手をつなぐとかでしょうか……？」

「そういうこと。……でももうちょっと大だい胆たんにしていいかな。最低でも腕うでに抱きついてアプローチするとか」

「う、腕に……っ」

　万里小路さんが初うい々ういしくカッと顔を赤らめる。

　……さっきまで服を脱ごうとしてた子とは思えないほど初心うぶな反応だ。

「ふ……、私は既すでにそういう取材をたくさんしてきてますけどね」

　……で、なんで涼花は誇ほこらしそうにふんぞり返ってるの？

「あ、あの、よくわからないです」

「試ためしに置き換かえてみればいいよ。作品内で、ヒロインが気持ちを持て余すシーンがあったと思うけど、そこで勢い余って腕に抱きついてしまうとか」

「お、置き換えてですか……？」

　俺のアドバイスを受け、万里小路さんは考え込んでいる。

　……うんうん。こうも真ま面じ目めに受け取ってもらえると、アドバイスした甲か斐いがあるというもんだ。

「気持ちが溢あふれて、その行動が……」

　俺が頷いていると、万里小路さんは何やら呟つぶやきながら立ち上がる。

　場面をイメージしているのかな？　と微笑ほほえましく眺ながめていたのだが、

「好きだから、積極的にアプローチするのは当たり前……」

「……うん？」

　なぜか万里小路さんは身体をフラフラさせながら俺に近づいてくる。

　そしてサッとこちらに手を伸のばし、

「ちょ、ちょっと!?」

「な……っ!?　お、お兄ちゃん!?」

　い、いきなり俺の腕に抱きついてきた、だと……!?

「ま、万里小路さん!?」

「こうしてると幸せ……。好きな人の体温が直接伝わって来て……」

　声をかけても反応がない。

　ぼや～とした顔で、どこかトリップしたような感じだ。

　……ってかこの状態は、さっきの服を脱ぬぎ始めた時と同じでは……!?

「温かい……」

　俺が固まっている間にも、万里小路さんはグイグイ距きよ離りを詰つめてくる。

　やがて腕にムニュッと柔やわらかい感かん触しよくがして、俺はビクッと反応する。

　……や、やっぱ大きい……！

「だ、ダメです!!」

[image: ]

　とその時、涼花がすごい勢いで割り込んできたかと思ったら、万里小路さんを引き剝はがして今度は自分がその代わりに腕にしがみついた。

「な、何をしているんですか！　そういうのをしていいのは私だけです！　し、しかもそんな反則的なものを押し付けて！　どうして背丈が変わらないのに胸だけがこうも違うんですか！　というかそもそも私の方が年上なのに、なんなんですかこの格差は！」

　混乱しているのか、わけのわからないことを口走りながら俺の腕にギュッと抱きつく涼花。

　さっきまでの豊満さの代わりに、今はどこまでも控ひかえ目な感触が──

「で、お兄ちゃんはなにを失礼なことを考えてるんですか……！」

　って、思いっきり睨まれた!?

　お前はなんで俺の考えてることがわかるんだ!?

「……あれ？」

　と、そうこうしているうちに万里小路さんが我に返り、状じよう況きようを確かく認にんするように辺りを見回す。

　そして、

「はわ、はわわ……!?　わ、私、またあんな恥はずかしいことを……!?」

「あ、記き憶おくはあるんだ……」

　再度顔色を赤から青に変えたかと思ったら、さっきと同じようにその場で卒そつ倒とうしたのだった。




　……また数分後。

「ほ、本当に申し訳……っ」

　意識を取り戻もどした万里小路さんが、思いっきり涙なみだ目めで縮こまっていた。

「ま、まさか万里小路さんが、またあんな行動に出るとは……」

　冷静さを取り戻した涼花が、頰ほおを赤らめながら言う。その言葉に、万里小路さんはさらに小さくなる。

「じ、自分でもなぜあんなことをしたのかわからないのです……っ」

「こ、困りましたね。混乱してお兄ちゃんの腕に抱きつくなんて……」

　……いや、お前もさっき混乱して同じようなことをしてただろ。

「お兄さまのアドバイス通り、気持ちを行動に表す光景を思い浮うかべていたら、勝手に身体からだが動いて……」

「それって、さっきと同じような？」

「は、はい、私もそう感じました。もしかしたら私、お兄さまの作品だけじゃなく、自分の作品でも登場人物に同化してしまうのかも……」

　な、なるほど。確かにそんな感じだった気がする。

「万里小路さんは本が好きという話ですが、普ふ段だんでもこんなことになるんですか……？」

　涼花の質問に、万里小路さんはフルフルと首を振ふって、

「はわわ……、違います……っ。確かに没ぼつ頭とうはしますけど、こんな我を忘れるくらいに成りきったのは初めてで、自分でも戸と惑まどってるくらいで……っ」

　涙目で必死にそう主張する。

　その様子は確かに『自分でも信じられない』といった感じだった。

「……私、おかしいんでしょうか」

　やがて、万里小路さんは肩かたを落としながら、小さく呟いた。

「と、友達に訊きいても、本を読んで登場人物に同化するなんて変だって言われて……。それなのに私、今度はあんなはしたないことまで……っ」

「万里小路さん……」

　ギュッと膝ひざの上で手を握にぎりながら身体を震ふるわせる後こう輩はいを前に、涼花はどう声をかけていいかわからないようだ。

　……けど、俺には少しだけ万里小路さんの気持ちがわかった。なぜなら、俺も同類といえば同類だからだ。

「いや、全然おかしくなんてないよ」

　なので、俺は自信を持って言う。

「「お兄ちゃん（さま）？」」

「キャラに成りきるってのは、全然変なことじゃない。むしろキャラの描写がより緻ち密みつになっていいことだ」

「で、ですが私は……」

「確かに我を忘れてまでってのは困るけど、それはこれから改善していけばいいじゃないか。そんなことで、キャラに成りきれるって才能をおかしいなんて思って捨てちゃダメだよ」

　万里小路さんはまだ涙目だけど、俺の話を真しん剣けんに聞いている。

「お兄ちゃん……」

「俺も普段から、ラノベ主人公っぽい行動をとるように心がけてるんだ。涼花も知ってるよな？」

　それに涼花だって、毎回取材でキャラを演じてるんだ。俺はともかくプロラノベ作家の涼花がそうしてるんだから、間ま違ちがってるはずがない。

「だから万里小路さん、自信を持っていいんだよ」

「ほ、本当でしょうか……」

「もちろん！　登場人物に同化して、しかも思わず行動にまで出してしまうなんて、ラノベ作家を目指す者としてはすごい武器になるから！」

「はわわ……、そんな……っ」

　耳まで真っ赤になって俯うつむく万里小路さん。俺はそんな彼女に「自信を持って」とさらに繰くり返す。

「あの……、あ、ありがとうございますお兄さま……っ！」

　やがて万里小路さんは顔を上げた。

　相変わらず真っ赤で涙目だったが、その表情は笑顔だった。

「わ、私、そんな風に考えたことがなくて……！　お兄さまに肯こう定ていしてもらえて、すごく感激して……！」

「い、いや、そこまで大したことは言ってないけど……」

「そんなことありません……。私、本当にうれしかったんです……っ」

　……お、大げさだと思うけど、でも万里小路さんがそう思ってくれたならよかったな。

「……やっぱり、お兄さまは優やさしいです。ますます憧あこがれてしまいます……」

　迷いが吹ふっ切れたようなスッキリとした笑顔を見ていると、こっちまでうれしくなってくる。

「う～……。いいことなんですけど、素す晴ばらしいことなんですけど……っ。ちょっとお兄ちゃんは万里小路さんに優しすぎるんじゃないですか……！」

　……だってのに、なぜか俺の妹さまは不ふ機き嫌げん顔なんだよな。何が気に入らないんだ……。

「あ、あの、お兄さま……っ」

　そんなことを考えていると、万里小路さんがどこか意を決したような様子で身を乗り出してきた。

「どうしたの？」

「お、お兄さまのおかげで迷いが晴れました。それで、あの……、厚かましいお願いだとは思うのですが、もっと教えていただけないでしょうか……」

「もっとって……」

「き、気持ちを行動に表す具体例についてです……っ。先ほど涼花さまがおっしゃった『いちゃいちゃいべんと』について、お兄さま相手に体験させていただければと……、はわわ……っ」

　これ以上ないくらい真っ赤になりながら言う万里小路さん。

　……えーと、それはつまり、いつも涼花がやっている『取材』みたいなことってわけか？　同じ発想に至るとは、もしかしてこの子はラノベ作家の才能があるのかもしれない。

　もちろんこうなった以上協力するのが当然だと思う──

「そ、それはダメです!!」

　……のだが、なぜかそこで涼花が勢いよく異議を唱えた。

「こ、これ以上二人がイチャイチャするのは危険──ではなくて！　そ、そういうのは私の役目ですから！　万里小路さんがしてはいけません！」

「いや、でも涼花、万里小路さんが自分で体験しないと取材にならな──」

「お兄ちゃんは黙だまっていてください」

　……っ！　今ゾクッとしたぞ!?

　な、なぜかいつも以上に涼花に逆らってはいけない気配がする……！

「いいですか万里小路さん？」

「な、なんでしょう涼花さま……」

「お兄ちゃんもラノベを書くにあたって実際に体験してみることがあるのですが、その場合は妹である私が相手を務めるというのが永遠野誓の流りゆう儀ぎなのですよ。……ですよね？」

「は、はい！　その通りです！」

　有う無むを言わさぬその迫はく力りよくに、俺はコクコクと頷うなずくしかない。

　……もちろん、そんな流儀は初耳なんだけどな!?

「なので作品に影えい響きようが出てはいけませんから、お兄ちゃんが万里小路さんの相手をするわけにはいきません」

「そ、そうなのですか……」

「それに万里小路さんがすると没頭してしまって、取材にならない危険性もあります」

「た、確かにそうですね……っ」

　同意する万里小路さんに「そこで考えたのですが……」と続ける涼花。

「万里小路さんもイチャイチャの勉強をしないといけないと思うので、ここは私が代わりにやります！」

「えええ!?」

　な、何言ってんの涼花!?

　いきなりトンデモナイことを言い始めて、俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

「……な、なんでそうなる……！」

「し、仕方ないじゃないですか……！　万里小路さんには協力してあげたいですけど、だからってお兄ちゃんとイチャイチャなんて……！」

「それはそうかもだけど……」

「……それともなんですか？　お、お兄ちゃんは万里小路さんとイチャイチャしたいとでも……!?」

　涙目で迫せまられて、俺は「め、滅めつ相そうもない」と首を振る。

「……じゃあこうするしかないじゃないですか」

　不満げに唇くちびるを尖とがらせる涼花に、俺は返す言葉もなかった。

　……だが、ううむ。本物の永遠野誓がこう言っている以上、代理人の俺は従うしかないんだよな……。

「涼花さまが代わりに……ですか？」

「はい。私としては不本意ですが、これも妹の務めです。万里小路さんは私達のイチャイチャを見て勉強すべきでしょう。ですよね、お兄ちゃん？」

「そ、そうですね」

　視線で促うながされ、思わず同意する俺。

「万里小路さんはまだイチャイチャについてよくわかっていないでしょうから、まずは観察から始めるべきです」

「な、なるほど、そういうことだったんですね……！」

　涼花の筋が通ってるのか通ってないのかよくわからない論理に、万里小路さんは感心したように頷く。

　この子、疑うことを知らないというか、性格が純じゆん粋すいすぎる……。

「で、では、実際にイチャイチャ行こう為いというのがどういうものか、披ひ露ろうしてみせましょう」

「お、お願いします……っ」

「え？　ちょっと、涼花？」

　俺が展開についていけない間にも、涼花はさっさと話を進めていく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。不本意ですが、私は準備万ばん端たんですから！」

　……いや、俺は準備も何もないんですけど……。

　だが俺は代理人として、この意味不明な流れに沿って動くしかなかった。

　そして、




「あ、頭を撫なでてもらうのですか？」

「え、ええ、これがいわゆるナデナデというもので、イチャイチャの基本ですから！」

「そ、そんな手のつなぎ方が……っ」

「恋こい人びと繫つなぎと俗ぞくに言われていますが、ポイントは指を絡からませることです！」

「そ、そんなに大だい胆たんにっ」

「首に腕うでを回すことで密着度が上がるのです！　さらにこうやって……」

「ひ、膝ひざの上に……!?」

「か、身体からだを支えてもらうことで、さらにイチャイチャ感が出るのです！」




　……とまあ、

　こんな感じで俺は、涼花に振ふり回されるままに頭を撫でたり、手をつないだり、お姫ひめ様さま抱だっこモドキなことをしたりと、人前で何やってんだって行為を散々披露したのだった。

　一応表向きは永遠野誓である俺が、涼花相手にイチャイチャしたという体ていになっているので、正直ドン引きされてもおかしくなかったのだが、

「す、素晴らしかったです……。『いちゃいちゃ』って、あんな感じなんですね……。参考になりました……っ」

　と、逆に万里小路さんに感激されてしまった。

　……その不安になるくらいな無む邪じや気きさが、今はすごく有り難がたい……。

「……ふぅ、万里小路さんのお力になれたみたいですね……」

「まあ、それはよかったけどさ……」

「な、なんですかお兄ちゃん」

「お前は、その、よかったのか……？　いくら取材だからって、同じ学校の生徒の前で俺とあんな……」

　そう言うと、涼花は赤い顔をさらに赤くして、

「し、仕方ないです……！　これも協力するためですから……！　その、決して私がお兄ちゃんとイチャイチャしてるところを見せつけようだなんてことは……！　ごにょごにょ……」

　なんか後半が声がしぼんで聞こえなかったけど、要するに涼花も後こう輩はいのために我が慢まんしてたってことらしい。

　……それに、やっぱ取材とはいえ後輩と俺をイチャイチャなんてさせられないってのもあったんだろう。

　それはその通りだから、涼花のこの機転は正しいものだ。迷めい惑わくかけてすまん。ありがとうな涼花。

「……えへ、えへへ、これで万里小路さんも、お兄ちゃんは私とラブラブだとわかったでしょうし──」

「あ、あの……っ」

「はっ!?　ななななんでしょうか万里小路さん!?」

　涼花が謎なぞにえへえへと身体をクネらせていると、万里小路さんが意を決したような顔で声をかけた。

「あ、ありがとうございました……。おかげで『いちゃいちゃ』について、理解が深まりました……」

「そ、それはよかったです」

「でも、その……、非常に厚かましいお願いなのですが……、あの、できればもう一つ、見せていただきたいことがあって……」

「もう一つって……、イチャイチャ行為をってこと？」

　俺が訊きくと、万里小路さんは遠えん慮りよがちにコクリと頷いた。

「べ、別にかまいませんよ。そうですよね、お兄ちゃん？」

「……つ、ついでだからいいけど、その見せてもらいたいことって？」

「はい。実は男女の仲を深める行為として『ぽっきーげーむ』というのがあると聞いたことが……」

　……な、に……？

「その『ぽっきーげーむ』というのも『いちゃいちゃ』に入るなら、是ぜ非ひ実際に見せていただければと……」

「なるほど。でも、私も『ぽっきーげーむ』というのは聞いたことがありませんが──……お兄ちゃん？」

　いや、いやいやいや……。

　ま、待てよ？　ポッキーゲームってのは、つまりアレだよな……？

「な、なんにせよ、それがイチャイチャ行為である以上は、しないといけませんね。……その、万里小路さんの参考のためにも」

「あ、ありがとうございます」

「ちょっ!?　ま、待て！」

「？　どうかしたんですか？」

　……す、涼花のやつ、ポッキーゲームがどんなものか知らないから平然としてるけど、あれはダメだろさすがに！

「お兄ちゃん、ポッキーゲームとはどういうものか知ってるんですか？」

「うぐ……っ！　い、いや、あれは文字通りポッキーがないとできないもんだから、今ここでは無理で──」

「あ、ポッキーなら持ってますよ」

　そう言って、鞄かばんからポッキーの箱を取り出す万里小路さん。

　……なんて間の悪い！

「なら問題ありませんね。お兄ちゃん、どうすればいいか教えてください」

　ま、マジですか……。

　うう、こうなりゃポッキーゲームがどんなものか教えるしかない……。

　内容を知れば、さすがに涼花も無理だって言うだろうし。

「えーとだな……、こうやってポッキーの端はしっこを口でつまんで」

「ふむふむ」

「で、もう一つの端っこを相手が同じようにして」

「え……？」

「それで少しずつ食べ進んでいくっていうゲーム……なんだけど」

　……ああもう！　俺は女子中学生を前になんつー説明してんだ！

「そ、そそそそんなことをしたら最後にはき、き、きききき……!!」

「はわわわわわ……っ」

　涼花も万里小路さんも事態を察したようで、顔を急激に赤らめる。

「こ、これでわかっただろ。さすがに取材だからってこれは……」

　いくらなんでも涼花にこんなことをさせるわけにはいかない。

　幸い内容がわかれば、もう実際にやってみようなんてことには──

「……や、やりましょう」

「はあ!?　で、でもお前……！」

「きょ、協力すると言った以上、最後までやり遂とげる必要があります！」

「いや、責任感強すぎだろ!?」

「……そ、それに、あわよくばお兄ちゃんとき、きききキス……っ！」

「え？」

「な、なんでもありません！　と、とにかく取材なら私は問題ありませんから！　不本意ですけど！」

「むぐ!?」

　そんなことをまくしたてながら、涼花は俺にポッキーを咥くわえさせる。

　そしてすぐさま自分ももう一方の端を咥え、俺と向かい合う形に。

「……っ!!」

　すぐ目の前にある涼花の顔に、俺は全身が緊きん張ちようで強こわ張ばる。

　涼花も同じらしく、俺を睨にらみながらも今にも目を回しそうだ。

「はわ、はわわ、はわわわわ……っ」

　万里小路さんはそんな俺達を、爆ばく発はつしそうなほど赤い顔で眺ながめている。

　──サクッ。

「!!」

　その時、涼花がポッキーを食べ進み始めた。

　……お、お前、後輩のためにこんな無茶なことまで本気で……。

　涼花がここまでの覚かく悟ごを見せている以上、もはや俺も躊ちゆう躇ちよしている場合じゃなかった。

　サクッ、サクッと音がするたび、涼花との距きよ離りが縮まっていく。

　もう鼻の頭がくっつきそうになっていて、このままだと本当に──

　……って待てよ？　このゲーム、どうやったら終わりなんだ……？

　サクッサクッ！

「……っ!!」

　ちょ、ちょっと待て涼花！　これ以上はマジでヤバイ！　ってかお前、なんでいつの間にか目を閉じてんの!?

「～～～っ!!」

　声にならない呻うめき声をあげる涼花。

　そして、お互たがいの距離がゼロになろうとした──その瞬しゆん間かん、

「ふにゃぅっ!?」

　限界だったのか、涼花が口を離はなしてバッと後ろに飛び退のいた。

　……あ、危なかった──って、

「ふ、ふにゃあ……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか涼花!?」

　グルグルと目を回しながら倒たおれる涼花を、俺は慌あわてて支える。

「えへ、えへへへ、えへへへへ」

　……キャパオーバーしたのか、見事にバグっておられる。お前、ちょっとがんばりすぎだよ……。

「はわ、はわ……っ。す、すごく素す敵てきでした……！」

　そしてそんな一連の流れをジッと観察していた万里小路さんは、目を輝かがやかせながら前のめりになって、

「お兄さまと涼花さまは、本当に素敵なご兄妹きようだいです……！　わ、私、感激してしまって……！」

「そ、それはどうも……」

　参考になったならよかったけど、こっちは恥はずかしさで死にそうだ……。

　とまあ、そんなこんなでその日の相談は無事幕を閉じたのだが、

「……えへへ、お兄ちゃん……」

　結局、最後まで涼花は壊こわれたままだったとさ……。




　　　　★




「あ、あの、涼花さま。昨日はありがとうございました……」

　お兄ちゃんと一いつ緒しよに相談にのった次の日、私は万里小路さんから話しかけられました。

「おかげですごく参考になりました。今書き直しているところで、また見ていただけると……」

「はい、お兄ちゃんに伝えておきます。お役に立ててよかったです」

　私がそう答えると、万里小路さんはホッと安あん堵どした様子でした。

　……私もお兄ちゃんといっぱいイチャイチャできましたから、そんなに恐きよう縮しゆくしなくていいのですが。

　再度お礼を言う万里小路さんに、私は「お気になさらず」と返します。

　それでお話は終わりのはずだったんですが、なぜか万里小路さんは何かを決意したような表情で、

「……あの、実は私、自分を変えたいってずっと思ってたんです……」

「え？」

「この消極的な性格が嫌いやで……、そんな時にお兄さまの講演会を見て、憧あこがれて、あんな素敵な人とお近づきになりたいと思って物語を……」

　モジモジと、恥ずかしそうに、それでもハッキリと言葉を続けます。

「あ、あの、お兄さまはやっぱり素敵な人でした……。あんな不ぶ躾しつけなお願いをきいてくださって、しかもはしたない私を肯こう定ていまでしてくれて……」

「万里小路さん……」

「お兄さまのおかげで、行動することが大事だって学べました。あ、も、もちろん涼花さまのおかげも……！」

「あなたがそういう気持ちなら、お兄ちゃんもきっとうれしく思っていますよ。もちろん私も」

「す、涼花さま……。あ、ありがとう……ございま……っ」

　万里小路さんは感極きわまった様子で声を詰つまらせますが、その表情は輝かんばかりの笑え顔がおでした。

　私としても、後こう輩はいの力になれて心からよかったと思います。

「あ、ところで涼花さま、もう一つお伝えしたいことが……」

「まだ何か相談が？」

「あ、いえ、その……。誰だれにも話すつもりはなかったのですが、涼花さまだけにはと……っ」

　万里小路さんはそう言って、ポッと頰ほおを赤らめます。

　何でしょう？　嫌な予感が……。

「じ、実は私、作品が受賞できたら、お兄さまに告白をしようと……！」

「……えっ!?」

　こ、告白!?　お兄ちゃんに!?

「わ、私なんかが失礼だと思うのですが、それでもこの気持ちは正直に伝えようと思ったんです……！」

　だ、だからがんばって作品を書いていきます……！

　そう言って、万里小路さんは恥ずかしさに耐たえられなくなったのか、足早に去って行きました。

　一人取り残された私は、その場に愕がく然ぜんと立ち尽つくすしかありません。

「お、お兄ちゃんは最後まで面めん倒どうを見るって言ってましたし、私もそのつもりでしたけど……！　このままだと、いつか万里小路さんはお兄ちゃんに告白を……!?　わ、私はどうすればいいんですか!?」


























永と遠わ野の誓ちかいと実演ラッキースケベ









「や、やはり私は妹キャラを出すべきだと思うのですが！」

「いやいや、作品の雰ふん囲い気きってもんがあるだろ。たとえばライバルキャラを出すとかはどうだ？　王道だし、俺ならそうするね！」

「……でもお兄ちゃんは、それで今まで一度も受賞したことがないのでは」

「うぐ……っ」

　クリティカルな言葉が胸に突つき刺ささり、涼すず花かは俺を見てため息を吐つく。

　さっきからずっとこんな調子なわけだが、何をしているかというと、理由は目の前の原げん稿こうにあった。

　とある休日。

　俺と涼花は万里までの小路こうじさんから渡わたされた原稿を前に、頭を抱かかえていた。

　前回のアドバイスもちゃんと生かされている内容で、その素す直なおな生徒っぷりはいいのだが、問題は──

「……他人に作品のアドバイスをするのがこんなに難しいとは思っていませんでしたね……」

　そう、教える側の俺達が行き詰づまっているというこの現状だ……！

「……冷静に考えてみれば当然なのかもしれません。私の作品は、その、魔まがさして書いたものですから、誰かに教えたりできる類たぐいのものではありませんし……。お兄ちゃんのようにラノベの知識も持ち合わせていません」

　……それであれだけの大ヒット作品を生み出せたんだからスゴイ。

「そしてお兄ちゃんは知識はありますけど──」

「……一度も受賞経験のないやつが、他人にアドバイスなんてそもそもできるわけがないわな」

「そうですね」

　即そく同意されてしまい、内心ズーンと凹へこむ俺。事実だから余計に。

　……け、けどまあ、今はそんなことで落ち込んでる場合じゃないな。

「や、ヤバイぞ、もうすぐ万里小路さんが来るのにこんな状態じゃ……！」

　そう、今日は万里小路さんが家に来て、原稿についてのアドバイスをすることになっているのだ。その約束の時間がもう間近に迫せまっている。

「この前は何とかなったけど、今回はどうすりゃいいんだ？　万里小路さんの作品に合ったアドバイスをしないといけないんだけど……」

「適当なことを言うわけにはいきませんし……。こうなれば正直に、もうこれ以上アドバイスはできないと伝えるべきでしょうか？」

「いや、それはダメだ」

　即答した俺に、涼花は少し驚おどろいたような顔を向けた。

「彼女は本気でラノベ作家を目指してる。この前も言ったけど、俺も同じ目標を持つ者として協力してあげたいんだ。……それにお前のこともある」

「私の、ですか？」

「あの永遠野誓が後輩にアドバイスもできないなんて、そんな情けない姿を見せるわけにはいかないだろ？　それに俺だけが失望されるならまだしも、お前の沽こ券けんにも関かかわることだし」

「お兄ちゃん……」

　万里小路さんの力にもなってあげたいし、永遠野誓としての面子めんつもある。

「でも、やっぱりどうすればいいのかわからないです。こ、ここは永遠野誓らしく妹をプッシュするしか……！」

「だから、それはお前のフィーリングがあってこそ成功しただけで……」

「な!?　べ、別に私だってお兄ちゃんとのイチャイチャを妄もう想そうしたから書いたわけじゃなく、あくまで魔がさしただけでですね!?」

「わ、わかってるって！　俺が言いたいのは、万里小路さんへの助言にはならないってことで！」

　真っ赤な顔で反論する涼花に、俺も同じくらいの勢いで返す。

　……そもそも万里小路さんの作品は男子の先せん輩ぱいと女子の後輩の恋れん愛あいモノで妹要素なんてないのに、そんなアドバイスをされても困るだろ。

「本当にどうすりゃいいんだ……」

　原稿を挟はさんで腕うでを組む俺達。さっきからこんなことの繰くり返しだった。

　涼花はプロラノベ作家だが、作品自体は偶ぐう然ぜんの産物みたいなもので助言のしようがないし、俺はそもそもプロですらないわけで──

「……ん？　プロラノベ作家……？」

　その時、ある考えが浮うかんだ。

　プロラノベ作家じゃないからアドバイスできないなら、本物のプロラノベ作家に頼たのんだら……？

　俺はあいつの顔を思い浮かべる。

　……ふ、不安だ。以前のこともあるからメチャクチャ不安だが、でもそれ以外にもう方法がない気がする。

「な、なあ涼花、一つ提案なんだが、舞まいに万里小路さんの原稿を見てもらうってのはどうかな……？」

「え？　氷ひ室むろさんにですか？」

　怪け訝げんそうな──というか俺と同じように不安そうな顔の涼花。

「いや、言いたいことはわかる。でもあいつはプロラノベ作家・炎えん竜りゆう焰ほむらだ。ラノベのこととなると、真しん剣けんに取り組んでくれると思うし」

「で、ですが、私達が頼まれたことなのに氷室さんに振ふるなんて」

「でも、このままだと有効なアドバイスはできそうにないし、それに他の作家の意見も聞くってのは悪いことじゃないはずだよ」

　俺がそう言うと、涼花は「う……」と黙だまり込んだ。

「それは、その通りです……。でも、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　以前、私の作品のことで助言を求めた時は……」

　……確かにあの時はＷピース先生と二人でトンデモナイことになった。

　最終的にはコスプレ大会にまで発展してしまったし……。

「……何を思い出してるんですか？」

「い、いや!?　あれだよ！　あの時は永遠野誓作品のことだから暴走してたかもしれないけど、今回は万里小路さんの原稿だから、プロラノベ作家として適切な助言をくれると思う！」

「むう……、随ずい分ぶんと氷室さんのことを買っているんですね」

「そりゃ、あいつも人気作家だし、実力は本物だからな」

　……俺もあいつの作品のファンだ。あれでストーカーじゃなければ、心の底から尊敬できるのだが……。

「……むうぅ」

　俺の言葉に、涼花は黙ったまま。

　なぜか不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせてはいるけど、反論がないところを見ると納なつ得とくはしているようだが。

「頼む涼花！　いろいろ不満な点はあるだろうけど、今はこれ以上の打開策が思いつかないんだ！」

「こ、これは私達二人の問題なんですから、頭なんて下げないでください。……でもそこまでするなんて、ま、まさか、お兄ちゃんは万里小路さんのことが気になって……!?」

「へ？　だから俺は、同じ夢を持つ者として力になってやりたくて──」

「そ、そうでしたね！　もちろんそれだけのはずです！　わ、私はなんて恐おそろしい想像を……！」

　赤くなったり青くなったりしながら頭を抱える涼花。なんなんだ。

「えーと……？　それで舞の件は」

「そ、そうでした。もう時間もありませんし、今回は氷室さんに頼たよります。万里小路さんのためですから」

　なんだかよくわからないけど、涼花もそう判断したことで、俺達は舞に力を貸してもらうことにした。

　なので、早さつ速そく連れん絡らくしてみる。

「……ふう、それにしても、万里小路さんと氷室さんを会わせても大丈夫なのでしょうか……。ただでさえ大変な状じよう況きようなのに。ううう……」

　背後から涼花の謎なぞの呟つぶやきが聞こえてきたが、いくら舞だからって、そこまで心配しなくてもいいのでは……。




　　　　▼




　それから間もなくのこと。

　俺と涼花は玄げん関かん先さきで万里小路さんを出で迎むかえていた。

「……ほ、本日はお兄さまと涼花さまのご自宅にお招きいただき、ま、まことにありがとうございます……」

　万里小路さんはガチガチになっていたが、彼女からすれば憧あこがれの作家と尊敬する先輩の家に来たんだ。緊きん張ちようするのも無理はないか。

「それでは、どうぞ中へ」

「お、お邪じや魔まいたします……」

　万里小路さんを招き入れる涼花。みんなでリビングへと向かう。

　涼花がお茶を用意している間、万里小路さんは背筋をピンと伸のばして、緊張したままソファに座っていた。

「あの、そうかしこまらないで……。気楽にしてくれてかまわないから。万里小路さんの家に比べると、狭せまくて落ち着かないかもしれないけど」

「そ、そんなことはありません……。お兄さまと涼花さまのお家は、私にとってはもう神しん殿でんみたいなもので……。ほ、本当に光栄です……！」

　なんだか万里小路さんの中で俺達がものすごく神格化されていて、逆にこっちの方が居い心ごこ地ちが悪い。

「万里小路さんは大げさですね」

　そんなやり取りをしていると、間もなく涼花がキッチンから戻もどってきた。

　万里小路さんは差し出されたカップをやっぱりかしこまりながら受け取っていたが、お茶を一口飲むとようやく少し落ち着いた様子になった。

　そうしてしばらくゆったりとした時間が流れたが、やがて涼花が俺の方に目配せしてきた。……わかってるよ。

「えーと……、それで作品へのアドバイスの件なんだけど」

「は、はい……！」

　本題に入ると、万里小路さんはすぐに身構えた。メモ帳を取り出し俺の一言一句を聞き逃のがさないという感じの姿勢になったが、俺は急いで手を振る。

「ち、違ちがうんだ。今回は、その、俺からのアドバイスはなくて……」

「……え？　わ、私の作品は、そんな助言にも値あたいしないくらいの……」

　万里小路さんの表情が絶望の色に染まり、瞳ひとみがじわっと潤うるむ。

「ち、違います。そういう意味じゃないんですよ。ねえお兄ちゃん!?」

「そ、そうそう！」

　慌あわててフォローする俺達。

　もうちょっと上手に話を進めてください！　と非難してくる涼花の視線に促うながされ、俺はさらに続ける。

「ま、万里小路さんの原げん稿こうがどうこうってことじゃないんだ！　それにアドバイスをしないってわけじゃなくて、今回は俺とは違った別の作家さんに意見を聞くべきだと思って！」

「お兄さまとは、別の……？」

　今にも泣きだしそうな万里小路さんを前に、俺は慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「……こほん、ラノベって言ってもいろんな作品があって、読者の好みだって千差万ばん別べつ。作家を目指すなら多角的な視点を持たないといけない。だから俺とはまた違った視点からのアドバイスも必要かと思ったんだ」

　……と、これは完全に言い訳だったが、涼花が考えただけに自分で言っててもそれっぽく聞こえる。

「そう……なのですか？」

「そ、そうそう。決して言い訳とかじゃなくて──……うっ」

　涼花に「余計なことを言わないでください」とばかりに無言で脇わき腹ばらを小こ突づかれた。

「あ、あの……、では、お兄さま以外の作家さんとはどのような……？　お兄さまがお認めになるような、素す晴ばらしい方なのですか……？」

「そりゃ──」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまってしまい、思わず涼花の方を盗ぬすみ見る俺。

　平静を装よそおってはいるが、その表情がかすかに引きつっていたのを、俺は見み逃のがさなかった。

「……も、もちろん素晴らしい作家だよ！　……ちょっと性格に難があるけど──いやいや！　とにかく、人気ラノベ作家として実力は保証できるから！　な、涼花!?」

「そ、そうですね」

　噓うそはついてない噓は！

　根っからのストーカーで、性格がトンデモなわりにはヘッポコで、唯ゆい我が独どく尊そんを地で行くようなやつだけど、作家としての実力は確かだから！

「あわわ……、そんなすごい人を紹しよう介かいしていただけるなんて……。あ、ありがとうございます……」

「い、いえ、お礼を言われるほどのことではないですよ」

　涼花も気まずいらしく、どことなく申し訳なさそうな顔をしている。

「あ、あの、それで、その方のお名前はなんとおっしゃるのですか？」

「あ、ああ、炎竜焰というペンネームで活動をしてるやつで、俺の同級生でもあるんだ。呼んでおいたからもうすぐ来るはずなんだけど──」

　とその時、

　ピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポンピンポン──

「んなっ!?」

　玄げん関かんのチャイムが連続でけたたましく鳴り響ひびいた。

「……いらしたみたいですね」

「……そ、そうだな。チャイムの鳴らし方でここまで性格を表現できるってのもすさまじいな……」

　俺は涼花と万里小路さんをリビングに残し、玄関へと向かう。ドアを開けるとそこにいたのは案の定、

「……ぜぇぜぇ……。き、来て……やったわよ……、はぁはぁ……」

　舞……だったのだが、息も絶え絶えって感じなのはなぜだ……。

「わ、わざわざ来てくれてすまん。でも、その状態は一体……」

「あ、あんたが……、ぜぇぜぇ、私にラノベのレクチャーを、ごほごほ！　た、頼たのみたいなんて……言うから、全力疾しつ走そうで来たんじゃないのよ……！」

「そ、それはマジで悪かったな……。急な頼みなのに引き受けてくれて、しかもそんなに急いで……」

「い、いいわよ！　……ふぅ。なにせ他ならぬあんたの要よう請せいだからね。永遠野誓に直じき々じきに頼まれたのよ？　そんなの最優先に決まってるじゃない！」

　……う、ありがたいお言葉だ。

　さっきまでストーカーだの何だの考えててごめんなさい……。

「ほんとにありがとうな……」

「い、いいってば。こんなの一番のファンなら当然よ。……そ、それに、永遠野誓からラノベのレクチャーを頼まれるとか、そんなの私以外が務まるはずないもんね！　さすが私！」

　そう言って、心底誇ほこらしげに胸を張る舞。目のやり場に困る。

「ねぇねぇ祐ゆう！　私だからそんなことを頼んだのよね？　この私だから！」

　……さっきまでぜぇぜぇいってたくせに、今は完全に得意の絶頂だった。

　普ふ段だんなら果てしなくウザイ調子の乗り方なのだが、今回は何も言えない。

「そ、その通りだよ。でも電話でも言ったけど、レクチャーする相手は大人しい女の子だから、お手て柔やわらかに」

「ああ、そういえばそんな話だったわね。確か涼花さんの後こう輩はいなんだっけ？　あんたにアドバイスを頼むなんて、目の付け所はいいじゃないのよ」

　ふっふーんと、なぜか偉えらそうな舞。

　しかしまあ、今日の趣しゆ旨しはちゃんと理解してくれているようだ。

「でもその子、あんただけじゃアドバイスできないほどの特とく殊しゆな作品を書いてるわけ？」

「そ、そういうわけじゃなくて……。ほら、いろんな人の視点から物事を見た方がいいと思ってさ」

「ふうん。まあ、あんたは天才タイプだから、教えられても常人には理解できないわよね。それがわかるのは、私みたいにあんたを熱心に研究する者じゃないとね！」

　ツッコミどころ満まん載さいだが、一面では真実を突ついてるところもあって、いろんな意味でコメントし辛づらい……。

　なにはともあれ、舞は上じよう機き嫌げんで乗り気だったので、その点はよかった。

　俺は舞を引き連れて、二人が待つリビングへと戻る。

「はわ……、は、はじめまして……。私、万里小路寧ね々ねと申します……」

「プロラノベ作家、炎竜焰よ。本名は氷室舞。どっちで呼んでくれてもかまわないわ。よろしくね、寧々さん」

　初対面の相手におどおどしながら挨あい拶さつする万里小路さんに、一いつ切さい物もの怖おじすることのない舞。実に対照的だ。

「こんにちは氷室さん。今日はわざわざ私の後輩のために、すいません」

「いいのよ涼花さん。なにせ祐の直々の頼みだからね！」

「そ、そうですか。うう……」

　涼花も舞と言葉を交かわしていたが、なぜか複雑そうな顔をしていた。

「あ、あの、炎竜先生はお兄さまの同級生と伺うかがったのですが……」

「そうよ。私は祐の同級生であり、祐の作品の一番のファンであり、祐の一番の研究者で理解者なの」

「そ、そうなのですか？」

「それだけじゃなく、私達はお互たがいを求め合ってる関係でもあるわね。つ、つまりは特別な間あいだ柄がらってわけ！」

「おい！　ドサクサまぎれに捏ねつ造ぞうを教え込むな！」

「……え？　で、ではまさか、炎竜先生はお兄さまとお付き合いを……！」

「それはありません」

　万里小路さんの誤解を、涼花が即そく座ざにキッパリと否定する。

「氷室さんは、お兄ちゃんの作品を熱心に研究していて、お兄ちゃんも氷室さんの作品のファンというだけです」

　……実に控ひかえ目な表現だが、まあストーカー云うん々ぬんについては万里小路さんに教える必要はないよな。

　そして万里小路さんは、涼花の言葉になぜか安あん堵どしたような様子で胸をなで下ろしていた。

「……で、でも私、アドバイスをくださる作家の先生が、こんな綺き麗れいな女性とは思っていませんでした……」

「ふふーん、やっぱり見る目があるわねあなた。気に入ったわ」

　……これは、思ったよりも話がスムーズに進みそうだ。舞に頼んでよかったかもな。

「改めて紹介するけど、この炎竜先生が今日、万里小路さんの原稿にアドバイスをしてくれるんだ」

「ふっふっふーん！　任せなさい！」

「……こんなご機き嫌げんな氷室さんは初めて見ましたね……」

　ふんぞり返る舞に、涼花が何とも言えない表情になる。

「そんなわけで、原稿を見せてもいいかな？」

「は、はい。……あの、よ、よろしくお願いいたします……」

　万里小路さんが頷うなずいたので、俺は原稿を舞に手て渡わたした。

　舞は「ちょっと待ってなさい」とだけ言って、ソファに腰こし掛かけてから原稿を読み始める。

　そのとたん、さっきまでの得意満面の笑えみは消えて、どこまでも真しん剣けんな作家の顔へと変わった。……これが、プロラノベ作家・炎竜焰の顔か。

　静まり返ったリビングに、ぺラリペラリとページをめくる音だけが響く。

　当事者の万里小路さんはもちろん身を硬かたくして舞が読み終わるのを待っていたが、俺や涼花の方にもその緊きん張ちようが伝わってきた。そんな感じで約五分くらいが経過した頃、

「うん、大体わかったわ」

　と、舞が顔を上げた。

「え？　随ずい分ぶん早いけど、もう読み終わったのか？」

「物語を味わうわけじゃなく原稿チェック用の速読だからね。注目するのが問題点だけならこんなものでしょ」

　いや、それにしたってすごい……。

　俺は舞の意外なスキルに驚おどろいていたのだが、チラッと見ると涼花はうんうんと頷いていた。

　……え？　ま、まさか、それって必ひつ須すスキルなのか？

「そうね……、まず読んでみた全体の感想なんだけど、ラブコメにしてはちょっと硬い感じがしたわね。ラノベというより文芸って感じの……」

「万里小路さんは今までラノベを読んできてなかったんだよ。俺の作品が人生初ラノベで、それをきっかけにラノベを書き始めたんだそうだ」

「あ、そうなの。言われてみれば確かにそんな感じはするわね。納なつ得とく」

「ま、まだ硬い……ですか……」

「あ、でも、なぜか主人公とヒロインがイチャイチャする描びよう写しやだけはクオリティが高かったわよ」

「そ、それはこの前、お兄さまと涼花さまに教えていただいたので……」

　以前のアドバイスの時のことを思い出しているのか、万里小路さんは顔を赤らめて俯うつむく。

　俺もあの時のことを思い出すと恥はずかしくなるから、忘れよう……。

「なるほど。永遠野誓直伝ならクオリティが高いわけだわ」

「そ、そりゃどうも……」

「うーん、でも他が硬いからその部分だけ浮ういてるのよね。やっぱり全体をもっとラブコメチックにしないと」

「ら、ラブコメチック……？」

「いい？　ラノベってのはライトなノベルなの。娯ご楽らくであり、読者を楽しませるのが第一よ。美しい物語もいいけど、ラブコメならやっぱり楽しい物語を意識しないといけないわ」

「言ってることはわかるけど、ちょっと抽ちゆう象しよう的じゃないか？」

　俺が横から口を挟はさむ。

　万里小路さんの代弁をしているつもりだったが、実は俺もその辺りのことが知りたかった。舞のレクチャーに関しては俺自身も興味がある。

「そうね。じゃあこの作品にズバリのアドバイスをあげるわ。寧々さん、あなたはサービスシーンを書けるようになりなさい」

「さーびす……？　ですか……？」

「そ、それがアドバイスなのか？」

「何言ってんのよ。ラノベでサービスシーンは基本でしょ？　ラノベのメイン読者層は中高生男子なんだから、楽しませるにはサービスシーンがあってしかるべきじゃないのよ」

　舞が真剣な顔で返してきたので、俺はハッと我に返る。

　……そうだ。何言ってんだ俺は。

　ラノベにサービスシーン。言われてみれば当たり前じゃないか。こんな真っ当なアドバイスもない。ふざけてる要素なんて一いつ切さいない、完かん璧ぺきな正論。

「……そう、だな。確かにサービスシーンは重要だ」

「でしょ？　寧々さんの原げん稿こうは、もとの作風が美しいから、サービスシーンを入れることでコメディ感が強化されて、ラブコメとしてもいい感じに出来上がると思うわ」

　なるほど。言われてみればその通りだ。さすが炎竜焰、見直したぜ。

「あ、あの……、その……。さ、サービスシーンというのはどういうものなのですか……？」

「だから、年とし頃ごろの男子が喜ぶようなシーンのことよ。わかるでしょ？」

「舞、万里小路さんはその辺の知識に疎うとくてだな……」

「あ、そっか。そういえば涼花さんと同じ女子校なんだっけ。女子校通いじゃわからないものなのね。でも、そんなことじゃいい作品は書けないわよ」

「…………」

　あ、涼花が目を逸そらしてる。

　魔まがさしたとはいえ、女子校通いなのにサービスシーン満載の兄妹きようだいラブコメを書いてしまった本人にしてみれば、気まずい話なのかもしれない。

「も、申し訳ありません……」

「責めてるわけじゃないわ。でもそうね、あなたの作品に合うような具体的なサービスシーンとなると……」

　舞はしばらくなにやら考え込んでいたが、間もなく、

「そうだわ、ラッキースケベなんていいんじゃないかしら」

「ぶほっ!?」

　そんなことを口走ったため、俺は盛せい大だいに噴ふき出した。

「らっきー……すけべ？」

「そうよ。祐も名案だと思わない？」

「い、いや、お前それは……」

　言わんとしていることはもちろんわかるけど、それにしたってストレートすぎるだろ……、と思っていたが、

「……お兄ちゃん、ラッキースケベって何ですか？」

「涼花!?」

　なぜか涼花まで素すの表情で訊たずねてきた。純じゆん粋すいに知らないらしく、教えてくださいと袖そでを引っ張ってくる。

「ちょうどいいじゃない。寧々さんもわかってないようだし、祐の口から説明してあげなさいよ」

「ちょっ!?」

　お前、そんなことを俺に丸投げしてんじゃねえよ！　妹とその後輩を前にしてラッキースケベの説明とか、それもう完全にアウトだよ！

「どうしたんですお兄ちゃん？　早く説明してください」

「……あ、あの、教えていただけないでしょうか、お兄さま……」

　だが、そんな俺の葛かつ藤とうなど知るはずもなく、二人が促うながしてくる。

「何してんのよ祐。これもアドバイスの一いつ環かんじゃない」

　そして舞にもそう言われて、俺は覚かく悟ごを決めざるを得なくなる。

「ぐ……っ、ようするにラッキースケベというのはだな……、不ふ慮りよの事故でやむなく発生してしまうサービスイベントのことで……」

「サービスイベントはわかりますが、不慮の事故とかやむなくとはどういう意味です？　わかりにくいので、具体的な例はないのですか？」

　あえて曖あい昧まいにしてたら、厳密な涼花に即そつ行こうダメ出しされたでござる。

　……いやいや、お前がいつも自分の作品で書いてるようなシーンだよ！

　……くそっ、ツッコみたい。ツッコみたいけど、でも今ここでそんなことしたら、永遠野誓の正体がバレるからできない！

　……ああもう！　わかったよ！

「たとえば思わず手を伸のばしたら胸を揉もんでしまったとか！　無む警けい戒かいにドアを開けたら女の子が着き替がえ中のところに遭そう遇ぐうするとか！　こけた拍ひよう子しに女の子を押し倒たおしてしまうとか！　そういうハプニング系のエロイベントのことをラッキースケベって言うんだよ！」

「なっ!?　ななな何を言ってるんですかお兄ちゃん!?」

「……え？　え、え、えろ……!?」

　俺が誠心誠意、わかりやすいように説明した結果、涼花は真っ赤になって怒おこりだし、万里小路さんは真っ赤になって半泣きになった。

　……どうしろと!?

「ら、ラッキースケベとはそういう意味だったんですか!?　……で、では普ふ段だん書いてるものも実は……。というか、お兄ちゃんに着替えやシャワーを見られたのも……！」

　ようやく涼花は、単にラッキースケベという名前を知らないだけだった自分に気がついたらしい。
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「……はわわ、あわわわわ……！」

　涼花は俺を睨にらんでいるし、万里小路さんは今にも目を回しそうだ。

　そしてその元げん凶きようは俺という空気。説明しろというからしただけなのに！

「はいはい落ち着いて。祐の言う通りよ。寧々さんは、そういう突とつ発ぱつ系のちょいエロシーンを書けるようになりなさいって話」

　だが意外にも舞が間に入って場を収めてくれた。もとはお前がけしかけたことなんだが……。

「で、ですが、私……、そ、そんなの書いたことが……」

「でもサービスシーンは必要よ。あなたの作品なら真正面からのエロは合わないから、やっぱりラッキースケベに頼たよるしかないと思うわ」

　内容はアレだが、舞のアドバイスは的を射ていた。

「あうあう……。で、でも私、え、えっち……なシーンなんて、どうやって書けば……、はうぅ……」

　やはり深窓のお嬢じよう様さま。その反応は無理もない。

「うーん、じゃあとりあえず、自分の作品のキャラのそういうシーンを想像してみることから始めれば？」

「そ、想像……」

　舞にそう言われ、万里小路さんは赤い顔のままそっと目を閉じる。

　だが、なぜかすぐにまた目を開けると、なんだか雰ふん囲い気きが変わっているような感じがした。……これって。

「えっちな……。胸を揉まれて……」

　万里小路さんはぼそぼそと呟つぶやきながら、どこかおぼつかない足取りで俺の方に近づいてくる。

「あれ？　どうしたの寧々さん？」

　舞の呼びかけにも応こたえず、そのままいきなり俺の手首を摑つかむ万里小路さん。……って、え？

　気がつくと、万里小路さんは俺の手を自分の胸の方に持っていこうとしているところで──

「……って、ちょっと待った!?」

「な、何してんの!?」

　異変に気づいた舞が、慌あわてて俺と万里小路さんとの間に入る。

　おかげで間かん一いつ髪ぱつのところで胸に触ふれずに済んだが、舞が万里小路さんの身体からだを引き離はなした瞬しゆん間かん、プチン──と音がしてボタンがはじけ飛んだ。

　……万里小路さんの胸むな元もとの。

「……うわ」

　レースのブラジャーに包まれた中学生とは思えない豊満な膨ふくらみが露あらわになって、俺はほとんど条件反射的に凝ぎよう視ししてしまう。……す、すごい。

「な、ななななにをジッと見てるんですかお兄ちゃんは!!」

「ぐえっ!?　ご、ごめん！」

　だが、次の瞬間には涼花にグキッと無理矢理顔の向きを変えられた。

「寧々さんも早く隠かくしなさいよ！」

「……ふぇ？　……きゃあぁっ!?」

　舞の声で万里小路さんは我に返り、胸元を押さえてうずくまる。

「……も、申し訳……っ！　わ、私また、あんなはしたないことを……！」

　ペコペコ頭を下げながら半泣きの万里小路さん。……これは、やっぱり例の『特技』が出てしまったらしい。

「ど、どういうことなの？　なんでいきなりあんなことを……」

「お、落ち着け舞。万里小路さんはキャラに成りきって周りが見えなくなることがあるんだ」

「え？　つまり、さっきのもラッキースケベイベントを想像したから？」

　万里小路さんが本当に申し訳なさそうな感じでコクコクと頷うなずく。

「そ、そうだったの。そんな特とく殊しゆ能力的なものを持ってたのね……。って、ちょっと待ってよ？　じゃあもしかして、前回あんたがアドバイスしたっていうイチャイチャ描びよう写しやの時も……？」

「い、いや、あれは……！」

　厳密には涼花とのイチャイチャシーンを万里小路さんが取材するという形だったのだが、そっちはそっちでものすごく言いにくい。

「ず、ズルい！　祐相手に直接取材するなんて、寧々さんだけズルいわよ！　わ、私だって……！」

　とその時、なぜか意味不明なことを言いながら、自分の胸元のボタンを外し始める舞──って、

「おまっ!?　な、何やってんだ！」

「だ、だから取材よ、ラッキースケベの取材！　わ、私だってあんた相手に直接してもいいでしょ！　寧々さんのお手本って意味もあるし！　ほら、さっきみたいにガン見しなさいよ！」

「わけがわからんわ！　って、だから脱ぬごうとするな！」

　い、いかん、舞のやつ完全に暴走してる！　今はなんとか抑おさえつけているけど、ちょっと開いた胸元から布地がチラチラ見えてる……！

「涼花！　お前も手を貸して──」

　たまらず涼花に助けを求めるが、振ふり向いた俺が見たものは、

「うん……しょ……っ！　……わ、私だって……！　ふん……っ！」

　と、なぜか自分の胸元のボタンをいじりながら、繰くり返し胸を張り続けている妹の姿だった。

「……何やってんだ？」

「ぴぅっ!?　な、ななななんでもありません！　べ、別に私だってやればできるはずとかそういうことは考えてなくて……！　だから、その……！　わ、私はやりませんよ!?」

「だから何を!?」

「うう、ううう～……！」

　涼花は涼花でなぜかおかしくなっていた。なんなのこの空気は!?

　万里小路さんは相変わらず真っ赤になってうずくまってるし、舞は脱ごうと躍やつ起きになってるし、涼花は睨んでくるし、どうすりゃいいんだ！

　だがその時、不意にピリリリと電子音が鳴り響ひびいた。

「お、俺に電話だ！　電話中はお静かに願います！」

　それが俺のスマホへの着信だったので、これ幸いと電話に出る。

　誰だれだか知らないけど電話の相手に感謝する俺。ナイスタイミング……！

『先生か？　いきなりだが、もしかして炎竜先生と一いつ緒しよではないか？』

「あ、篠しの崎ざきさん？　はい、ちょうど俺の家に来てますけど」

　かけてきたのは編集の篠崎さんだったが、内容がなぜか舞のことだったので、俺は首を傾かしげる。

『実は炎竜先生の担当から、締しめ切りギリギリなのに連れん絡らくがつかないと相談があってな。もしやと思って永遠野先生に連絡してみたのだが』

「え？　締め切りって……」

　俺が振り返ると、舞はビクッと震ふるえてわざとらしく視線を逸そらした。

「……お前、まさか締め切りを放ほうり出して来たのか……？」

「そ、それは……！　だって、あんたからの直じき々じきのお願いだったから……」

　頰ほおを染めて、拗すねたような顔で言う舞は、内容も相まって非常に可愛かわいらしかったのだが──

「……はい、そうです。それはもちろん俺の方からも……、はい、はい」

　俺は電話を切り上げて、舞の方に向き直る。そして、

「……忙いそがしい中、わざわざ来てくれて本当にありがとう。すごく感謝してるよ。でもな……、今すぐ帰れ!!」

「ええ、なんでよ!?」

　舞の腕うでを摑んで玄げん関かんへと向かう。

「締め切りギリギリなのに原げん稿こうを放り出して来るやつがあるか！」

「で、でも！　あんたからプロラノベ作家としてレクチャーを依い頼らいされたのよ!?　最優先でしょ!?」

「プロラノベ作家なら締め切りを守るのが最優先だろうが！　このお礼はまた今度改めてするから、今すぐ帰って原稿を仕上げるように!!」

　俺はそう言って舞を連れ出す。そして、しぶしぶといった感じで帰路につくまで、ずっと監かん視ししていた。

「……はぁ、なんてこったよ……」

「何がデス？」

　とその時、不意に背後から声をかけられて、俺は慌てて振り向く。

「だ、Ｗピース先生？　どうして？」

　そこにいたのは、爽さわやかな笑えみでＷピースをしている金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女──涼花の作品のイラストレーターであるアヘ顔Ｗピース先生だった。

「もちろん遊びに来たんデスよ！　そしたら先生が家の前に立ってるのが見えて、どうしたんデス？」

「い、いやまあいろいろあって……。とりあえず中へどうぞ」

　舞とは入れ替かわりでＷピース先生を連れてリビングへと戻もどる俺。

　涼花に事情を説明し、突とつ然ぜん金髪美女が現れたことに驚おどろいていた万里小路さんにも紹しよう介かいする。

「は、はじめまして……。あの、よろしければペンネームの由来などを教えていただけると……」

「アヘ顔というのはデスね──」

「い、いや、そこは深く考えないで大だい丈じよう夫ぶだから！　なにはともあれ、俺の作品で挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーターさんだよ！」

　ヤバそうな話題を避さけ「さすが先生デス！　こんな純情そうな子も毒どく牙がにかけていたんデスね！」と口走るＷピース先生も無視する。

「それで、先生は後こう輩はいさんと一緒に何をヤってたんデス？」

「いや、彼女の作品のアドバイスをですね──って、そういや」

　言われて思い出した。あんな幕切れになってしまったが、舞との一件は万里小路さんへのアドバイスになったのだろうか？

「……あ、あの、申し訳ありません。私には難解で……、はうぅ……」

　う……、舞でダメだったとなると、いよいよどうすれば──

　とその時、俺は横にＷピース先生がいることに気がついて、慌てて涼花に耳打ちする。

「……だ、Ｗピースさんにアドバイスをお願いするのですか？」

「……不安なのはわかるけど、Ｗピース先生はラノベの挿絵も描いてるし、ゲームメーカーに勤めてるイラストレーターでもあるわけだから、そういう視点から何か有効な意見が聞けるかもしれない。それに助言となれば真しん剣けんに考えてくれる……はず」

　幾いく分ぶん願いを込こめながら言う俺に涼花は懐かい疑ぎ的な顔をしていたが、やがて他に方法はないということで頷いた。

「ん？　どうしたんデス先生？」

「い、いえ、実はですね──」

　俺はＷピース先生に、万里小路さんがラノベ作家を目指していることや、作品のアドバイスを求めていることなどを手短に説明する。

「それで、よければＷピース先生にも意見をもらえればと。作家じゃないですけど、イラストレーターとしての目線なども重要かと思いますし……」

「おお、そういうことデスか！　そんなのもちろんＯＫデスよ！」

「あ、ありがとうございます。万里小路さんもいいかな？」

「はわ……、お、お兄さまの作品で挿絵を描いている方にご意見をもらえるなんて、感激です……」

　万里小路さんも了りよう承しようしたので、俺は原稿をＷピース先生に手て渡わたす。

　Ｗピース先生はその反則級の胸を叩たたいて「お任せくだサイ！」といつもの調子だったが、原稿を読み始めると間もなく真ま面じ目めな顔で押し黙だまった。

　普ふ段だんはいつも笑顔だけど、あれがクリエイターとしてのＷピース先生の素す顔がおらしい。

　エロゲでのシナリオ確かく認にんで慣れているのか、舞と同じように速読で次々とページをめくるＷピース先生。

　そして十分ほどで読み終わると「なるほど」と顔を上げた。

「まず最初に、全体的にデスが、ラノベの場合イラスト化されるので、常にビジュアルを意識して書くべきだということを覚えておいてくだサイ」

「は、はい……」

　そして出てくるまともな意見。

　これは、意外にもいいアドバイスがもらえるかも──……と期待していたのだが、

「そのうえでアドバイスデスが、あなたの作品にはエロシーンが決定的に足りマセん！　これではダメデス！」

「ちょっ!?」

　続いて出てきた言葉に、俺は「やっぱりこうなるか！」と頭を抱かかえた。

「しかし後輩さんはどうやらエロシーン描写に慣れていないみたいデスね。となれば……」

　しかしＷピース先生は、さらに真面目な表情で考え込む。……い、いや、きっとここから真剣な意見が──

「うん、最適なのはやっぱりラッキースケベデスね！」

「期待した俺がバカだったよ!!」

　マジで無む謀ぼうな賭かけだったな！

「……な、なぜか最終的な結論は氷室さんと一いつ致ちしていますね……」

　涼花もドン引きしながら言う。

　……ほんと、なんなんだこれは。

「ん？　舞がどうかしたんデス？」

「い、いや、実はですね……」

　俺が事情を説明すると、Ｗピース先生は「さすが舞デスね！　その点を見み抜ぬくとは！」とうれしそうだった。

「デスが、舞とは違ちがったイラストレーターとしての意見を言わせてもらうと、もっとビジュアル的な面を考こう慮りよしてほしいデスね」

　……び、ビジュアル的な面？

「胸ももちろん大事デスが、やはり私はパンツを推おしたいデス！」

「は、はわわ……？　ど、どうしてパン……、その、下着が……？」

　あんまりな物言いに戸と惑まどう万里小路さん。だがＷピース先生は「それはデスね……」となぜか不敵な笑みを浮うかべながらこちらに寄ってくると、

「こういうことデス！」

「きゃっ!?」「はわっ？」「なっ!?」

　いきなり涼花と万里小路さんのスカートを思いっきりめくりあげた!?

　悲鳴を上げる二人。絶句する俺。

　縞しま々しまと白いレース……！

「どうデスか？　一いつ瞬しゆんのパンチラなのに先生はすごく注目していマシたよね？　このように、パンツは読者にも大いにインパクトがあるのデス！　そうデスよね先生？」

「お、お兄ちゃんに見られた……!?　わ、私の、ぱ、パンツを……!?」

　満面の笑みを浮かべるＷピース先生とは対照的に、涼花はこれ以上ないくらい真っ赤になって、ゴゴゴ……と怒ど気きを発しながら俺を睨にらむ。

「おおお俺は別に……!?　ってかＷピース先生、何やってんですか！」

「ほら、ラッキースケベシーンでは、こういう感じでエロいイタズラをするキャラがよくいるじゃないデスか」

　……だ、だから実演してみたと!?

　相変わらず思考がぶっ飛んでる！

「あ、あうぅ……！　お、お兄さまに、ぱ、パンツを見られるなんて……！　あ、あんなはしたない姿を……！」

「ダメデスよ後輩さん。こんなことで恥はずかしがっていてはイけマセん。これしきのことをクリアできないようでは、ラノベ作家にはなれマセんよ」
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　恥ずかしさから縮こまっていた万里小路さんに、Ｗピース先生は容よう赦しやなく追い打ちをかける。

　……な、なんてことを。やっぱ人選ミスだった！　どう考えても！

　俺は万里小路さんに、真に受けるなと声をかけようとしたのだが、

「……うぅ、わ、わかりました……」

　それよりも早く立ち上がって、真っ赤な顔で今にも泣き出しそうになりながら、自分のスカートの裾すそを摑つかんでたくし上げようと──

「うわあああああああああああっ!?　待った！　ストップ！」

　俺は慌あわてて止めに入り、間かん一いつ髪ぱつのところで何とか阻そ止しした。

「そ、そういうことをしちゃダメ！」

「その通りデス。ラッキースケベはあくまでも意図せずに見せるものデスから、自分でたくし上げたらダイレクトスケベデスよ」

「そういう意味じゃありません！　男の前であーゆーことしたらダメだって意味で……！　ああもう！　とにかくＷピース先生は、今日のところはもうお帰りください！」

　俺はもういろんな意味でいっぱいいっぱいになり、Ｗピース先生の手を摑むと強ごう引いんに玄関へと連れて行った。

「あんっ、やっぱり鬼き畜ちくな先生に乱暴にされると興奮しマスね。ハァハァ」

「今日はありがとうございました！　また連れん絡らくしますから本日はお引き取りくださいませ！」

　俺は無理矢理玄関の扉とびらを閉めてから、大きく息を吐はいてその場にガクリと膝ひざをついた……。

　いやまあ、Ｗピース先生に頼たのんだ時点でこういうことは想定してないといけなかったのかもだが……。

　俺は重い足を引きずりながらリビングへと戻る。すると「う～……」と不ふ機き嫌げん顔で唸うなる涼花と、真っ赤になって俯うつむく万里小路さんが待っていた。

「お、お兄ちゃんはやっぱりどうしようもないエロ魔ま人じんです……！」

　冤えん罪ざいだ！　けど見てしまったのは事実なので、反論のしようがない。

「あ、あの、万里小路さん……？　ごめん……。あんなことになって……」

　なにはともあれ、俺は万里小路さんに謝る。一番の被ひ害がい者しやなわけだし。

「はわ……、わ、私は大丈夫です……。あ、謝られるようなことでは……」

　しかし万里小路さんは「わ、私の方こそ申し訳ありませんでした……」と逆に頭を下げた。

　……こんないい子をトンデモナイ目に遭あわせてしまうなんて。胸とかパンツとか──って、思い出すなよ俺！

「そ、それよりも、あの、お兄さまにお聞きしたいことが……」

　俺が悶もん絶ぜつしていると、万里小路さんが恐おそる恐るといった感じで訊たずねてきた。

「あ、あの、お二人ともラッキースケベが重要だとおっしゃっていましたので、やはりそれは私には必要なことなのだと思います……」

　……す、素直だ。いい子すぎる。

「で、でもお兄さまも──あ、いえ、永遠野先生も、ラッキースケベは重要だとお考えですか……？」

　そ、それは……何て答えれば？

　舞もＷピース先生もあんな調子ではあったが、作品に対するアドバイスとしては実は筋すじが通っているんだ。

　その後の展開がアレだっただけで、二人とも万里小路さんの作品をきちんと読んだうえで意見を言っている。

　だったら俺が否定する理由は──

「は、はい、お兄ちゃんもラッキースケベを重要と考えていますよ」

「え？　す、涼花？」

　気がついたら、俺が答える前になぜか涼花が先に口を開いていた。

　……いやまあ、涼花が本物の永遠野誓なわけなんで、代わりに答えるのは問題ないのだが、なんでまた……？

「お兄ちゃんはラッキースケベを非常に大事に考えています。なにせ、いつも私を相手にその取材をしているくらいですから！」

「んなっ!?」

　ちょ、ちょっと待て!?　いきなり何を言ってるんだお前は!?

　いきなり予想外のことを口走った涼花に、俺は慌てて小声で訊ねる。

「……どういうつもりだよ!?」

「……ど、どういうも何も、あのお二人が揃そろって同じアドバイスをしたということは、万里小路さんにとっては有効なものなのでしょう？」

「……そ、そりゃそうだけど、俺がお前相手に取材してる云うん々ぬんは……」

「……べべべ別に、こうなったら恥はじを捨ててイチャイチャを見せつけようだなんて思ってなくてですね……？　ほ、ほら、妹好きの永遠野誓としては自然な答えじゃないですか？」

　確かにそう言われるとそうかもだが、リアル妹相手にラッキースケベの取材とか、通報案件だろ……。

「そ、そうなのですか……？　やっぱり涼花さまはすごい……。で、では不ぶ躾しつけですが……、できれば涼花さまとお兄さまの取材をお手本として見せていただけないでしょうか……？」

「え？」

　だが、続けて万里小路さんが言った言葉に、涼花が固まる。

「ラッキースケベについて先ほど教えていただきましたけど、その……、何が何だかわからなくて……。なのでこの前のように、お二人の取材風景を見て勉強させていただければ……」

　……げ、話がヤバイ方向に進んでるけど、どうするんだ涼花……？

「そ、それは……！　うう……、わ、わかりました……！」

　だが涼花はそれを了りよう承しようしてしまう。

　流れ的にも涼花の性格的にも断るのは難しかったのだろう。

「で、ではお兄ちゃん……」

　涼花は真っ赤になって俺と向き合うが、一体どうすればいいんだ？　とにかく涼花に合わせるしかないが。

「……涼花さま、お兄さま……」

　万里小路さんが俺達に熱い視線を送っているのがわかる。だが、涼花は動かない。

「お、お兄ちゃんと……、ら、ラッキースケベなシーン……！」

　どうやら涼花も、何をどうすればいいのかわからないのだろう。恥ずかしさも相まって、真っ赤な顔で今にも目が回りそうになっている。

　……こ、これはマズイ。無理してるのが丸わかりだ。とにかく一いつ旦たん落ち着いてから──

「い、いいいいきます！」

「うわっ!?」

　だが俺が手を伸のばそうとした瞬間、逆に涼花の方から迫せまってきた。

　タイミングが合わず、俺はバランスを崩くずして後ろに倒たおれる。

「うぐ……っ!?」

　背中を少し床ゆかにぶつけただけで特にダメージはなくて済んだが、何かが胸の上に乗っているのがわかる。

　俺がゆっくりと目を開くと、

「お、お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶで──あ、あうあうあうあう……っ！」

　ちょうど尻しり餅もちをつくような姿勢で、胸の上に腰こし掛かけている涼花の姿が。

　俺の頭を挟はさむように涼花の足があって、だから俺の目の前には涼花のスカートの中が広がっているわけで、つまりはこの水色のストライプは──

「にゃ───────っ!?」

「ごごごごごめんなさい!?」

　涼花が悲鳴を上げるのと、俺が首がもげるほどの勢いで顔を逸そらしたのはほとんど同時だった。

「……さ、さすが涼花さまです……！　そ、そんなにも自然に見事なラッキースケベができるなんて……！」

　万里小路さんはウットリと感心しているようだが、それどころじゃない！

「す、涼花……！　と、とにかくまずはどいてくれ……！」

「は、はにゃ……、ふにゃ……」

　だ、ダメだ。完全にオーバーヒートしてる。そしてそのままパッタリと倒れ込む涼花。

「あ、あの……、ありがとうございました……！　涼花さまとお兄さまのおかげで、私、ラッキースケベの真しん髄ずいがわかった気がします……！」

　なんとか体勢を立て直し、ふにゃふにゃになっている涼花を介かい抱ほうしていると、万里小路さんが感動した様子で頭を下げていた。

　……うんまあ、なんだか知らない間にお役に立ててたのはいいんだけど、

「……お、お兄ちゃんは、やっぱりエロ魔王です……、えへへ……」

　なんでこんなことになってるのか、誰だれか教えてくれませんかね……。
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「……ほ、本日はありがとうございました、涼花さま」

「い、いえ、お力になれたのならよかったです」

　あの後、アドバイスも済んだということで万里小路さんは帰宅することになり、私は玄げん関かんで見送っていました。

　……そ、それにしても、お兄ちゃん相手にあんなラッキースケベを披ひ露ろうしてしまうなんて……！

　思い出しただけでも全身が燃え上がるほど恥はずかしいです……！

　ちなみにお兄ちゃんは「……あ、頭を冷やしてくる」と言って洗面所に向かったまま戻もどってきていません。

「きょ、今日はみなさんのおかげで、なんだか成長できた気がします……」

「そ、それはよかったです。これで作品もさらによくなりますね」

　なにはともあれ、後こう輩はいの力になれたのはよかったです。一時はどうなるかと不安でしたけど……。

「あ、いえ、その……、作品のことだけではなくて……」

「え？　それはどういう？」

「……炎竜先生とＷピースさまを見ていると、お兄さまとすごく自然に接していらっしゃって、私ももっと積極的にならないと、と……。ら、ラッキースケベだって、恥ずかしいからといって避さけてはいけないものですし、私のお兄さまへの気持ちも……！」

　真っ赤になりながらも、強い意志を感じる瞳ひとみを見せる万里小路さん。

　……こ、これは？　なんだかものすごく嫌いやな予感がするんですが……。

「ごめんごめん、ちょっと顔を洗ってて……。あ、万里小路さん、気をつけて帰ってね」

　そこにちょうどお兄ちゃんがやってきました。……ま、間が悪いです。

「あ、あの、お兄さま……。ひ、一つお願いがあるのですが……！」

　その時、万里小路さんが意を決したように口を開きました。

「お願い？　なに？」

「わ、私のことを……！　あの……、寧々と、な、名前で呼んでいただけないでしょうか……！」

「え？　それは……、まあ別にかまわないけど」

　そしてお兄ちゃんは特に深く考えずに軽く了承してしまいましたが、私は言葉を失っていました。

　……な、名前で呼んでもらう？

　あの万里小路さんがそんなお願いをするなんて……！　積極的にとはそういう意味だったんですか……！

「えっと、寧々さん、でいいかな？」

「あ……、は、はわ……っ！　お、お兄さまに名前で……！　そ、それでお願いします……！」

　感極きわまった様子で胸に手を当てる万里小路さん。……うう、すごくうれしそうじゃないですか……。

「あ、ありがとうございます……！　お兄さま……！」

「別にお礼を言われるほどのことじゃないけど……。じゃあまた、寧々さん」

　お兄ちゃんにそう言われ、万里小路さんは再度頭を下げてから、幸せそうに帰って行きました。

「……ん？　固まってるけど、どうした涼花？　……ま、まさかさっきのことを思い出してるのか？　あれはお互たがい忘れようとさっき──」

　お兄ちゃんが何やら喋しやべってますが、私の耳には届いていません。

　お兄ちゃんへの想おもいをますます強めていく万里小路さん。

　このままでは、万里小路さんは本当にお兄ちゃんに告白を……!?

　私は、どうすればいいんですか!?
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「こ、ここが秋あき葉は原ばらの街です！　私は以前、ここでお兄ちゃんからオタク文化について、手取り足取り教えてもらいました！　そんなお兄ちゃんと仲がいい私が案内してあげます！」

「よ、よろしくお願いします……」

「それにしても、先生の弟で子しを自じ称しようしながらオタク知識もないとは。もちろん姉弟子の私はバッチリある」

「す、すいません秋あき乃のお姉さま……。ですがそのおかげで、こうやってお兄さまに教えていただけるので、私はとても幸せです……」

「む、確かに手がかかる弟子の方が先生にかまってもらえる？　これは盲もう点てんだった。むむむ」

「い、いえ、お兄ちゃんが一番かまってくれるのは、妹である私ですから！　そこは覚えていてください！」

　俺達を先導するかのように前を歩く涼すず花か。その後ろで目を輝かがやかせている寧ね々ねさん。そんな寧々さんに、無表情ながらも対たい抗こう心しん丸出しの秋乃さん。

「……はぁ、なんでこんなことになってるのよ……」

　一方で、俺の横を歩いていた神かん坂ざか妹はゲンナリといった表情を見せる。

　とある休日の昼下がり。

　俺は涼花、寧々さん、秋乃さん、神坂妹と一いつ緒しよに秋葉原に来ていた。

　どうしてそんなことになっているかというと──……話は小一時間くらい前にさかのぼるんだ。
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「──つまり、私こそ先生の一番弟子だということを、あなたは肝きもに銘めいじておくべき」

「……その、あ、秋乃さまも私と同じように、お兄さまに指導していただいているのですね……」

「私は先生から直接アドバイスなんてもらったことがない。だから、あなたがすごく羨うらやましいけど、悔くやしいから認めない。なぜなら私は先生の唯ゆい一いつ無二の愛まな弟子だから。ぐすん」

「は、はぁ、愛弟子ですか……？」

　キョトンとした顔の寧々さんを前に精せい一いつ杯ぱい強がっている様子の秋乃さん。

「……うう、中学生相手に虚きよ勢せい張ってるお姉ちゃんとか見てられない……」

　そしてその光景を情けない顔で見つめている神坂妹。

　何が起こっているかというと、この前のように家にやって来た寧々さんの原げん稿こうを涼花と一緒に見ていた時、突とつ然ぜん神坂姉妹しまいが訪ねてきたのだ。

　そして寧々さんの姿を見ると、いきなりよくわからないことを秋乃さんがまくし立て始めたのだが、

「……どうやら秋乃さんは、お兄ちゃんが万里までの小路こうじさんにアドバイスしていると知って、弟子である自分の立場が危あやうくなると思って焦あせってやってきたようですね」

「……ご名答。自分の原稿の締しめ切りも放ほうり出してね。はぁ……」

　俺の横で同じ光景を見ていた涼花が状じよう況きようを分ぶん析せきすると、神坂妹が深くため息を吐ついた。

「……ああもう、ただでさえ万里小路さんのことで大変なのに……！」

「確かにな。さっきまで寧々さんの原稿にどうアドバイスするか悩なやんでいたところだったし」

　頭を抱かかえる涼花に俺も同調すると、「そういうことではありません……」となぜか睨にらまれた。

「……お兄ちゃんへの想おもいをなんとかしないとという意味で……！　と、とにかく、お兄ちゃんはこの事態を収拾してください。お兄ちゃんのせいでこんなことになってるんですから」

　涼花はそっぽを向きながら不ふ機き嫌げんそうに言い放つ。

　実際は永遠野誓が人気すぎるのが原因だと思うんだが、そうは言えないのが代理人の辛つらいところだ……。

「えーと……、秋乃さん、ちょっと落ち着いてください」

「くすん、先生からも説明してほしい。私がただ一人の愛弟子であり、深い絆きずなで結ばれていると」

「そもそも秋乃さんが弟子ってのも単なる自称では……」

「先生に捨てられた。しかも弟子の立場も寝ね取とられた。もう生きてる意味がない。死のう」

「いやいやいや！　だから落ち着いてくださいって！」

　だが声をかけても秋乃さんは話を聞いてくれない。

　……ああもう、寧々さんへのアドバイスで困ってたところなのに、そのうえ秋乃さんをなだめろとか……。

「……いや、待てよ？」

　しかしその時、俺の脳のう裏りにちょっとしたアイデアが閃ひらめいた。

　寧々さんの原稿の件も何とかして、なおかつ秋乃さんの注意を逸そらす一石二鳥な方法があるぞ……！

「あ、秋乃さん、姉弟子はもっとどっしり構えてないとダメですよ」

「……姉弟子？」

　俺の咄とつ嗟さの一言に、秋乃さんの注意がこちらに向いた。……しめた！

「そ、そうです、秋乃さんは先せん輩ぱいなんですから。……ところで、寧々さんに相談があるんだけど、この秋乃さんに原稿を見てもらって、アドバイスしてもらうってのはどうかな？」

「え？　秋乃さまに、ですか……？」

「どういうこと？　それとさっきの姉弟子という素す敵てき単語は？」

「あ、秋乃さんもプロのラノベ作家だし、この前も言ったように、いろんな視点からの指し摘てきがあった方がいいからね？　それに秋乃さんも、自称とはいえ弟子なら、後輩の面めん倒どうを見るのが筋じゃないかって……」

　俺がドキドキしながらそう説明していると、涼花が脇わき腹ばらをつついて「どういうことですか……！」と小声で詰きつ問もんしてきた。

「……い、いや、これなら寧々さんのアドバイスにも有効そうだし、秋乃さんもなだめられるかなって」

「……そ、それはそうかもしれませんが、そんなことをしたら万里小路さんの作品がますます進化して……！」

　……いや、寧々さんの作品がよくなるのはいいことだろ？　なんでお前は愕がく然ぜんとした顔をしてんだ？

「あ、あの、私はお兄さまがそうおっしゃるなら……」

「なるほど、そういうことならわかった。姉弟子って呼び方はいい。かなり気に入った」

　俺と涼花がひそひそやってる間に、当の二人は乗り気になっていた。

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん、締め切りが近いんだから、そんなことしてる暇ひまないでしょ」

「先生の弟子としての仕事を果たす方が優先。弟子を自称する子の作品に目を通すのは姉弟子の使命」

　ふんすふんすと得意げに鼻を鳴らす秋乃さんを見て、神坂妹がガクリと肩かたを落とし俺の方を睨む。

　……し、仕方ないだろ。これしか方法が思いつかなかったんだよ。

「さて、そうと決まれば先生の弟子を自称する資格があるかどうか、厳しく見させてもらう」

「は、はい……！」

「いや、寧々さんは弟子とか自称してないんですけど……」

　俺のツッコミは当然のようにスルーされたが、秋乃さんは真しん剣けんな様子で寧々さんの原稿を読み始めた。

「……うう、私はどうすればいいんですか。まさかこんなことに……」

　涼花はまだブツブツと呟つぶやいて頭を抱えていたが、この方向に持ってきたのは間ま違ちがってないと思うぞ。

　そんなこんなで原稿を読み終わるのを待っていると、間もなく秋乃さんは顔を上げた。

「読ませてもらった。結論から言うとよく書けていると思う」

「あ、ありがとうございます……！」

「特にイチャイチャやサービスシーンがいい。この辺りは先生の指導の賜たま物ものだと推測できる。羨ましい」

　だが秋乃さんはその後に「けど、まだ足りないものがある」と続けた。

「よく書けてはいるけど、永遠野誓の弟子を自称するにはこれではダメ」

「わ、私の作品に足りないものとは何でしょうか……」

「簡単なこと。共感力。読者を物語に引き込む力。ラノベでは特に重要」

「……共感力ですか？　あの、それはどうすれば出せるのでしょうか？」

「普ふ通つうは作品の読者層を意識して、それに近い雰ふん囲い気きを出す。ラノベの場合は、オタク要素なんかは典型的な共感ネタになる」

「あ、あの、私、オタクというものがよくわからないのですが、そういった要素を入れればいいのですか……？」

「ただ入れるだけじゃダメ。さっきも言った通り、重要なのは共感の部分。読者に共感してもらうためのツールとして使う」

　……ああなるほど、確かに言われてみれば、寧々さんの作品にはそういった要素が欠けていたかもしれない。

　それに、俺自身にもその考え方は参考になる。さすが秋乃さん。

「つまり具体的に言うと、そういう要素を先生が喜ぶような形で作品に落とし込むべきということ」

「……そ、そうなのですか。あの、お兄さま、どういったものがお兄さまが喜ぶ描びよう写しやなのか、教えてくださいませんか……？」

「え？」

　俺が内心頷うなずいていると、いつの間にか変な話になっていた。

「な、なんでそこで俺を引き合いに出すんです？」

「ラノベ読者は先生みたいな年代の男子がメイン。だから先生を読者代表に見立てるのがいい。ただそれだけで別に他意はない。ふふふ」

「その意味深な含ふくみ笑いは何!?」

　いやまあ言ってることは筋が通っていてわかるんだけど、俺が喜ぶようなって言われても……。

「お兄さま、お願いします……」

　寧々さんが期待を込こめた目を向けながら身を乗り出してくる。

　……と、とにかく、オタク関連について教えるってことに関してはいいと思うから、ここは引き受け──

「それなら私に任せてください！」

　と思っていたら、さっきまで黙だまっていた涼花が急に声を上げた。

「お、お兄ちゃんが好きな描写についてなら私も詳くわしいですから！　私がお兄ちゃんに代わって万里小路さんに教えてあげます！」

「す、涼花さまが？」

「わ、私も昔はオタクについて知らなかったのですが、お兄ちゃんにお願いして教えてもらったんです。お兄ちゃんは妹の頼たのみということで、オタク文化の聖地である秋葉原にも連れて行ってくれましたから。妹である私のためにそこまでしてくれたんです！」

　ど、どういうつもりだ？

　……確かに以前取材のために涼花をアキバに連れて行ったのは事実だ。

　けど、そこまで胸を張って主張できるほど詳しくなったわけじゃないはずでは……？

「なので、お兄ちゃんの好みについても知識があります！」

「そ、それなら私も是ぜ非ひ、秋葉原へ行ってみたいです……」

「え、ええ、私が案内しましょう。なにせ私は、お兄ちゃんから手取り足取り教えてもらいましたから！」

　俺は涼花に、どういうつもりなのか小声で訊たずねてみる。

「べ、別に他意はありません。、お兄ちゃんには私がいるとアピールして諦あきらめさせ──ではなく！　ほ、ほら、相談されてるのに私だけ何もできないとなると心苦しいじゃないですか」

　だが、返ってきたのはわかったようなわからないような理由。

「と、とにかく、私の案内で万里小路さんを秋葉原に連れて行きます！」

「そういうことなら私も行く」

「お、お姉ちゃん!?」

「私にはこの自じ称しよう弟で子しを見み極きわめる必要がある。寧々さん。あなたが先生の弟子に相応ふさわしいか極めさせてもらう」

「……よ、よくわからないのですが、よろしくお願いします秋乃さま」

「その呼び方ではダメ。私は姉弟子なのだから、敬わないといけない」

「で、では、秋乃お姉さま……？」

「それならＯＫ」

　ふんすふんすと上じよう機き嫌げんに鼻を鳴らす秋乃さん。どういう会話だ。

「……こ、この秋葉原行きで、私とお兄ちゃんがいかに親密かをアピールして万里小路さんを諦めさせるしかありません……！　そ、それでは私が、オタク文化というものをバッチリ教えてあげますから！」

　そしてバッと立ち上がる涼花。

　……とまあ、こんな経けい緯いで俺達は、その後すぐに秋葉原まで繰くり出すことになったわけなのだ。




　　　　▼




「ど、どうでしたか？　今まで回ってきたようなお店はオタク文化を代表するような場所でしたが」

　そして俺達は、本当に涼花の先導でアキバの街を見て回った。

　まあ行った場所はというと、ラノベショップやゲーム屋など、以前俺が涼花を案内したところだったが。

「は、はい……。なんだか独特の雰囲気があって、これがオタク文化というものなのですね……」

「そうです。この雰囲気が大事だと、私もお兄ちゃんから教わりました」

「なるほど……。あの、涼花さまは、お兄さまとよくこの街にいらっしゃるのですか？」

「え？　え、ええ！　私とお兄ちゃんは仲良しですから！　お兄ちゃんが来る時はいつも一いつ緒しよに！」

「え？　いや、それは──」

「そうですよねお兄ちゃん!?」

　思わず声を上げようとした俺を、涼花は遮さえぎるように同意を求めてきた。

　俺は思わず頷いたが、なぜだ？

　……あれかな？　案内すると言った手前、一度しか来たことがないとバレたら説得力がなくなるからか？

「ふむ、さすが涼花さん。先生の横に常に付き添そう姿は妹の鑑かがみ」

「……あんたさぁ、自分の趣しゆ味みに妹を付き合わせるとか、マジでシスコンすぎるでしょ……」

　そして勝手に下がっていく俺の株。

　そんな神坂姉妹しまいの反応にも涼花は「わ、私達は仲良し兄妹きようだいですから！」となぜかうれしそうだった。

　……な、なにはともあれ、涼花が寧々さんに教えるためにそういうことにしておかないといけないと判断したなら、俺は付き合うしかないな。

「と、とにかく、私がお兄ちゃんから教わった知識によると、マンガやラノベ、ゲームといったオタク文化に実際に触ふれてみて、その雰囲気を作品に生かすことが重要です」

「雰囲気を、作品に生かす……」

　涼花の言葉をメモる寧々さん。

　ちゃんとアドバイスになっているようでよかった──と、俺は胸をなで下ろしていたのだが、

「ただ、それはあくまで基き礎そ。実際に作品に落とし込むにはさらなる工く夫ふうが求められる」

　秋乃さんが、横からダメ出しをするようにそう釘くぎを刺さした。

「く、工夫ですか……？」

「そう。オタクっぽい雰囲気を出すといっても、ただ登場人物がゲーム好きとかラノベの話題を出すとか、そんなことではダメ。オタク要素を前提にしたイベントにする必要がある。涼花さんもきっと、そう続けるつもりだったに違ちがいない」

「……え？」

「ごめんなさい涼花さん。先取りをしてしまった。でも姉弟子として我が慢まんできなかった」

「い、いえ、あの……」

「もちろん、普ふ段だんから先生の傍そばにいる涼花さんも、先生からそう教わっているはず」

「……!!　も、もちろん教わっています！　私もちょうどそのことについて言おうとしていたんです！」

　……おいおい、俺はそんなこと教えた覚えはないんだが。

　だ、大だい丈じよう夫ぶか涼花のやつ？　秋乃さんの言葉にほいほい乗って……。

「やはり涼花さんは羨うらやましい。妹だから常に先生の教えに触れられる」

「な、仲良し兄妹なので！」

「あ、あの、秋乃お姉さま、そのようなイベントとはどうすればいいのでしょう……？」

「ふむ。ここは案内ついでに、涼花さんにその点も実じつ践せんしてもらうのがいいと思う。私も興味がある」

「じ、実践ですか？」

　ほら、なんか話が変な方向に進んで行きつつあるぞ。

「妹さんだけが教わっている先生の技法を是非教えてほしい」

「い、いや、涼花にはそんな──」

　俺はなんだか嫌いやな予感がして、急いで割って入ろうとしたが、

「そ、そういうことなら仕方がありません！　お、お兄ちゃんは私にだけしか教えてないですから！」

「おい!?」

　その前に涼花が了りよう承しようしてしまった。

「ありがたい。では、ちょうどよくそこにゲームセンターがある。そこでお願いしたい」

「わ、わかりました」

「お願いします、涼花さま……」

　話はどんどん勝手に進んで行き、そのまま全員でゲーセンに向かうことになってしまった。

「……お、おい涼花、そんな取材なんてしていないのに、どうすんだよ」

　その道中、俺は涼花に小声で詰きつ問もんしたのだが、

「……し、仕方ないです。これもアピール──ではなく！　万里小路さんへのアドバイスのためですから」

　……だ、大丈夫なのか？　まあ涼花は本物の永遠野誓だから、なにか考えがあるのかもしれないが……。

「こ、ここがゲームセンターなのですね……。初めて来ました……」

「ゲームとオタクは切り離はなせない関係にある。涼花さんが実践することをしっかり見て、参考にするように」

「なんでお姉ちゃんが無む駄だに偉えらそうにしてるの……」

　物もの珍めずらしそうにしていた寧々さんに、秋乃さんが先せん輩ぱい然とふんぞり返る。

　神坂妹はそんな姉の姿を情けない顔で見つめていた。

「え、えーと、ゲームセンターということは確かあれがあるはず……。あ、ありました！」

　一方涼花は、何かを探すように店内をきょろきょろと眺ながめていたが、やがてある一点を指さした。

「あれってプリクラか？」

「そうです。ゲームセンターといえばプリクラに決まってますから！」

　別に決まっちゃいないけど……。

　でも、そうか、あれなら以前に取材で触さわったことがあるから、涼花でも説明できるってわけか。

「あの、これはもしかして、写真を撮とってシールにする機械ですか……？」

「そうです万里小路さん。わ、私は普段からお兄ちゃんと二人で撮っているんです」

　筐きよう体たいを前に胸を張る涼花。

　説明に説得力を持たせるための方便なんだろうけど、今まで一回しか撮ったことがないうえに、その一回も失敗に終わったんだがな……。

「ほ、ほらお兄ちゃん、いつものようにこっちに来てください」

「ちょ、そんなに引っ張るなよ」

「こ、こんな感じでいつもツーショット写真を撮っているんです。私達兄妹の仲を考えると、何もおかしくはありませんね！」

　そう言いながら、フレームの中に表示されている俺達の姿を見てご満まん悦えつな表情の涼花。

「じ、実践ということなので、いつも通りな感じで撮さつ影えいしてみせます」

「お、おい!?」

　そして急に俺の腕うでに抱だきついてきたかと思うと、頰ほおと頰が触れ合うくらいの距きよ離りまで顔を近づけてきた。

　腕の感かん触しよくと息遣づかいにどぎまぎしていると、涼花は小声で「……こ、これも万里小路さんへのアドバイスのためですから……！」と真っ赤な顔で呟つぶやく。

「は、はわ……、そんなに密着するのですか……？」

「こ、こんな取材は私達くらい親密でないとできないことです。そうですよねお兄ちゃん？」

　は、反応に困る……。

「で、では実際に撮影しますので、みなさんは一度カーテンの外へ」

　腕に抱きつく力を強めながら言う涼花だったが、次の瞬しゆん間かんなぜか秋乃さんもフレームに入って来た。

「え？　ど、どうしたんですか？」

　戸と惑まどう涼花に、

「私も先生とプリクラしたい」

　秋乃さんは平然と返した。

「ええ!?　い、いえ、これはイベントの実践を万里小路さんに見せるためのもので……！　普段通りやらないといけないので……！」

「実践の内容はわかったから、別に普段通りやる必要も二人きりであることもないのでは」

「そ、それは」

「それに実際に体験してみた方がわかりやすいと思う」

　そう言って秋乃さんは、寧々さんもフレームの中に引っ張ってくる。

「……あ、あの、私もご一緒してよろしいのですか？」

「体験は全すべてに勝まさる。姉弟子の言葉は重く受け止めるべき。ほら、春はる菜なも一緒に入る」

「ちょ、ちょっと？　私は別にこいつとプリクラとか──」

　渋しぶる神坂妹も引っ張り込んで、さっさとカーテンを閉める秋乃さん。

「う、うう……、私はお兄ちゃんと二人きりで……」

「ふふふ、先生とプリクラ。フレームの柄がらはこのハート満まん載さいなのにしよう」

「お、お兄さまと一緒に写真を……」

「あーもう、なんで私まで……」

　狭せまい中に五人もいるので、みんなの身体からだが密着してきて俺は声も上げられないほど緊きん張ちようしていた。

　……ぐ、なんか柔やわらかい感触が背中や肩かたに……！　だ、ダメだ、意識するんじゃない！

「思いがけず、先生ハーレムの記念撮影ができてよかった」

「変なこと言わないでください！」

　追つい撃げきするような秋乃さんの言葉にツッコミを入れつつ、俺はさっさと終わってほしくて撮影ボタンを押した。

　その瞬間、涼花の俺の腕に抱きつく力がきゅっと強まった気がした。

「ふむ。なかなかよく撮れてる」

「はう……、お、お兄さまとプリクラを撮ってしまいました……！」

「こ、これじゃ本当に私もハーレムの一員みたいじゃない……！」

　そして無事出来上がった写真をみんなで分ける。

　それぞれが感想を口にする中、自分を中心に女の子が配置されている構図を見て、俺は顔を赤らめた。

「……ずいぶんとうれしそうですね、お兄ちゃん」

「い、いや別に……。ってか、お前はなんでそんなに不満そうなんだ？」

「べ、別に不満とかじゃありません。ただ、二人きりの方がアピールがですね……。そ、その、あくまで取材という意味でですが……」

「でも秋乃さんも言ってた通り、寧々さんも実際に体験できるならその方がいいと思うけど」

　俺がそう返すと、涼花はますます不ふ機き嫌げんそうに「う～……」とジト目を向けてきた。……なぜ。

「あ、あの涼花さま、プリクラはお兄さまに喜ばれるようなイベントなのですか……？」

「は、はいその通りです！　イチャイチャイベントも兼かねたものですしね。そうですよねお兄ちゃん？」

「あ、ああ、そうだな」

「そ、そうなのですね……。確かにお兄さまと一いつ緒しよにプリクラは、私もうれし──はわわわ……！」

　小声で何かを呟きながら、顔を赤らめてわたわたする寧々さん。

「ところで涼花さん。次は？」

　とその時、秋乃さんが訊たずねてきた。

「次とはどういうことですか？」

「だから、ゲームセンターにおけるイベント実践の続き。もちろんプリクラだけではないはず」

「……え？」

「知識のない彼女のために、プリクラという基き礎そから入ったその心遣いはさすが涼花さんと感心する。だから次は本命の実践をお願いしたい」

「ほ、本命……？　そ、それは一体どういう……」

「とぼけなくてもいい。涼花さんは奥ゆかしい」

　そう言いながら秋乃さんは、顔を引きつらせている涼花の手を引っ張って二階へと向かう。

　後について行くと、そのフロアに設置されていた筐体は、明らかに一階のそれとは違ちがうものだった。

「こっち。ゲームといえばこれ」

　どうやら二階はビデオゲームのフロアらしい。

　格かく闘とう、シューティング、アクション、パズル、音ゲー、レース──

　さまざまなジャンルのゲームが筐体の画面に表示され、プレイヤーが訪おとずれるのを待っている。

「こういうゲームこそオタク文化。プリクラとかクレーンみたいなのもいいけど、あれはカジュアルだから一いつ般ぱん向けの色が強い」

「え？　え？」

「だからここで、実じつ践せんの本番を披ひ露ろうしてほしい。さあどうぞ」

「…………」

　秋乃さんに促うながされ、涼花は呆ぼう然ぜんとした表情でフロア全体を眺める。

　……ってか、これは明らかにマズイだろ。さっきはプリクラだからなんとかなったけど、それ以外のゲームなんて涼花はプレイしたことないのに。

「？　どうしたの涼花さん」

「い、いえ、あの……」

　案の定、涼花は明らかに困った様子だった。これは助け舟ぶねを出さないと。

「あ、あの、涼花はこういうタイプのはあまり詳くわしくなくて……」

「いつも先生と二人で取材しているのでは？」

「……!!　そ、その通りです！　ももももちろんこちらでも、お兄ちゃんと取材しています！　な、なにせ私達は仲良し兄妹なので！」

「えええ!?」

　だが、なぜか涼花が先にそんなことを言いだしてしまった。

「……お、おい涼花！　どういうつもりでそんな……！」

　俺は慌あわてて涼花の腕を摑つかみ、小声で詰きつ問もんしたが、

「……し、仕方ないじゃないですか！　アピール──ではなくアドバイスのためにも、ここで退ひくわけには……！」

　泣きそうな顔でそう言い返された。

　……責任感が強いのはわかるけど、でもゲームなんてやったことないのにどうするんだよ……。

「……よ、よろしくお願いします、涼花さま」

「よく見て勉強するように」

「だから、どうしてお姉ちゃんがマウント取ろうとしてんのよ……」

　周囲の期待が高まっていき、自分から足を突つっ込んだとはいえ、ますます退けない状じよう況きようになる涼花。

「ええと……、ええと……！」

　だがゲーム未経験なことには変わりなく、涼花は何をどうすればいいのかわからないとばかりに周囲を慌ただしく眺めまわす。

　小声で「……あ、あのゲームは一体どういったものですか」と俺に訊ねてくるあたり、もうダメダメだ。

「何を見せてくれるか楽しみ。先生の腕に抱かれながらのガンシューか、先生の膝ひざの上に乗ってレースゲーか」

「なに想像してんのよお姉ちゃん！」

「はわ、はわわわわわ……！」

　や、やっぱマズイ。こうなりゃ俺がなんとかしてお茶を濁にごすしか──

「あ、あれは……」

　そう思っていた矢先、ふと涼花がフロアの隅すみに視線を固定した。

「……お、お兄ちゃん、あの機械はもしかしてダンスをするゲームのものではありませんか？」

　そして小声で訊ねる。

　見ると、涼花の視線の先にあったのは確かにダンスゲーの筐きよう体たいだった。

「……テレビで見たことがあります。他のゲームは全くやり方がわかりませんけど、ダンスなら私でもできるかもしれません」

「……ダンスゲーは画面の指示に合わせて、タイミングよく足元のパネルを踏ふむやつだ。でも、初めてでいきなりそれっぽく見せるのは……」

「……それくらいならなんとかできるかも──いえ、なんとかしないといけません……！」

「どうしたの二人とも？」

　ひそひそやっていると、背後から秋乃さんの声が聞こえてきて、俺達は同時にビクリと背筋を伸のばした。

「い、いえ！　今からあれをやってみようと思いまして！」

「あれってダンスゲー？」

「そ、そうです。ゲームセンターに来ると、いつも取材のためにやっているんですよ。ねえ、お兄ちゃん？」

「あ、ああ、そうだな」

　思わず俺も頷うなずいてしまったが、マジで大だい丈じよう夫ぶなんだろうか……。

「ダンスゲームで取材？」

「と、とにかくいきましょう」

　首を傾かしげる秋乃さんから逃にげるように、涼花が筐体の方へと向かう。

　そして明らかにおっかなびっくりな様子でパネルに上がり、ビクビクしながらゲームを始めようとする。

「……なんか涼花さんの様子が変だけど、まさかあんた、いつも嫌いやがる涼花さんに無理矢理ゲームさせてるんじゃないでしょうね？」

「そ、そんなことないぞ？　人前だから緊張してるんじゃないか？」

　神坂妹に睨にらまれながらも、涼花が完全な初心者だってことはバレないように努める俺。

　そうこうしているうちにゲームはスタートし、涼花の身体からだが動き始める。

「……っ、……っと」

　俺はハラハラしながら眺ながめていたのだが、意外なことに涼花のステップはしっかりしていた。

　最初だから難易度がそれほどでもないんだろうけど、それでも初めてプレイするとは思えないくらいだ。

「……涼花さま、素す敵てきです」

「ふうん、やるじゃない」

　寧々さんも神坂妹も、涼花が初心者だとは気づいていない様子だ。

　……あれか？　涼花は運動神経抜ばつ群ぐんだから、あっという間に適応してしまったってわけか？

「……あ、終わりですか？　ど、どうでしたか？」

　やがて一曲目が終わり、涼花が一いつ切さい呼吸の乱れもなく振ふり向く。

「あ、ああ、上手うまかったよ。その、いつも通りに！」

「そ、そうですか！　まあ、いつもやってることですからね！」

　二人で白々しいことを言い合っていると、秋乃さんがまた首を傾げて、

「でも、これが取材？　今のところ先生が喜びそうなことがない。もしかして先生はダンサーフェチ？」

「あのですね……」

　フェチ云うん々ぬんはともかく、秋乃さんはどうやら疑念を抱いだいているらしい。

　確かに、ただダンスゲーをプレイしているだけじゃオタク要素の取材とは言えないのも事実。

　……涼花のやつ、ゲーム未経験だってことを誤ご魔ま化かそうとするのに必死で、そっちを忘れてるんじゃないか。

　俺がさっきとは違う意味でハラハラしていると、間もなく涼花が二曲目のステップを踏み始めた。

　二曲目は一曲目よりも難易度が上がり、さらにアップテンポな曲だということもあって動きが激しくなる。

「わあ、すごいです……！」

　しかし抜群の運動神経で早くも適応した涼花は、それについて行く。

　上下左右に大きく動いても、まるでブレる気配がなく──

「……っ！」

「おお」

　とその時、俺が息を吞のむのと同時に、秋乃さんが歓かん声せいをあげた。

　……ちょ、ちょっと待て。今、なんかチラッと見えたような気がしたけど気のせい、だよな……？

　俺がドキドキしていると、涼花が再び大きく身体を動かす。そして、今度はハッキリと見てしまった。

「なるほど。パンチラを狙ねらってのダンスゲーだったとは。脱だつ帽ぼう」

「いやいやいやいや！」

　うんうんと頷いている秋乃さんだったが、その反応はおかしいでしょ!?

　って、んなこと言ってる場合か！

　涼花のやつ、スカートのままあんな激しい動きをしてるから、チラチラとパンツが見えちまってるじゃないか！

　普ふ段だんの涼花ならそれに気づかないはずはないが、今は初めてのダンスゲーに集中しているのか、まるで気がついた様子がない。
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「まさかダンスゲーでこんなイベントを考え付くなんて、さすが先生」

「違ちがいますからね!?」

　もちろん事故だ。事故なのだが、結果的に妹にパンチラさせるためにダンスゲーをさせている兄貴になっちまってるじゃねえか!!

　……くっ、だが今はそんなことよりも、この場所が問題だ。

　幸い、店内にいる客でこっちを見ている人はいないようだ。だが、ひょんなことで気づかないとも限らない。

　そうすれば涼花のパンチラが誰だれかに──それだけは絶対にダメだ！

「あ、先生、何を」

　そう考えた俺は、急いで店内の視線をブロックする形で涼花の近くに立ちはだかった。

　ここはフロアの隅。一方さえガードすれば大丈夫なはず。涼花のパンチラを見られてたまるか……！

「……え？　お、お兄ちゃん？」

　間もなく、涼花が気づいた。

　いきなり近くに俺がいたので驚おどろいたのか、一いつ瞬しゆんステップがグラつく。

「お、お兄ちゃん……？　な、何をしているんですか……っ」

　それでもなんとか立て直す涼花。

　画面と俺を交こう互ごにチラチラ見ながら器用に踊おどり続けている。

「し、仕方ないだろ。やむにやまれぬ事情ってのがあってだな……！」

「なん、ですか、それは……っ」

　クライマックスに入っているのか、涼花の動きがさらに加速していく。

　それにつれてスカートがますますめくれあがって──って見ちゃダメだ！

「だ、だから、その……！」

「はっきり、して、ください……！」

　踊りながら詰問する涼花に、俺は意を決して口を開く。

「……っ！　だから、さっきから踊るたびにパンチラしてんだよ……！」

「え？」

　その瞬間、涼花の動きが止まる。

　ゆっくりと下がっていく視線。そしてようやく、自分がスカート姿で何をしていたかを思い出した様子。

「な……、な……っ！」

　顔色一つ変えずにあれだけ激しく踊っていたのに、一転してかああぁと顔が赤く染まっていく。

「あ、おい!?」

　グラリと涼花の身体が傾かたむいて、俺は慌あわてて抱だきとめた。

「……ぱ、パン……っ！　お、お兄ちゃんの前で、気づかずに……！　は、恥はずかしい……！」

　両手で顔を覆おおう涼花。耳まで真っ赤なのが見えて、こっちまで恥ずかしさが伝わってくるみたいだった。

「だ、大丈夫ですか涼花さま……」

「あ、あんた、妹のパンチラを見るためにこんな……！　どれだけ鬼き畜ちくになれば気が済むのよ！」

　寧々さんと神坂妹が駆かけ寄ってくる中、その後ろでは秋乃さんが、

「すごい。最後には抱きしめられている。ここまで完かん璧ぺきに実じつ践せんされるとは思わなかった。さすが涼花さん」

　と、無表情ながらも満足げに腕うでを組んで追い打ちをかけた。

「うう、うううう……っ」

　腕の中で唸うなり続ける涼花に、俺はそっと声をかける。

「……ま、まあ取材の方は何とかなったから、よしとしとこうぜ」

「わ、忘れてください……！　絶対にこんな……！　ううう～……！」

　ちなみに、ゲームのリザルト画面では一ミスの表示が虚むなしく光っていた。
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「お、オタク要素があって、お兄さまが喜ぶようなイベントとは、ああいったものだったんですね……」

　ゲーセンの休きゆう憩けいコーナーで一服していると、少し頰ほおを赤らめた寧々さんがメモ帳を見ながらそう呟つぶやいた。

「さ、参考になったなら幸いです」

　それに対し、やっと落ち着いた様子の（でもまだ顔が赤い）涼花が返す。

「涼花さまはすごいです……。お兄さまの技法を実践できるなんて……」

「ま、まあ私は普段からお兄ちゃんの取材に付き合っていますからね。それだけ私とお兄ちゃんは不可分な関係だと覚えてくれれば……！」

　涼花はそう言いながらも気まずそうに視線を逸そらした。

　……そりゃ、さっきのは明らかに事故だもんな。運よくアドバイスとして成功したってだけで。

「と、とりあえず、これで取材の方は十分かな？」

　でもまあ、何とかはなったみたいなので、俺は締しめくくりにそう訊たずねる。

　寧々さんは「は、はい」とお辞じ儀ぎをして、これで一件落着──

「では、次は私達の実践をする」

　……と思ったのだが、なぜか秋乃さんが意味不明なことを言いだした。

「涼花さんの実践で大いに参考になったけど、それを自分のものにできたかはまた別の話。だから、涼花さんがやったようなことを私達も実践する」

「わ、私が先ほどの涼花さまのようにですか……？」

　その言葉に、寧々さんが戸と惑まどう。

「実際に体験してみるというのが永遠野誓スタイル。弟で子しならばその教えに忠実でないといけない」

　ふんすふんすと誇ほこらしげに鼻を鳴らしながら「ねえ先生？」とこちらに振ってくる秋乃さん。

　……う、反論できない。

「で、でも実践って言っても、いきなりは無茶じゃないですか？」

「先生、安心してほしい。そういったことができる場所を知ってるから案内する。これも姉弟子の務め」

　そして急に席を立つ秋乃さん。

　そのまま店を出たので、全員慌ててついて行く。どこへ行くのかと訊ねても、行けばわかるの一言だけ。

　とあるビルに案内され、その中の一室に足を踏ふみ入れると、そこはまるでスタジオのような雰ふん囲い気きだった。

「ちょっと待ってて」

　そして秋乃さんは全員を待たせて、一人でどこかへと行ってしまう。

「お兄ちゃん、ここは一体？」

「さあ……？　お前なら知ってるんじゃないのか？」

「わ、私もこんなとこ来たことないから知らないわよ」

　神坂妹とそんなやり取りをしていると、間もなく秋乃さんが部屋に戻もどってきた……のだが、

「お待たせ」

「お帰りなさ──……んなっ!?」

　思わず絶句。というのも、

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん!?　なんで猫ねこ耳みみなんて付けてんの!?」

　そう、なぜか秋乃さんが猫耳少女になって帰ってきたからだ！

「もちろんコスプレ」

「じゃなくて！　なんでいきなりコスプレなんてしてるのよ！」

「もちろんこうするため」

　テンパる妹とは対照的に、猫耳が付いてもいつも通りの秋乃さん。

　やっぱり無表情のまま俺に近づいてきたかと思うと、

「にゃーん」

　なぜかいきなりすり寄ってきた!?

「お、お兄ちゃん!?」

「はわ、はわわわわわ……！」

　涼花と寧々さんが真っ赤な顔で声を上げるが、秋乃さんは気にした様子もなくすりすりと頰を擦なすり付けてくる。

「な、何してんのよお姉ちゃん！」

「ペットプレイ。もちろんこれだけじゃなく、追加のアイテムも完備」

　そう言ってどこからか首輪と鎖くさりを取り出す秋乃さん。

　さすがに俺も我に返って、涙なみだ目めの神坂妹と慌てて秋乃さんを止める。

「わああああああぁっ！　こ、これは一体どういうことなんですか！」

「だからコスプレ。さっき言った通り実践している」

「じ、実践って……？」

「先生が喜ぶようなイベントの実践。このコスプレスタジオなら、いろんなキャラになりきりながらできる。いろいろ試ためすのにちょうどいい」

　……な、なんて発想だよ。

「我ながらいい考え。先生も喜んでくれているし」

「い、いや、俺は別に……！」

「おおおお兄ちゃん……!?」

　に、睨にらむな涼花！　確かにちょっとはドキドキしたけど！

「こうやって実際に先生に喜んでもらえないと、作品に反映させることもできないはず。弟子ならば躊ちゆう躇ちよしてはいけない」

「……わ、わかりました。私も秋乃お姉さまを見習って挑ちよう戦せんします……！」

「ちょ、寧々さん!?」

　秋乃さんに煽あおられ、寧々さんが真っ赤になりながらもやる気を見せる。

「お兄さまと涼花さまから学んだことを無む駄だにするわけには……！　何としても身に付けないと……！」

　なんか変に盛り上がってる……。

　こ、こうなったら涼花の方から止めてもらうしか──

「ま、待ってください！　私もやります！　お兄ちゃんから教わったことをさらに披ひ露ろうしてみせます！」

「なんでお前まで!?」

　あろうことか自分から率そつ先せんして参加しようとしているだと!?

「……し、仕方ないじゃないですか。考え方は間ま違ちがってはいませんし、それにさらなるアピールチャンスで──はなく！　私にとってもオタク文化の勉強になりますし！」

　そう言って、なぜか二人よりもさらにやる気満々な涼花。

「となれば全員でコスプレをして、誰だれが一番先生を喜ばせられるシチュエーションを見せられるかを競きそおう。もちろん春菜も参加」

「は、はぁっ!?　なんで私まで！」

「これで先生が喜ぶようなイラストが描かけるようになるかもしれない」

「……え？」

「ほらやる気になった。じゃあ一いつ緒しよに着き替がえに行く」

「え？　ちょ！　わ、私は別にやる気になってなんかないわよ！　だから放してってば！」

　そして最後の頼たのみの神坂妹まで秋乃さんに引っ張られて行ってしまう。

「い、いや待ってください。ほんとにやるんですか……？」

「大だい丈じよう夫ぶ先生、ここはコスプレショップも兼かねてるスタジオで、アッヒーもよく来るお気に入りの店。衣い装しようもレンタルし放題でいっぱいある」

「そんな心配じゃなくてですね!!」

　だが、俺の叫さけびもむなしく、女性陣じんは全員部屋を出て行ってしまった。

　……な、なんでこうなる！

　俺が頭を抱かかえていると、間もなく全員着替えを済ませて帰ってくる。

「う……っ、なんで全員ミニスカメイドのコスプレなんだ……」

「な、なんで私がこんな格好……！」

「これで先生も悩のう殺さつ」

「は、はわ……、こんな服装は初めてです……。うちのメイドさんのものとは少し雰囲気が違うような……」

「……ど、どうしてここのメイド服はこうもスカートが短いんですか……。い、いえ、でもこの方がお兄ちゃんは好きなはず……！」

　赤い顔でモジモジしている神坂妹に、やっぱりいつも通りの秋乃さん。

　寧々さんは物もの珍めずらしさが前面に出ている感じで、涼花は恥はずかしがりながらもなぜか闘とう志しを燃やしている様子。

「さあ先生。早くスマホをかまえて」

　俺が目のやり場に困っていると、秋乃さんからそう促うながされた。

「ど、どういうことです!?」

「もちろん撮さつ影えいするため。スタジオなんだからコスプレ写真を撮とらないと」

「いや、どういう理り屈くつですか!?」

　と、俺が躊躇している間にも無理矢理スマホをかまえさせられた。

　こうなった以上、抵てい抗こうしても無駄なのは今までの経験でよくわかってる。

　そもそも涼花が止めない以上、俺には拒きよ否ひ権がないので、みんなのミニスカメイド姿を撮るしかない……！

　これも寧々さんの作品のためだと心の中で繰くり返しながら、俺はカメラモードにしたスマホを覗のぞき込む。

「ちょ、ちょっと！　なにスカートの中を撮ろうとしてんのよ変態！」

「し、してねえよ！」

「なるほど、それも定番のイベント。スカートの中が撮りたいのなら言って。これも弟子の務め」

「だからしてませんって！」

「お、お兄さま……、なんだか変な気分になってきました……」

「な、なんかごめんなさい！」

「お、お兄ちゃん、万里小路さんは慣れていないんですから遠えん慮りよしてください！　それよりいつものように私を撮るべきだと思います！」

「す、涼花さん!?　誤解を招くような発言はしないでくれますかね!?」

「こここ言葉の綾あやです！」

　そんな感じで、泣きたくなるようなコスプレ（撮影）大会は続く。

　……だが、俺はこういう時はどうすればやり過ごせるのか知ってるんだ。

　妹好きという永遠野誓のキャラとして、とりあえず涼花にフォーカスしておけば間違いはない！

　なので俺は涼花を重点的に撮影していく。お前が言い出したことでもあるんだから耐たえてくれよ……！

「お兄ちゃんの注目が私に……！　これで万里小路さんも諦あきらめて……！」

　よ、喜んでる？　……いや、きっとバグってるんだな……！

「……お兄さま、涼花さまばかり撮っていますね……」

「あいつは病的なシスコンだしね」

　おいこら聞こえてるぞ神坂妹！

「ぼーっとしてる場合じゃない。先生に見てほしかったら、もっと喜ばれるようなイベントを考える。作品は読者の視線の奪うばい合い。これも同じ」

「お、お兄さまに喜ばれるようなイベント、ですか……」

「秋あき葉は原ばらを巡めぐった成果を見せる。じゃないと涼花さんが視線を独ひとり占じめ。先生に見てもらえなくてもいいの？」

「え？　そ、それは嫌いやです……！」

「じゃあ恥ずかしがってないで、キャラになりきる」

「あ、キャラに、なりきる……」

　ん？　なんだ？

　寧々さんと秋乃さんが話してるみたいだが、なんかおかしな気配が……。

　なんて思っていると、背後からゴソゴソと衣きぬ擦ずれらしき音が聞こえてきたので、俺はスマホをかまえたまま思わず振ふり返る。……と、

「ぶほっ!?」

「……お兄さま……」

　なぜか万里小路さんが半脱ぬぎ状態でこちらに熱い視線を向けていたので、俺は反射的に噴ふき出した。

　両りよう肩かたは露あらわになり、可愛かわいいおへそも丸見えで、スカートはもうギリギリ限界までめくれ上がっており、何もかもが非常に危ない。

　……ど、どういうことだ!?　ってかこの状態の寧々さんはまさか！

「お兄ちゃん？　何を一体……って、ままま万里小路さん!?」

　間もなく、涼花も寧々さんの変化に気づいて慌あわてる。

　そして次の瞬しゆん間かん、涼花が俺に飛びついてくると、身体からだ全体で俺の頭に抱だきついてきて視線を遮さえぎった。

　ちょ!?　なんか柔やわらかいのが当たってる……！　ってか顔が柔らかく控ひかえめな何かにうずもれてる……！

「ななな何を凝ぎよう視ししてるんですかお兄ちゃんは！　というか万里小路さんもまたなりきってないで、早く我に返ってください！」

　……や、やっぱりそうか。どうしてかは知らないけど、また寧々さんはなりきりモードに入っていたらしい。

「……え？　はわわわわ!?」

　涼花の呼びかけで気がついたのか、寧々さんの悲鳴が聞こえてくる。

　見えないけど、今いま頃ごろ自分の半はん裸ら姿に気づいて真っ赤になってうずくまってるに違いない。

「も、申し訳ありません……！　ま、また私ははしたない姿を……！」

「む、あそこまでやるとは。なかなか思い切りがいい。春菜、やっぱりこの子は油断ならない」

「……うん、まあ、あいつに喜ばれたことには間違いないけどね……」

「お、お兄さまに……！」

「今のは悔くやしいけど見事だった。でも単純なサービスだけじゃなく、今後はギャップ萌もえなんかも考えていかないと弱い。やはりまだまだ」

「お姉ちゃん、いい加減無理矢理マウント取ろうとするのはやめなよ……。見てて痛々しいから……」

「弱い……。確かに、お兄さまの注目は結局涼花さまに……」

　寧々さんが神坂姉妹しまいとなにやら話しているようだったが、俺はそれどころじゃなかった。

「と、とにかく万里小路さんの写真を今すぐ消してください！」

「い、いや、撮ってないから！　一瞬見えただけだから！　ってか涼花、いい加減離はなれてくれ！」

　依い然ぜんとして涼花に覆おおいかぶされて何も見えない俺。

　結局この騒そう動どうはその後数分続き、コスプレ大会はそのままお開きになる。

　……勝負云うん々ぬんがうやむやになったことだけが、せめてもの救いだった。
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「何か知りたいことがあれば私に連れん絡らくすればいい。姉弟で子しとして、自じ称しよう弟子の面めん倒どうを見る」

「あ、ありがとうございます」

「はぁ、帰るわよお姉ちゃん……」

「ん。では先生、先生の一番弟子は私だってことを、あの子にしっかり教え込んでおいてほしい」

「だから寧々さんは弟子とかじゃなくてですね……」

　あの後、もう時間も遅おそくなっていたので、コスプレスタジオを出て解散することになりました。

　今は、すっかり先せん輩ぱいとして振る舞まっている秋乃さんとお兄ちゃんが、何やら話をしているところです。

「……と、ところで秋葉原はいかがでしたか？」

　私はそれを傍はた目めに見ながら、万里小路さんに小声で訊たずねます。

　もちろん作戦の結果についてです。

　私とお兄ちゃんの親密さを見せつけて、お兄ちゃんには私がいるということで諦めてもらう作戦！

　あ、あれだけアピールしたんですから、きっと万里小路さんも私達のラブラブぶりに気づいたはずです。

「あ、はい……、とても参考になりました。さ、最後はまた、はしたない姿を見せてしまいましたが……！」

　真っ赤になって俯うつむく万里小路さん。

「で、でも、そのおかげで今後具体的にどうすべきなのかはわかりました」

「え？　具体的に……？」

　な、なにか嫌な予感が……。

「は、はい。……私、作品をただ漫まん然ぜんと書くのではなく、お兄さまに面おも白しろいと思ってもらえるように書きます」

「ええ!?」

「わ、私気づいたんです。……涼花さまに目め隠かくしされているお兄さまを見た時、もっと私の方を向いてほしいと思っている自分に……。も、もちろんはしたない姿は違いますけど……！」

　万里小路さんは恥ずかしそうにわたわたと手を振りますが、私はただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていました。

「読者の共感を得るためにお兄さまの目線を基準にするのではなく、最初からお兄さまのための作品を書こうと思います。……つ、つまり、私の作品はお兄さまへの、ら、ラブレターのようなものですね……！」

　さ、作品がラブレターって……、それではまるっきり私と同じ……！

「さて、俺達も帰るとするか。……涼花？　どうしたんだ、なんか呆然としてるみたいだけど」

　秋乃さん達を見送ったお兄ちゃんがこちらへやって来ましたが、私はなにも答える余よ裕ゆうがありません。

　……あ、諦めさせるどころか、さらに想おもいを強めさせてしまった？　完全に逆効果だったんですか!?

「はわ、お、お兄さま……！　そ、それでは私はこれで失礼します……！」

「あ、うん。寧々さんも気をつけて帰ってね。涼花、ほら行くぞ」

　万里小路さんとも別れ、お兄ちゃんと一いつ緒しよに家路につく私。

　その道中も、私はこれからどうすればいいのかということで頭がいっぱいになっていました。

　そして家に帰り、自分の部屋まで戻もどってきた時、私は覚かく悟ごを決めます。

「こ、こうなれば、私が万里小路さんよりさきに、お兄ちゃんに想いを伝えるしかありません……！」

　諦めさせるのが無理なら、先を越こすしかもう方法はないじゃないですか！

　万里小路さんには申し訳ありませんが、お兄ちゃんのことだけは絶対に譲ゆずれません。

　私はずっとずっとお兄ちゃんのことを想ってきたんです！　世界一お兄ちゃんを好きなのは私なんですから！

「お、想いを伝える……、その覚悟はできました。ですが、やっぱり正面から告白するのは無理です……！」

　となると、残る手段は一つです。

　私は急いでノートＰＣを立ち上げ、一心不乱にキーボードを叩たたきます。

　直接想いを伝えるのが無理なら、作品を通してお兄ちゃんに伝えるしかありません。

　作品がお兄ちゃんへのラブレターなのは、私も同じなんですから！

　そうして私の想いを込こめた新しい作品は、その日の日付が変わる頃ころに完成しました。

　焦じれる心を抑おさえながら、原げん稿こうが打ち出されるのを待ちます。それが終わったら大きく深呼吸して部屋を出ます。

「ど、どうした涼花？　こんな遅い時間まで起きてるなんて」

　向かったのはもちろんお兄ちゃんのお部屋です。

「お、お兄ちゃん……！　この原稿を読んでください……！」

「へ？　原稿？　今から？」

「そ、そうです！　どうしても、私の目の前で読んでほしいんです！」

　これだけ伝えるのに、私の心臓は爆ばく発はつしそうなほど高鳴ります。

　だ、だって仕方ないじゃないですか！　目の前で想いを綴つづった文章を読まれるとか、恥はずかしすぎます！

　……うう、でも逃にげ出すわけにはいきません！　万里小路さんより先に想いを伝えないといけないんです！

「あ、ああ別にいいけど……？」

　お兄ちゃんは訝いぶかしみながらも、椅い子すに座って原稿を読み始めます。

　私はお兄ちゃんのベッドに腰こし掛かけながら、恥ずかしさで身体を縮めます。

　……うう、わ、私の想いが読まれています……！　私がいかにお兄ちゃんが大好きなのか、目の前で……！

「…………」

　やがて読み終えたのか、お兄ちゃんがすっと椅子から立ち上がりました。

　そして私の前にやって来ます。

「涼花……、すごく面白かった」

　お、面白かった!?

　それを聞いた瞬しゆん間かん、私の胸がきゅううんと甘く締しめ付けられました。

　……私の作品が面白かったということは、私の想いが通じたということですよね!?

　あう、あううううぅ……！　うれしいです……！　は、恥ずかしくてたまらないですけど、うれしい……！

　こ、これで私の想いがお兄ちゃんに通じて、晴れて恋こい人びとに──いえ、夫ふう婦ふになったわけですよね!?

　……え？　ま、待ってくださいよ？　となると、今私はベッドに座っているわけで、もしかしてこのままお兄ちゃんに押し倒たおされて……!?

　も、もちろん全然嫌いやじゃにゃいんですけど!?　で、ででででもいきなりそれは早すぎるといいますか!?

「それでさ、涼花」

「ははははい!?　にゃんですか!?」

　で、でも求められたら拒こばめにゃいです！　ああ、私はこれから一体どうなって──

「この外伝って、何用なんだ？」

「わ、わわわ私はもちろんＯＫで──……って、え？　何用……？」

「だから、この作品だよ。すごく面白かったけど、何用の原稿なの？」

「……あ、あの、質問の意味がよくわからないのですが……」

「……なんで？　これって今のシリーズの外伝作品だろ？　でも外伝の仕事があるなんて聞いてなかったぞ」

「……え、ええ？　い、いえ、だからそれは、私の想いを……、その」

「それにしても、やっぱお前はスゴイな。外伝もすごく面白いし、兄妹きようだいのイチャイチャに関しては本編を超こえてるんじゃないか？　……って涼花？」

　そこで、ようやく気づきます。

　私の想いを込めたラブレターが、思いっきり普ふ通つうの作品として読まれてしまったことに。

「………………」

「お、おい涼花!?　急に倒れてどうしたんだ!?　ってか、寝ねるなら自分の部屋に……！　おいってば！」

　私は全身の力が抜ぬけて、ベッドに倒れ込みました。

　意識が遠くなる中で、私の頭の中に浮うかんだことが二つ。

　一つ目──……ちょっとは察してくださいよ、お兄ちゃんのバカ……！

　二つ目──……どうして登場人物の名前を『祐ゆう』と『涼花』にしておかなかったんですか、私のバカ……！

　そして今浮かんだ三つ目──

　……そんなの、恥ずかしすぎて作品でもできるわけないじゃないですか、バカァッ!!　ううう……。

















永と遠わ野の誓ちかいと妹なりきり講座









「『お、お兄ちゃん……。あのその、お兄ちゃんの手はとても優やさしいから、もっと頭を撫なでてください……！』」

「ダメだよ寧ね々ねちゃん。まだ恥ずかしがってるよ。桜さくらがやってみるからよく見ててね？　……こほん、『お兄ちゃん！　お兄ちゃんの手ってとっても優しいから大好きです！　もっと頭をナデナデしてくださいね！』」

「さすが、桜さんはプロの声優さんですね。けれど、もう少しキャラクター性を厳密にすべきかと思います。『お兄ちゃん、もっと頭を撫でてください。お、お兄ちゃんの手はとても優しいですから……』という風に」

「はわ、さすが涼すず花かさま、まるで本物の祐ゆう花かさんのようです……！」

「べ、別にそんなことはありませんけど!?　あ、あくまで私はお兄ちゃんの取材に付き合わされているだけで、いつの間にか似てしまっているといった程度でですね!?」

「むう、やっぱり涼花ちゃんはすごいなぁ。でも桜は絶対に、その妹力を自分のものにしてみせるよ！」

「…………」

　目の前でわいわい騒さわいでいる涼花と寧々さんと水み無な月づきさん。

　俺はその光景を眺ながめながら、無言のままゲンナリと肩かたを落とす。

　さて俺は現在、寧々さんの部屋にいるわけだが、なんでこんなことになっているかというと、自分でもよくわからないと言うしかない。

　ラノベの台詞せりふを朗読し、熱い議論を戦わせている三人をため息交じりに眺めながら、俺はわずか数時間前の出来事を思い浮かべるのだった。
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「うん、十分面おも白しろくなってると思う」

　とある休日。自宅にて。

　俺は寧々さんが持ってきた原稿を読み終えて、そんな答えを返していた。

「そ、そうですね。なかなか出来はいいんじゃないでしょうか……！」

　涼花もまた、俺と同じような感想を口にする。

「……こ、これだと本当に受賞してしまうかもしれません……！　それ自体はいいことですけど、でもそうなると万里までの小路こうじさんはお兄ちゃんに……！」

　けど涼花のやつ、最近寧々さんの原稿を読むたびになぜか表情が複雑になってる気がするな……。

　まあそれはともかく、今までの取材の甲か斐いあってか、寧々さんの作品のクオリティは確かなものになっていた。

　先せん輩ぱいと後輩の、イチャイチャイベントたっぷりのラブコメディ。

　これなら大賞に応おう募ぼしても大だい丈じよう夫ぶだろうと、俺は改めて太たい鼓こ判ばんを押す。

「中学生なのに、こんなしっかりしたラノベが書けるなんてすごいね！　これも先生の指導のおかげかな！」

　その時、寧々さんとほぼ同時に家に遊びに来た水無月さんも、そんな感想を口にした。

　水無月さんは、寧々さんのことを舞まい達から聞いて知っていたようで、それならと、一読者として一いつ緒しよに原稿を読んでもらっていたのだ。

「……あ、ありがとうございます」

　俺達の言葉に、寧々さんは恥ずかしそうに俯うつむく。……だが、

「あれ？　どうかしたの？　なんか浮かない顔してるけど」

「あ、あの、それは……」

　俺の言葉に、寧々さんは言葉を詰つまらせていたが、やがて、

「じ、実は、私自身はまだ作品に満足できていなくて……。そ、その、生意気かもしれませんが……！」

「作品に満足できてないって……。どういう部分でそう感じてるんだ？」

「そ、それは、その、お兄さまにもっと面白いと思ってもらえるような作品にしたくて……！　あうあう……！」

「俺に？」

「な……っ!?」

　その言葉に俺はキョトンとするが、涼花はなぜか驚おどろいた表情を見せる。

　それはともかく、俺にもっと面白いと思ってもらえるようなって……。

「さっきも言ったけど、俺は十分面白いと思ってるけど」

「で、でも、もっとお兄さまに、心からそう感じてもらえるような作品にしないといけないと思って……！」

　……うーん？　寧々さんにとって俺は尊敬するラノベ作家・永遠野誓なわけだから、そう思うのかな？

「もっと何かしないといけない気がして、まだ応募もできてなくて……」

「あー……、そいつはよくないな」

　寧々さんが応募しようとしているのは流りゆう星せい文庫大賞なわけだが、これの締め切りはもう間近に迫せまっているのだ。

　……けど、どうすりゃいい？

　俺が面白く思えるような作品と言われても、具体的なアドバイスのしようがないんだけど……。

　チラッと涼花の方を窺うかがっても、相変わらず複雑そうな顔で何やら一人で呟つぶやいてるし、……どうしよう。

「あ、それなら桜がわかるよ！」

　俺が頭を悩なやませていると、水無月さんが「はいはい！」と手を挙げた。

「先生に面白いと思ってもらうなら、やっぱり妹モノしかないよね！」

「はぁ!?」「ええ!?」

　が、続いて出てきたそのトンデモ意見に、俺はもちろん涼花も驚きよう愕がくする。

「先生は超ちよう妹萌もえな人だから、寧々ちゃんの作品も妹モノにしたら、先生は絶対に面白いと思ってくれるよ！」

「な、何を言ってるんですか水無月さん！　そんなバカなこと……！」

「そ、そうですよ！　万里小路さんが妹だなんてそんな……！」

　俺と涼花は当たり前だが猛もう然ぜんと反対する。けれど、

「い、妹モノですか……？　確かに、お兄さまの作品は妹がテーマで、それに涼花さまのことも……。私も同じようにしたら、お兄さまは作品を心から面白いと思ってくれるかも……」

「「ちょっと!?」」

　なぜか当の寧々さんは、戸と惑まどいながらもどこか乗り気な様子を見せる。

「絶対にそうした方がいいよ！　桜も妹モノの取材なら協力するし！」

「あ、ありがとうございます桜さま」

「というわけで先生、今日は先生のお家うちに泊とめてください！」

「水無月さんが何を言ってるか、マジで一言一句意味不明なんですが!?」

　勝手に話が進んでいって、俺のツッコミがまるで追い付いていない。

　……ってか、家に泊まる!?

「実は桜、また兄とケンカして家出してきたんです」

「ま、また!?　一体何が……」

「先生を見習って理想の兄になる！　と決意したまでは、まあよかったんですけど、だから自分のことを先生の作品の兄みたいに扱あつかってくれ！　とフザケタことを言い出して……」

　……あ、あの人は変わらんな。

　ってか、桜さくら田ださんについて語る時の水無月さんは真顔で怖こわい……。

「そういうわけで、この前みたいに先生のお家に泊めてもらおうと思って、今日は準備万ばん端たんで来ました！」

「そのギッシリ詰まったバッグはそのためだったんですか!?　あの時は仕方なく泊めましたけど、もう絶対にダメですからね！」

「寧々ちゃんのためでもありますよ！　妹なんだから、やっぱり同じ家で暮らさないと取材にならないし！」

「ついさっき出てきたはずの理由を、よくもまあそんな自信満々に主張できますね!?」

「寧々ちゃんも、先生のお家にお泊まりして取材したいよね？」

「は、はい……！」

　……ぐっ、水無月さんは寧々さんを出しに無茶苦茶言ってるわけだが、厄やつ介かいなことに当の本人もその気だ……！

　とはいえ、二人を家に泊めるなんてのは無理だ。いろいろとヤバすぎる。

「そ、そんなこと許可できません！」

　幸い、涼花も強きよう硬こうに反対してくれている。いいぞ、もっと言ってやれ。

「お、お兄ちゃんと一つ屋根の下なんて……！　そんなの危険すぎます！」

「なんか引っかかる言い方だな!?」

「と、特に万里小路さんと何か間ま違ちがいでも起きたら……！　と、とにかく、急に言われても準備などできませんから、家に泊まるなんてダメです！」

　何気に俺がディスられた気がしないでもないけど……、ま、まあいいか。

　とりあえず、俺と涼花は揃そろって不許可の姿勢を示す。……そこ、水無月さん！　子供じゃないんだから「えー」って感じで拗すねた顔をしない！

「で、でも私、面白い作品を書くためには、何でもしなくちゃって……！」

　だが寧々さんは諦あきらめた様子がなく、さらに食い下がる。

　……というか、マジで寧々さんは作品を妹モノにするつもりなのか？

「ま、万里小路さん、今のままでも十分な作品なんですから、妹モノにこだわる必要はないのでは？」

　涼花も俺と同じ考えみたいだが、

「私、お兄さまに面白いと思ってもらう作品を書くために、いっぱい取材をしたいんです。それに、もっと積極的にならないといけないから……！」

　寧々さんの勢いに押されて、涼花は「うう……」と言葉に詰まってしまう。　確かに寧々さんの取材には協力してあげたいけど、それでもやっぱり家に泊めるなんてのはマズいって！

　と、そんな感じで膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた時だった。

　ふと、寧々さんが何かを思いついたように放った言葉が、その後の展開を決定づけたのだ。

「……あ、では皆みなさまに、私の家に泊まっていただくというのはどうでしょうか……！」
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　……まあ、その後どんな流れになったかは大体わかると思う。

　全力で賛同する水無月さんに、同じことだと反対する俺達。

　だがついには、取材だからと前のめりに主張する寧々さんの熱意に押し切られる形になってしまった。

　リムジンの迎むかえが来て、リアルメイドさんのいる洋風の屋や敷しきに連れてこられ、驚いている暇ひまもなく、早さつ速そく取材ということで朗読会が始まった──と。

「寧々ちゃん、ラノベの妹っていうのはお兄ちゃんラブな存在なんだから、その気持ちを込こめないとダメだよ」

「な、なるほど……」

「もちろん台詞せりふだけではなく、全身でその気持ちを表現しなくてはいけません。ま、まあ一朝一いつ夕せきでできるようなことではありませんが」

「さすが涼花さまです……！」

「わ、私には無む縁えんのことですけどね？　あ、あくまで一いつ般ぱん論として……」

　俺が回想にふけっている間も、みんなは寧々さんへの妹レクチャー（？）で盛り上がっていた。

「……なあ、やっぱ止めるべきなんじゃないか？」

　そんな中、俺は涼花に耳打ちする。

　というか、お前は普ふ通つうに寧々さんの取材に付き合ってるけどさ、作品を妹モノにするって話はいいのかよ。

「……仕方ないじゃないですか。万里小路さんの意志は固いみたいですし」

「それはそうだけど……」

「それに、考えてみればこれはチャンスなのかもしれません……！　今までは手を出しあぐねていましたが、妹ということなら話は別です……！」

「す、涼花さん？」

「私こそがお兄ちゃんの唯ゆい一いつ無二の妹だということをアピールして、格の違いを見せつけるべきです……！　そうしたら万里小路さんも諦めてくれるかもしれませんし……！」

「諦めるって、何の話だ？」

「ぴうっ!?　な、何でもありません。と、とにかくですね、私達としては万里小路さんによりよい作品を書いてもらうためにも協力しないといけないということです。もちろん、厳密に！　厳しく！　ですけど！」

　……そりゃそうだけどさ。

　それにしても、寧々さんが妹モノ作品を、か。……俺としては、今の先せん輩ぱい後輩モノもいいと思うんだけどな。

　そんなことを考えながらも、寧々さんの朗読取材は、おおむね涼花がリードしながら進行していった。

　まあ、涼花の書いたラノベが教材だから、当然と言えば当然なんだが。

「やはり、もっと勉強しないといけませんね。妹というものは、奥が深い存在ですから……」

　そして一段落した頃、涼花は「ふっ……」と笑いながらそう言った。

「こ、こんなに妹が難しいとは思っていませんでした……」

　肩かたを落とす寧々さん。それを見た涼花が慰なぐさめているが、なぜかその顔が勝ち誇ほこっているように見えたのは、俺の気のせいだろうか……。

「うーん、やっぱりまだまだ妹力では涼花ちゃんに敵かなわないなぁ」

　水無月さんもまた「ぶー」と唇くちびるを尖とがらせている。

「ま、まあ、私はお兄ちゃんの妹ですからね。万里小路さんは、あまり無理をしない方がいいですよ？」

「い、いえ、やりとげます……！」

「なら私は『妹』として受けて立──違います！　しゅ、取材にお付き合いしましょう。では次の場面は……」

　と、再び涼花が文庫本を開こうとした時だった。

「あ、そうだ。今度は桜がいつもやってる練習法をやってみようよ！」

　不意にパンッと手を叩たたきながら、水無月さんが身を乗り出す。

「桜、キャラ演技の勉強のためにいろいろやってるんだよ。まあ、今は妹キャラ中心なんだけど。……えっと、あったあった、これだよ！」

　そう言って水無月さんが鞄かばんから取り出したのは──……これって、ちょっと前にやってた妹アニメのＤＶＤ？

「寧々ちゃん寧々ちゃん、これ再生してもらっていい？」

　水無月さんに促うながされて、寧々さんは「は、はい」と、部屋にあった大画面モニターでＤＶＤを再生する。

「……えーと、それで練習法っていうのは？　アニメを見て、妹キャラの研究をするとかですか？」

「違うよ先生。こうするんです」

　水無月さんは寧々さんからリモコンを受け取ると、なんと音量をゼロにしてしまった。そして──

「『あ、おはようお兄ちゃん。今日は早起きなんだね！』」

　おお、キャラに合わせて即そつ興きようで声を当てていくじゃないか。これは、いわゆるアテレコってやつでは？

「桜、時々こういう練習をしてるんです。寧々ちゃんもこうやっていろんな妹をアドリブで演じられれば、妹モノを書く練習にもなると思います！」

　確かに。意外にもそれは、水無月さんにしてはまともな発想だった。

「ま、待ってください。そんなことをしなくても、私──じゃなくて！　お兄ちゃんの作品の妹を演じ続けた方がいいのでは……！」

「でも、それが寧々ちゃんに合うとは限らないし、寧々ちゃんは寧々ちゃんで自分らしい妹像を追求していく方がいいんじゃないかな？」

「そ、それは……！」

　水無月さんの正論すぎる正論に、さすがの涼花も言い返せない。ってか、そもそも言い返す必要あるのか？

「さあさあ、そういうわけで寧々ちゃんも早速やってみようよ！　あ、先生もお兄ちゃん役でね！」

「お、俺もですか!?」

「当然ですよ！　妹っていうのはお兄ちゃんがいてこそですからね！」

「あ、姉でも妹は成立すると思いますけど……」

「それは屁へ理り屈くつですね」

　おい涼花、なんでそこでお前がツッコんでくるんだ……？

「あ、あの、よろしくお願いします！　『お兄ちゃん』……！」

　寧々さんがモニターの前に立って真っ赤な顔で頭を下げる。

　……う、まあ仕方ないか。アテレコするにしても、相手がいないと会話とか無理だろうしな。

「ＯＫ！　じゃあいくよ！」

「……むう、仕方ありません。こちらでも私が圧あつ倒とう的な妹力を見せつければ済む話です……」

　水無月さんがリモコンを握にぎり、涼花が何やらブツブツと独り言を呟つぶやく中で、即興アテレコ練習が始まった。

「あ、あわあわ……！　『お、おはようございますお兄ちゃん……！』」

　寧々さんは慌あわてながら、画面のキャラの動きに合わせて台詞を口にする。

「ダメだよ寧々ちゃん。キャラは笑え顔がおなんだから、そんなガチガチになってちゃ合わないよ」

　だが、すぐに水無月さんが一時停止をしながらダメ出し。

「す、すみません……。でも、どうしたらいいのか……」

「キャラをよく見て、その場の雰ふん囲い気きに合わせるんだよ。失敗とかそういうのはないから。気楽にもう一度ね」

「はわわ……！　『お、おはようお兄ちゃん。今日もいい天気……！』」

「まだ無む駄だな力が入ってるよ！」

　そんな感じで、水無月さんの指導のもと、寧々さんは一生懸けん命めいキャラに合わせようとする。

　最初は苦戦していたようだが、やがて少しずつ進み始め、

「『きょ、今日の朝食はお兄ちゃんの好きなものにしま──したよ』」

「『お、そうか。ありがとな』」

　まだ緊きん張ちようが見えるが、少しずつ慣れてきている様子だった。

　俺は寧々さんの邪じや魔まにならないように、余分なアドリブなどは加えず、ありきたりな台詞で受け答えする。

「いい感じだよ！　でもまだちょっと硬かたいから、もっと自然に！　こう、キャラになりきるのが大切だよ！」

「は、はい。キャラになりきる……！　なりきる……！」

　水無月さんのアドバイスに真しん剣けんな顔で頷うなずく寧々さん。その甲か斐いあってか、演技が徐じよ々じよに滑なめらかになっていく。

「『お兄ちゃん、今日も一いつ緒しよに学校に行こうね！』」

　寧々さんは周りが見えなくなるくらいキャラにのめり込む特技（？）があるのだが、今もそれが発動しているらしく、すっかりキャラを演じることに集中している様子だ。

「『えへへ、お兄ちゃんと一緒！』」

　画面では、一緒に登校できるうれしさで妹が兄の周りではしゃいでいる。

　ぴょんぴょん飛び跳はねたり、服をひっぱったり、目め隠かくしをしたりと、喜びが隠かくせない様子だが、寧々さんの台詞はそんな雰囲気にもぴったりだ。

　これはいい練習法だったなーと俺が考えていると、不意に寧々さんが、キャラと同じように俺の目の前を手で覆おおい隠してきた。

　なので俺も合わせようとしたが、

「『はは、イタズラはやめ──!?』」

　むにゅん。

　突とつ然ぜん、俺の背中に二つの柔やわらかい感かん触しよくがくっついてきて、言葉を失う。

　……こ、これは、なんで!?

　確かにアニメ内でも、妹は背中から覆いかぶさるような姿勢で目隠ししてたけど、こんなラッキースケベ的なイベントは起きてなかっただろ!?

　と、そこで気づく。

　アニメの妹は貧ひん乳にゆうキャラなので、その姿勢でも何も起こらないけど、同じことを寧々さんがすると……。

「ま、万里小路さん!?　ななな何をやっているんですか！」

　涼花の焦あせる声が聞こえてくるが、俺も同じくらい焦っていた。

「『お兄ちゃん、はやくはやく！』」

　だが寧々さんは、キャラになりきることに集中しすぎているのか、聞こえてない様子で演技を続ける。

　……ってマズイマズイ！　当たってるってか押し付けてくる!?

「は、離はなれてください！」

　とその時、涼花が突然間に割り込んできて、俺は寧々さんから引きはがされた。……た、助かった！

「え、涼花さま……？　あ！　わ、私また……！　あうう……！」

　振ふり向くと、寧々さんは最初キョトンとしていたが、やがて自分が何をしていたか気づいたらしく、これ以上ないくらい顔を赤くする。

「ま、またキャラクターになりきっていて、つい同じような行動を……！　も、申し訳ありません……！」

　……ま、まあ寧々さんのそういう性格は知ってたから俺はいいんだけど。

　一方で涼花は「う～……」と不ふ機き嫌げん顔で俺を睨にらんでるわけだが、仕方ないだろ不ふ可か抗こう力りよくなんだから！

「すっごくよかったよ寧々ちゃん！　その調子でやっていけば、妹キャラのこともわかってくるに違ちがいないよ」

　水無月さんが寧々さんを褒ほめ、さらに取材の続きをするよう促す。

「そ、その……！　わ、私はお兄さまが嫌いやでなければ、あの……！」

　寧々さんが顔を赤らめながら俺の方をチラチラと窺うかがうが、

「い、いえ！　次は私がやります！」

　と、涼花がそれを遮さえぎるように、いきなりおかしなことを言い出した。

「ちょっと待て、なんでお前が!?」

「い、妹の演技となると、やはりいつもお兄ちゃんの取材に付き合っている私に一家言ありますから！　万里小路さんへのアピール──ではなく！　参考のためにも、私が一度やってみるのがいいと思いまして！」

「そ、それは……、どうなんだ？」

「な、なんですかその反応は。それともお兄ちゃんは、さっきみたいに取材にかこつけて万里小路さんとイチャイチャしたいなんて、は、破は廉れん恥ちなことを考えているんですか！」

「変なこと言わないでくれるかな!?」

　わかったようなわからないようなことをまくしたてられ、結局涼花もアテレコをすることになってしまった。

「涼花ちゃんもやるの？　いいね！　じゃあ再生するよ！」

　寧々さんと交代するようにモニターの前に立つ涼花。水無月さんの掛かけ声と同時に、画面が再び動き出す。

「お、おい!?」

　と同時に、涼花もまたさっきの寧々さんと同じように、背中に抱だきついてきただと!?

「し、仕方ないじゃないですか。画面上ではこうなってますし、キャラになりきる練習なんですから！」

「い、いやでもお前、さっき寧々さんの時は離れてって言って──」

「あ、あれは突然のことで驚おどろいただけです。それに万里小路さんがやった以上、私もやらなくてはいけません」

「なにその謎なぞ理論は……」

「と、とにかく、始めます！　『さあお兄ちゃん、ラブラブな私達を見せつけながら登校しましょう！』」

「え？　『あ、ああそうだな!?』」

　涼花が突然始めたので、俺は慌てて合わせるように返す。

　……けど、この妹ってそんなキャラだったか？　ってか寧々さんの時から口調も変わってるんだが……。

「『えへ、えへへ……。お兄ちゃんとイチャイチャしながら登校……！』」

「す、涼花さま……。とてもお上手です。すごい……」

「さすが涼花ちゃんだね。あの妹力を桜達も見習わないとダメだよ」

「は、はい」

　背後から二人の声が聞こえてくる。

　……まあ、寧々さんの参考になっているようでよかった──と考えながら画面を見ていると、

「げ……」

　ちょうど、妹が背中に覆いかぶさるだけでは飽あき足らず、兄に頰ほおずりをする場面が展開されていた。

　……そ、そういやこういう甘々系の妹アニメだったな。今思い出した。

　でもまあ、さすがに取材とはいえここまで再現するはずが──

「うひゃあっ!?」

　ない、と考えていたその瞬しゆん間かん、俺の頰に柔らかく温かい感触がくっついてきて、思わず声が出た。

「『お、お兄ちゃん。すりすり……』」

「す、すすす涼花!?」

「ち、違います。これは私の意思ではなくて、あくまでもキャラを再現してるだけですから！　かかか勘かん違ちがいはしないでください！」

　って、言いながらも頰ずりを続ける涼花。いやいやいや！　さすがにそれはやりすぎだろ……！

「えへ、えへへ……！　お、お兄ちゃんに……！　ふにゃ……」

　ほら、あっという間にふにゃふにゃになってるし！　取材だからって無茶なことしてんじゃねえよ！

「す、涼花さま、いいな……！」

「あー！　涼花ちゃんだけズルイよ！　今度は桜も先生と取材する！」

「え!?　ちょ、ちょっと水無月さんまで何言ってるんですか!?」

「だって桜の練習法だから、ちゃんと見本を見せないとね！　あ、もちろん寧々ちゃんの……、えっと、参考のため？　もありますよ！」

「とってつけた言い方！」

「ほら涼花ちゃん、今度は桜の番！」

「ふにゃ？」

　バグってふにゃふにゃになってしまっていた涼花は、水無月さんに簡単に引っぺがされてしまった。

「えっと桜は、このシーンをやりたいと思います！　『お兄ちゃんお兄ちゃん、桜と遊んでー！』」

「うわっ!?」

　モニターには、妹が兄に抱きつこうとして勢い余って押し倒たおすシーンが大写しになっていて、水無月さんがそれを当然のように再現してくる。

「もー、先生もちゃんと合わせてくれないとダメですよ？」

「む、無茶言わないでください……！　ってか、名前がいつの間にか桜になってるんですけど!?」

「細かいことは気にしない！　このキャラは中の人によって設定が変わる可変式妹なんです！」

「なにその多重人格者的なの!?」

　俺が馬乗りになる水無月さんにワタワタしていると、

「あ、あの、お兄さま……」

「寧々さん!?　ご、ごめんね？　寧々さんの取材のはずなのに、こんな意味不明なことに……！」

「い、いえ、あの……！　わ、私ももっと取材をしたいなって……！」

「ええ!?」

　てっきり呆あきれられていると思ってたのに、寧々さんまでそんなことを言い出して俺は驚きよう愕がくする。

　……な、なんだろう？　こんなトンデモな内容なのに、まさか取材としてはかなり有効なのか……？

「ああもう！　とにかく水無月さんはいったん離れてください！　……はぁはぁ、で、寧々さんは……」

「わ、私は、その、ちょうど今流れてるシーンに興味が……！」

　寧々さんはモニターを指さす。

　見ると、夜中、妹が寝ね静しずまった兄のベッドにコッソリと入って行くシーンで──って、

「いやいや！　さ、さすがにこれを実際に再現するのはダメだから！」

「そ、そうです！　ダメです！」

「す、涼花!?　復活したのか!?」

「しゅ、取材だからといって、これはさすがにやりすぎです！」

「で、ですが妹ならではのシーンだと思いますし、私は取材を……。あのその、お、お兄さまさえよければ……」

「そ、それならば私が代わりに再現します！　私は本物の妹ですから、それならなんの問題もありません！」

「んなわけあるか！　誰だれがやっても問題しかないわ！」

　無茶苦茶なことを口走ったので、慌あわててツッコむ俺。

　……ああもう、なんでこんなわけのわからないことになってんだ!?

「お兄ちゃんと添そい寝!?　それなら桜もやりたい！　取材やります！」

　さらに水無月さんも参戦してきて、場がさらにカオスになる。

　画面ではそんな喧けん噪そうをよそに、妹が幸せそうに兄にくっついてるけど、中の人達は三人で言い争っていた。

「だああ！　とにかくみんな、一度落ち着いてくれよ！　なりきるのはいいけど、あくまでもそれはキャラの雰ふん囲い気きを摑つかむのが目的だろ!?」

「そうですよ。そのためには、行動の再現は必ひつ須すです」

「お兄ちゃんとイチャイチャしてこその妹だからね！」

「あ、あの、私もそう思います……」

　俺は説得するつもりで声を上げたのだが、三人に即そく座ざに一いつ蹴しゆうされた。

　……お、俺が間違ってるのか!?

　そんな感じで俺が頭を抱かかえている時だった。ふと三人がピタッと黙だまり、室内に静せい寂じやくが訪おとずれる。

　な、なんだ？　一体何が起こったんだ──と、俺がふと顔を上げると、

「ま、まさか……」

　画面ではいつの間にか、兄のいる風ふ呂ろの中に妹が突とつ撃げきしているシーンが映し出されているじゃないか。

　……い、嫌な予感しかしねえ！

「あ、あの、お兄さま……。私、このシーンの再現を……！」

「やっぱり!?　ってか落ち着くんだ寧々さん！　一いつ緒しよに風呂とか、そんなのダメに決まってるだろ!?」

「で、ですが、だからこそ、それが兄妹きようだいらしい雰囲気があるように見えて、参考になると思うんです……！」

　意外にもハッキリ反論され、しかもそれが結構筋が通っているようにも聞こえてしまい、俺は言葉に詰つまる。

「そ、そうですね。こういうのは普ふ通つうははしたないことですが、兄妹ならば話は別です。ま、まあ私は普ふ段だんからこういう取材もしているので、もう慣れているんですけどね!?」

　続いて、涼花が根も葉もない爆ばく弾だん発言をして、俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

「お、おまっ!?　そんなことしてるわけないだろ!?」

「お、お兄ちゃんの記き憶おくが少し混こん濁だくしてるみたいですが、お風呂でのスキンシップは妹にとっては普通のことなんですよ、万里小路さん」

　どこか寧々さんに対たい抗こうするかのようにそう言う涼花。

　……ど、どういうつもりだ!?

「む、涼花ちゃんがやってるなら桜もしないと！　じゃあみんなで、お兄ちゃんとのお風呂シーンの再現だね！」

「ちょ、ちょっと!?」

　水無月さんのその発言に、その場にいた俺を除く全員が賛同を示す。

　……なんでこうなる!?




　で、マジで風呂場に連れてこられてしまった俺。

　寧々さんの家のいくつかある（！）大浴場の一つで、俺は呆ぼう然ぜんとなす術すべもなく湯船に浸つかっていた。

「お、お兄さまと一緒にお風呂……」

「えへへー、これはラインでみんなに自じ慢まんしないとだね！」

「ま、まあ私は慣れているから特別感はないんですけど!?」

　そしてその周りを取り囲む、素す肌はだを晒さらした三人の少女達。

　……って、もちろん全ぜん裸らじゃないからな!?　俺もそうだけど、ちゃんとみんな水着を着けてるから！

　それは当たり前の措そ置ちというか、ギリギリの妥だ協きよう点だった。

　風呂場取材を止めようとする俺に、みんなが寄ってたかって「水着で入るから、お風呂場だけどプールみたいなもの」と主張したので、ついに押し切られてしまったんだよ……！

「お、男の人と一緒にお風呂に入るなんて、あうあう……！　こんなに恥はずかしいことだったのですね……！」

「桜も初めてだけど、妹とお兄ちゃんならこれが普通だから平気だよ！」

「そ、そうですね。い、いいい妹である私にとっては日常的なことです！」

　んなわけあるか！

　ってか涼花も恥ずかしいだろうに、目が回りそうになりながら、なんでそんなこと言ってんだ!?

　あれか？　永遠野誓として、やっぱ妹モノには矜きよう持じみたいなのがあるんだろうか？

「と、とにかく、取材でやってるんだから、早く終わらせようぜ」

　俺はなるべくみんなの方を見ないようにしながら言う。

　いくら水着を着用しているといっても、ここが風呂場なのは変わりないわけで、やっぱ変な気分になる……。

「は、はい……。では、その、先ほど見た場面の再現をしてみたくて……。お、お兄さまのお背中を流させていただければと……！」

　真っ赤な顔を俯うつむかせながら言う寧々さん。……や、やっぱ背徳感が。

「お風呂といえばそれが定番だね！」

「お、お兄ちゃんの背中を流すのは妹の役割ですから」

　役割かどうかはさておき、風呂場でやることといったらそれくらいしかないのは事実だ。

　というわけで、湯船から出て俺は椅い子すに座り、みんなに背を向ける。

「よ、よろしくお願いします……！　『お兄ちゃん』……！」

　寧々さんが妹になりきりながら、そっと俺の背中をスポンジで触ふれた。

「ど、どうでしょうか？　う、上手うまくできてますか？」

「あ、ああ、いいんじゃないか？」

　寧々さんの遠えん慮りよがちな動きを背中に感じながら、俺も緊きん張ちようした声を返す。

　上手いとか下手とかはよくわからないが、少なくとも不快なことは一いつ切さいなかった。

「ダメダメ寧々ちゃん、背中を流す時はスポンジなんかじゃなくて、素す手ででやらないとダメだよ？」

　その時、水無月さんがそんなことを言って、ざわっと場の空気が揺ゆれる。

「す、素手で、ですか……!?」

「み、水無月さん!?　何トンデモナイことを言ってるんですか!?」

「ラブラブな兄妹の距きよ離り感なら普通のことだよ先生。それに、その方が文字通りスキンシップにもなるし！」

　いやいやいや！　なんの説明にもなってないんですが!?

「うぉわっ!?」

　そんなことを考えていると、急に背中に人ひと肌はだの感覚が触れてきた。

「ね、寧々さん!?」

「あ、あの、私が言い出した取材ですから……！　わ、私がんばりますから『お兄ちゃん』……！」

　止める暇ひまもなく、寧々さんの手が俺の背中を撫なでていく。

　やってることはさっきのスポンジの時と変わらないけど、それが寧々さんの手だと思うと、なんだかゾクゾクした感覚が全身を駆かけ抜ける。

「お、お兄ちゃん!?　ななななんてだらしない顔をしてるんですか！」

「い、いや俺は別に……！　ってか寧々さん!?　そ、そこまでしなくていいから一いつ旦たんストップして──」

「……お兄ちゃん？　気持ちいい？　もっとがんばるから……！」

　って、この気配はまたキャラになりきって周りが見えてないのでは!?

「じゃあ次は……、お兄ちゃん、こっちに向いてね」

「へ？」

　そうこうしているうちに、俺は向きを変えられて、寧々さんと向かい合うような格好になる。そして──

「ちょぉっ!?」

　急に寧々さんの手が俺の胸や腹に伸のびてきて、さすがに身をよじった。

「ダメだよお兄ちゃん。前の方も洗うんだから、ジッとしてて？」

「それはマジでマズイって！」

　まさかと思ったけどそのまさかの事態で、さすがに俺は逃にげようとする。

　だがすっかりキャラになりきっている寧々さんは、俺を捕つかまえたまま楽しそうに身体からだを洗い続けた。

「い、いい加減にしてください！」

　とその時、涼花が大声を出しながら俺と寧々さんの間に割って入った。

「わ、私もまだそこまでしたことないのに……！　そ、そういうのは本物妹の特権で──」

「お、おい!?　涼花!?」

　涼花は勢いよく俺を寧々さんから引っぺがすが、勢いがよすぎてグラリとバランスを崩くずす。さらには俺が全身泡あわまみれだということもあって、踏ふん張りがきかなかった。

「きゃ……!?」

「危ない！」

　涼花の身体が傾かたむいて、俺も後ろに倒たおれながら抱だきとめる。そのまま仰あお向むけで床ゆかに背中をぶつけたが、幸い衝しよう撃げきはそれほどじゃなく、涼花も俺の身体の上で無事なようだった。

　……が、

「涼花ちゃんが全身で先生の身体を洗ってる!?　桜、これ知ってるよ！　えーと、……そう、ボディソープ！」

「全然違ちがう！」

　って、ツッコんでる場合か！

　名前はともかく、この体勢から同じようなことを連想していたため、顔がカッと熱くなる。

　泡でにゅるにゅるする中、涼花の柔やわらかい身体が押し付けられるように全身に乗っていて、それが何とも言えない背徳的な──って何考えてんだ!?

「……え？　あ……！」

　そして、間もなく上に乗っていた涼花も、自分が今どんな体勢なのかに気がついたようで、

「────────────っ!!」

　ボンッと瞬しゆん間かん的に全身を沸ふつ騰とうさせ、そのまま脱だつ力りよくしてしまった。

[image: ]

　……って、それだとさらに密着する形になってヤバイんだって！

「はわ、はわわ……！　涼花さま、スゴイです……！」

「やっぱり涼花ちゃんだね。まさかここまでするとは思ってなかったよ」

「……ふにゃ、はにゃ……。わ、私がお兄ちゃんの妹なんですから……」

「二人ともなんでこの状じよう況きようで感心してんの!?　ってか涼花もわけのわからないことを言ってないで気をしっかり持ってくれ！」

　俺はとりあえず涼花の身体を抱っこしながら立ち上がろうとするが、

「むう、寧々ちゃんと涼花ちゃんばっかりズルイよ！　桜も先生とお風呂場取材したいんだから、桜は逆に先生に身体を洗ってもらおうかな！」

「あ、そ、それは私も体験してみたいです……。お兄さまに身体を……！」

「いや、空気読んでくださいよ!?」

　今度は水無月さんが迫せまっていて、さらに寧々さんまでそれに加わる。

　そんなこんなで、背中を流してとおねだりしてくる水無月さんや寧々さんに翻ほん弄ろうされ、やがて我に返った涼花もなぜかそれに加わり、風呂場取材という名の狂きよう騒そうは、その後もしばらく続くのだった。




　　　　▼




　その夜、俺は客室の豪ごう華かなベッドに寝ね転ころがりながら、深い疲ひ労ろう感に打ちひしがれていた。

　……もちろん原因は、一連の妹取材だ。風ふ呂ろ場ばのことはもちろん、その後の食事の時とかも……、ああ、思い出さないでおこう……。

「ま、まああれで寧々さんの参考になったのなら……」

　俺はそう呟つぶやきながら、目をつむって思考を止める。間もなく意識が眠ねむりの淵ふちに沈しずみ始めるが、

「……んあ？」

　ふと、何かの物音と気配がしたように感じて、閉じていた目を開けた。

「あ……！」

「……へ？　って、寧々さん!?」

　暗くら闇やみの中、寧々さんの赤い顔が見えて、俺は慌あわてて飛び起きる。

「な、何してんの!?　自分の部屋で寝てたはずでは!?」

「そ、それは……！　あの、やっぱりアニメの添そい寝するシーンをどうしても体験してみたくて……！」

　あわあわしながら寧々さんが言うには、妹だったら兄と一いつ緒しよに寝るのも自然だと思ったからだとか。

「お兄さまの作品にもそういうシーンがありましたし、妹モノを書くにはやはり体験しておかないと、と……」

「うぐ……っ、けど、さすがにこれはやりすぎだから！　そこはなんとか想像で補ってください！」

　俺がそう返すと、寧々さんも同じように思っていたのか「も、申し訳ありませんでした……！」と真っ赤になって頭を下げた。

「あ、あの、本当にお騒さわがせして申し訳ありません……！　お詫わびにお茶でもいれますので……！」

「……そうだな。なんか眠ねむ気けも吹ふっ飛んじゃったし、もらおっか……」

　いろんな意味で少し落ち着こうと、俺達は応接室へと移動する。

　昼の間はメイドさんがそこかしこにいたけど、今は屋や敷しき全体が寝静まっていて、代わりに寧々さんがお茶を出してくれた。手て際ぎわはよかった。

「あ、あの、先ほどは本当に……」

「まあまあ、もういいから」

「で、でも私は、その、お兄さまさえよければ取材のために……！」

「それはダメです！」

　風呂場での取材も思い返すと完全アウトだったのに、さすがに添い寝なんて絶対に無理だよ！

　……し、しかしまあ、寧々さんの熱意については認めざるを得ない。

　そこまでしていい作品を書きたいってのは十分に伝わってくるから。

　……と、そう言えば、ずっと気になっていたことがあったんだ。いい機会だから、今聞いてみるか。

「寧々さん、作品のことだけど、本当に妹モノに書き直すの？」

「はい。先せん輩ぱいと後輩の関係ではなく、義理の妹とのラブコメディを書いて応おう募ぼするつもりです」

「うーん、本当にそれでいいの？」

「あ、あの、どういうことですか？」

「いや、別にどうってわけじゃないけど、急な方向転てん換かんだからさ」

「そ、それはその通りです……。けれど私はお兄さまに、あの……、もっと面おも白しろいと思ってもらえるような作品が書きたいから……！」

　それについてはずっと寧々さんが言ってることだし、永遠野誓のファンということもあってよく理解できる。

「……けどやっぱり俺は、俺がどう思うかとかじゃなくて、寧々さん自身が書きたい作品を書くべきだと思うんだけどな」

「は、はい。ですから、私の書きたい作品はお兄さまに面白いと思ってもらえる作品なんです……！」

　頰ほおを染めて、真まっ直すぐな視線を向けてそう返す寧々さん。

　う、ううん？　なんか引っかかるんだけど……、でもこの熱意の前では何も言い返せない。

「そ、その、今日の取材のおかげで、妹というのがどんなキャラなのかわかった気がしますし、作品に落とし込めると思います……！」

「そりゃよかったよ。……俺が苦労した甲か斐いもあるってもんだ……」

「妹というのは、兄を魅み了りようするべき存在なのですね……！」

「その認にん識しきは間違いなくあの二人の悪あく影えい響きようだな!?」

　水無月さんは言うまでもなく、妹のこととなると涼花もおかしくなる傾けい向こうがあるからな……！

　俺はいくらラノベとはいえほどほどにね？　と言い含ふくめておいて、そろそろ寝ようかと腰こしを上げる。

「あ、お兄さま──い、いえ、『お兄ちゃん』……！」

「え？」

　だが、部屋に戻もどる前に寧々さんにそう呼び止められた。

「あ、あの、添い寝がダメなら、せめておまじないを……！」

「おまじないって？」

「その、妹が悪い夢を見ないように、頭をぽんぽんって……！」

　真っ赤な顔でそうおねだりする寧々さんに、俺は最初呆あつ気けにとられたが、

「わかったよ。じゃあ、おやすみな」

　これも取材と割り切って、苦く笑しようしながら寧々さんの頭を撫なでる。

「ありがとうございます……。おかげで、お兄さまに面白いと思ってもらえるような作品が書ける気がします……」

　すると寧々さんは、本当の妹のように無む邪じや気きな笑えみを返すのだった。




　寧々さんと別れ部屋に戻ってきた俺は、今度こそ寝ようと思ってベッドに入ろうとしたのだが、

「んなっ!?」

　毛布をめくって絶句した。

「……お、お兄ちゃん、こんな夜中にどこに行ってたんですか」

　というのも、なぜか俺のベッドで涼花が横になっていたからだ。

　ジト目で俺を見上げながらも、その顔は真っ赤に染まって──って、

「お、おま……っ!?　どういうことだよこれは……!?」

「そ、それはその……！　だからこれは、そ、添い寝に来たと……！」

　そ、添い寝!?　またその単語か！

「か、勘かん違ちがいはしないでくださいよ!?　私の願望とかではなく、これはあくまで取材の一いつ環かんですから！」

「なんでお前が今いま更さらこんな取材をする必要があるんだよ!?」

「ら、ラノベの中では妹がお兄ちゃんと添い寝するのは当たり前ですが、さすがにそんな取材を万里小路さんにさせるわけにはいきませんから！」

　だから、自分が代わりに身を挺ていして取材をして、寧々さんにレクチャーしようと思ったと、涼花は言った。

　……意味がわからん！

「と、とにかく！　もう夜も遅おそいんですから早く寝ましょう！　こ、これはあくまで取材なんですから、深く考える必要はありません！」

　そう言って、涼花はベッドに寝転がったまま、ぷいっとそっぽを向いた。

　……はぁ、言いたいことはあるけど疲労感で何も言い返せない。

　俺は仕方なく、無言のまま涼花の隣となりに身を横たえる。身体からだには絶対に触ふれないようにして、とにかく意識しないように努めながら目をつぶる。

　寧々さんの時は絶対にＮＧだったけど、それが涼花なら話は別だ。なにせ涼花は本物の妹なんだから。

　俺は「これは取材これは取材」と頭の中で繰くり返しながら、早く睡すい魔まが襲おそってきてくれることを願う。

　その甲斐あって、間もなく俺の意識はぼやけてきた。そして眠りの世界へ旅立つ直前、

「えへへ……、お兄ちゃんと……」

　そんな声が隣から聞こえてきたような気がした。




　　　　▼




「だ、出し抜ぬかれた!?　朝にお兄ちゃんに抱だきついて起こす妹をやろうと思ってたのに、まさか夜中の内にベッドにもぐり込んでたなんて！」

「す、涼花さま……！」

　翌朝、案の定お兄ちゃんを起こしに来た桜さんと万里小路さんが、私の姿を見て悔くやしそうにしています。

　……ふふふ、作戦は成功ですね！

　妹という点においては、私は誰だれにも負けてはいけないんですから、これくらいの対策は必ひつ須すです。

　も、もちろんお兄ちゃんと添い寝なんて恥はずかしかったですけど……、でもとても幸せで……、えへへ……！

「……ふぁ？　な、なんだなんだ!?」

　ようやく目覚めたお兄ちゃんがその状じよう況きように驚おどろく中、万里小路さんの家でのお泊とまりと妹取材は終わったのでした。




　私としては、お兄ちゃんの妹は私だけであり、お兄ちゃんには私がいるということを万里小路さんに印象付けたつもりでした。

　しかし、万里小路さんはその後、考えを変えることなく義理の妹モノのラブコメを書き上げてしまったのです。

　……く、万里小路さんを諦あきらめさせられなかったのは残念ですが、今いま更さら悔くいたところで仕方がありません。

　万里小路さんは既すでにその作品を大賞に応募してしまったのです。後はどんな結果が出るか、それを待つばかり。

　……受賞したらお兄ちゃんに告白すると聞いているので、私は気が気ではありません。ギリギリで妹モノにしたのだって、お兄ちゃんに面白いと思ってもらうため──つまりは、お兄ちゃんに想おもいを伝えるためと知っているんですから……！

　万里小路さんが応募作品を私達に見せてくれなかった理由も、私には理解できました。

　受賞と同時に、お兄ちゃんに作品を見せて、そのまま告白するつもりなのでしょう。

　万里小路さんには夢をかなえてほしいけど、お兄ちゃんへの告白はしてほしくない。

　そんな複雑な気分のまま、私はどうすることもできず、万里小路さんの作品が選考を通過していくのをただ見守るしかないのでした。

















永と遠わ野の誓ちかいの告白最終指南









「そういや、最終選考の結果が今日発表されるんだよな」

　ある日の朝食の席で、俺は対面に座っていた涼すず花かにそう声をかけた。

　俺達が取材にいろいろと付き合ってきた結果、寧ね々ねさんは妹モノの作品を完成させることができ、流星文庫大賞にも無事に応おう募ぼできたんだ。

　一次二次三次と順調に突とつ破ぱして、今は最終選考の結果待ちという状態なわけだが、その発表が今日だった。

　ちなみに俺も密ひそかに同じ賞に応募してたが、そっちは二次選考で落ちた。

　……ま、まあ、俺のことは今はどうでもよくてだな！

「寧々さん、受賞できるかな」

「じゅ、受賞!?」

「もう編集から連れん絡らくが来てて、実は結果はわかってるんですとか、サプライズ告白があったりするかも」

「こここ告白!?」

「……さっきからどうしたんだ？」

　俺の言葉に、涼花がいちいちよくわからない反応を見せる。

　実は、最近涼花の様子がなんかおかしかった。なぜか結果発表の日が近づくにつれて、ソワソワしたり上の空になったりすることが多いのだ。

　……涼花もやっぱり寧々さんの結果を気にしてるんだろうか。

「わ、私は別に焦あせってなんていませんよ!?　ま、万里までの小路こうじさんが受賞で告白とか!?　そそそそんなこと心配なんてこれっぽっちも……！」

　涼花はあからさまに落ち着きのない様子で、トーストの上にバターナイフを何度も走らせる。が、そこには肝かん心じんのバターが付いていなかった。

「……うう、こ、このままでは万里小路さんはお兄ちゃんに……！　こうなったら強ごう引いんにでもなんとか……！」

　そして今度は俯うつむいて、ブツブツと小声で何かを呟つぶやき始める涼花。

　……マジでどうしたんだよ。

「お、お兄ちゃん！」

「うわっ!?」

　と思っていたら、いきなり必死な表情で身を乗り出してきて、

「しゅ、取材に協力してください！」

「い、いきなりなんだ!?　それに取材って一体……」

「お、お兄ちゃんは今後一いつ切さい、私以外の女の人と会話しないでください！」

「はぁっ!?」

「そ、それなら告白を聞くこともできなく──違ちがいます！　えっと……！　そ、そうです！　実は私の作品の主人公が、次の巻から急に妹以外の声が聞こえなくなるんです！」

　なにその超ちよう展開!?

「い、いやいや……、さすがにその展開は意味不明だからやめといた方がいいと思うぞ？　それに会話をするなとか現実に無理だろ……」

「う、うう……、で、では、お兄ちゃんは今後私の作品以外の妹モノを読まないようにしてください！　作品の主人公も、次の巻からいきなり妹が書いたラノベに目覚める予定なので！」

「主人公に何があった!?」

　ってか、お前の作品の妹はラノベとか書いてなかっただろ!?　物語の流れが無茶苦茶なんだが!?

「……お、お前、もしかしてスランプなのか？　相談にはもちろんのるけどさ、とりあえずそういう展開は誰の得にもならないから見直すべきだと思うんだが……」

「……そ、そういうわけではないのですが……。ううう……」

「それに、お前の作品以外を読むなってのも、そもそも無理だろ……。結果発表に合わせて寧々さんが原げん稿こうを見せてくれるって話なんだし」

　実は、俺も涼花も寧々さんが最終的に応募することになった原稿を、まだ読ませてもらっていなかった。

　今までなら、書き上げたらすぐに俺達に見せていた寧々さんだったが、その原稿だけは、

「結果が出たら、その時にお兄さまに読んでいただきたいです……！」

　と、なぜかお預けを食らってしまう形になっていたのだ。

　まあ寧々さんにもいろいろと思うところがあるんだろう。でも、そろそろ見せてもらえるはずだ。

「だからこそ言ったんですが……！」

「……なに？」

「な、なんでもありません！」

　涼花は慌あわててトーストを一口かじった。結局バターは塗ぬれていなかった。

「……うう、強きよう硬こう手段が無理だとなると、今ある予防線をさらに強める以外ないじゃないですか……！　と、というわけでお兄ちゃん、今日もお迎むかえの方、よろしくお願いします！」

「いや、なにが『というわけ』なのか意味不明なんだが!?　……ってか、お迎えって、今日もか？」

　お迎えってのはその言葉通り、放課後に俺が涼花の学校に迎えに行って、一いつ緒しよに家に帰ることなんだが──

「この頃ごろ門限に関係なく、ほぼ毎日迎えに行ってるけど、なんでそんな必要があるんだよ……」

「もちろんお兄ちゃんには私がいるということを見せつけ──ではなく！　……え、えっと、あれです！　最近学校の周りに不ふ審しん者しやが出るような気がしないでもなくて!?」

「ふ、不審者？　どんなだ？」

「あ、あのその……！　お兄ちゃんって呼びながらストーカー行こう為いを働き、イヤラシイゲームを勧すすめてくる無口で意地っ張りの男性らしいです!?」

「何その不審すぎる人物像!?」

　ってか、なんかいろいろ混ざってないかそれ!?　どことなく既き視し感がするというか……。

「そ、そういうわけなので、お迎えは必須なんです！」

　必死な様子で懇こん願がんしてくる涼花。

　……ま、まあ不審者の件はいまいちピンとこないけど、もし本当だったりしたらマズいから了りよう承しようするしかない。

「あ、ありがとうございます。それと帰宅の際にも取材をしますから、そちらもお願いしますね」

「帰宅の際って……」

「い、イチャイチャシーンの取材に決まってます」

　や、やっぱりか……。

　最近ずっと、迎えに行った帰りに取材ということで、そういうことをさせられてきたのを思い出す。

　手を恋こい人びと繫つなぎしたり、腕うでに抱だきついてきたり、時には抱っこさせられたりと──……まあそれは（不本意だが）いつものことなんだけど、問題は、

「……今日は忘れ物をしたとかで、校内を歩き回るようなことのないようにしてくれよ……」

「べ、別にそれはわざとやってるわけじゃなく、不ふ可か抗こう力りよくですから！　見せつけるためじゃないですからね!?」

「別にそれ自体はいいとしても、そういう時は取材は一時中断──」

「それでは意味がありません」

　ぴしゃりと涼花。

　……とまあこんな感じで、人目に触ふれるような状じよう況きようになることが、最近なにかと多いのが困るんだよな……。

「と、とにかく、お迎えの方、よろしくお願いしますね！」

　涼花が、話は終わりとばかりにそう締しめくくったので、俺はため息を吐つきながら頷うなずくしかなかった。

　……でも、まあいいか。白はく桜おうに行ったら寧々さんに会えるかもだから、大賞の話が聞ける可能性もあるしな。




　　　　▼




「で、これかよ……」

　その日の放課後。

　俺は言われた通り白桜女学院に涼花を迎えに来たのだが、いつもの待ち合わせ場所に涼花の姿はなく、代わりに一通のメールが届いていた。

　内容は『突とつ然ぜん生徒会の仕事が入ってしまい、急いで片付けるので、申し訳ありませんが少しの間待っていてください』といったものだった。

　メールにはいくつも「すいません」とか「申し訳ありません」といった謝罪の言葉があったが、俺は全然気にしてなかったので、そう返信した。

「じゃあとりあえず時間を潰つぶすか」

　いつも通り、門から入ってすぐのベンチでラノベでも読むかと思って歩き出す。が、その瞬しゆん間かん、

「お、お兄さま……！」

　背後から声をかけられ振ふり向いた。

「あ、寧々さん？　こんにちは」

　そこには寧々さんが、少し驚おどろいたような表情で立っていた。会えるかなと思ってたけど、ちょうどよかった。

「こ、こんにちは……！　お、お兄さまは、また涼花さまを……？」

「うん、いつものお迎えだよ。でもあいつ、急に生徒会の仕事が入ったとかで遅おくれるみたいだから、しばらく待ってようと思って」

　ここで寧々さんに会えたのはラッキーだったな。大賞の話を聞きたいと思ってたところだったし。

　寧々さんとは一連の取材が終わった後も、それまで程ほどじゃないけれど時々会ってはいたんだ。何度か家に遊びに来たこともあるし、舞まい達と一緒に出で掛かけたこともあったな。

　けれど、不思議と大賞の話はあまりしなかった。それは、寧々さん自身がその話を避さけていた感じだったし、作品自体についても「け、結果が出た時にお見せします……！」と言われていたから、何となく話題にし辛づらかったこともある。

　……でも、さすがに今日は最終選考の発表日だから、その辺の話をしてもいいよな？

「涼花さまが遅れる？　今日に限って……。こ、これは運命なのでしょうか……！」

「ところで寧々さん、例のラノベ大賞のことなんだけど──」

「お、お兄さま……！」

「はい!?」

　いきなり、俺の言葉を遮さえぎるように前のめりになる寧々さんに、俺は思わず身体からだを引く。

　寧々さんは赤い顔で、何か正体不明の熱がこもったような視線を真まっ直すぐにこちらに向けてくる。

　それがなんだか有う無むを言わせないような迫はく力りよくで、俺は気け圧おされた。こんな寧々さんは初めて見た。

「そ、そのことで、お兄さまとお話ができればと思うのですが……」

「あ、そうだったの？　俺も是ぜ非ひ聞きたいと思ってたんだよ」

　……なんだかよくわからないけど、寧々さんも俺と話をしたいと考えていたらしい。

　時間もあるし、涼花を待ってる間にいろいろ聞かせてもらおう。

「あ、涼花さまのお兄さまだ！」

　とその時、不意に複数の女子の声が聞こえてきた。

　見ると中等部と思おぼしき女子の集団がこちらを見て、きゃあきゃあとはしゃいでいるところだった。

　文化祭での件や最近の取材などもあって、俺は白桜ではちょっとした有名人扱あつかいだ。

　……もちろん、涼花のオプションって立ち位置だけどな。

「お、お兄さま、こちらへ……！」

「へ？　ね、寧々さん!?」

　そんなことを考えていると、急に寧々さんが俺の腕に抱きついてきた。

「あ、あの、二人きりでお話がしたいので……！」

　慌てる俺を見上げて、頰ほおを赤く染めながら抱きつく力をギュッと強める。

　そのまま寧々さんは人ひと気けのない方へと向かって歩き始めたが、俺はその柔やわらかい感かん触しよくと、彼女らしくない行動に戸と惑まどっていた。

　……な、なんだろう？　今日の寧々さんはいつもと雰ふん囲い気きが違うような。

「こ、ここなら落ち着いてお話ができます……！」

　そうしてやって来たのは、中庭の隅すみにある、木々に囲まれた東あずま屋やだった。

　俺と寧々さんは、テーブルを挟はさんで向かい合うように座る。その間も、寧々さんはずっと俺の方へと熱い視線を向けてくる。

　……うう、なんか変な気分だな。

「え、えーとそれで……、今日が最終選考の発表日だけど、ほんと、いよいよって感じだな！」

　俺は気を取り直してそう言った。

「は、はい……。いよいよ今日、あと一時間ちょっとで発表です」

　すると寧々さんも、緊きん張ちようした面おも持もちでそう返す。

「そっか、本当にもうすぐだな。後は待つしかないけど、寧々さんとしては手て応ごたえはどうなんだ？」

「そ、その、手応えと言われてもよくわかりませんけど……。やっぱり、不安と緊張で身体が震ふるえてきます……」

　……そりゃ当然だよな。

　ここでラノベ作家としてデビューできるかどうかが決まるんだから、不安になるのは当たり前だよ。

「そ、それでお兄さまにお願いがあるのですが……！」

「お願い？」

「は、はい。あの……！　結果発表を私と一緒に見ていただけませんか！」

　意を決したようにそう言う寧々さんに、俺は「え？」と意表を突つかれる。

「発表を、俺も一緒に？」

「は、はい……！」

　寧々さんが、どこかすがるような目で俺を見つめる。

「そりゃもちろんかまわないけど、じゃあ涼花も一緒に──」

「い、いえ！　あのその……！　お、お兄さま、お一人だけで大だい丈じよう夫ぶですから、涼花さまにご迷めい惑わくをおかけするわけには……！」

　なぜかワタワタする寧々さん。

「別に涼花は迷惑だなんて感じないと思うよ？」

「わ、私が心苦しいですから……！　ほ、本当なら一人で見るべきなのに、我わが儘ままで言っているので、あの……！」

　……別に、気をつかわなくてもいいと思うんだけどな。

　そもそも涼花が本物の永遠野誓だから、教え子の結果発表に立ち会うならあいつこそが適任なわけで。

　……口には出せないけど。

「わ、私はお兄さまがいてくれたらそれだけで……！　あうあう……！」

　しかしまあ、当の本人の寧々さんがこう言ってる以上、無む理り強じいすることでもなかった。

　涼花には、後で事情を説明しておこう。もちろん、全すべてはちゃんと涼花を家に送り届けた後の話だけど。

「わかった。そういうことなら」

「あ、ありがとうございます……！」

　俺の答えに、寧々さんはどこか安あん堵どしたように胸をなで下ろす。

　かと思ったら、今度は急にかああぁと顔を赤らめて、熱を冷ますように両手を頰に当てた。

「……い、いよいよ運命の時が……」

「確かに、最終選考の発表なんてまさに運命の時だよな」

「そ、それもありますけど……！」

「ん？」

「あうあうあう……！　な、何でもありません……！　そ、それよりもお兄さまにお見せしたいものが……！」

　なぜか寧々さんは慌あわてた様子で視線を外すと、傍そばに置いていた自分の鞄かばんに手を伸のばした。

「こ、これを……！　た、大賞に応おう募ぼした原げん稿こうです……。どうぞ、ご覧ください……！」

「え？　いいの？」

「は、はい……。本当は結果が出てからにするつもりでしたけど、もしかしたら今日お兄さまにお会いできるかと思って持って来ていて……。そ、それで本当に会えたから、もう今お見せするしかないと……！」

　なるほど、そうだったのか。

　偶ぐう然ぜんにも、いろんな意味でいいタイミングだったわけなんだな。

「じゃあ、さっそく読ませてもらってもいいかな？」

　俺は原稿を受け取って、ワクワクしながらそう訊たずねる。

　ずっとお預け状態で気になってたから、どんな作品になってるのかすごく楽しみだった。

「ど、どうぞ……！　一生懸けん命めい気持ちを込こめて書きました……！」

　寧々さんが赤い顔をさらに赤くしながら言う。緊張してるみたいだけど、最終選考まで残った作品なんだから、もっと自信を持っていいと思うぞ。

　……さて。

　俺は気持ちを切り替かえて、寧々さんの原稿に集中する。

　あの取材の結果がどんな物語になったのか楽しみにしながら、俺はページをめくり始めた。




　……それは寧々さんが言っていた通り、義理の妹モノのラブコメだった。

　憧あこがれていた先せん輩ぱいと義理の兄妹きようだいになった妹が、その想いを徐じよ々じよに強めていくというストーリー。

　その過程でさまざまなハプニングが発生し、そして少しずつ二人の距きよ離りが縮まっていく様子が、ラブコメらしいイチャイチャイベントを中心に描えがかれていた。

　内容は──……端たん的てきに言うと面おも白しろかった。最初の頃ころに見せてもらった原稿とは比べものにならない。今までの取材結果がちゃんと生かされているのが手に取るようにわかった。

　……が、

「…………？」

　ふと、俺は読んでいて何かに引っかかった。もやもやとした感覚が、胸の中にじわっと広がっていくような、そんな気がしたんだ。

　けど、それが何なのかを明らかにする余よ裕ゆうはなかった。なぜなら、それ以上にもっと気になる点が──……ってか、あからさまに指し摘てきしないといけない点があったからだ。

「……あ、あの、寧々さん？」

「は、はい、何でしょうかお兄さま」

「この、作中に出てくる兄妹なんだけど……、俺の思い過ごしかもしれないけど、これのモデルはまさか……」

「そ、それは……！」

　俺の質問に、寧々さんの顔がボッと燃え上がる。恥はずかしそうに俯うつむくが、しかしすぐに顔を上げて、真まっ直すぐにこちらを見み据すえ、

「……は、はい。お、お兄さまと私をモデルに書きました……！」

　ハッキリとそう言い切った。

　……って、やっぱりか！　なんか読んでてずっとそんな気がしてたんだ！

　妙みような既き視し感があるというか、これってなんだか俺と寧々さんを義理の兄妹って設定に置き換かえたみたいだなー、なんて感覚がずっとあったんだよ。

　あ、もちろん俺と寧々さんの間にこんなラブコメ的な関係はないぞ!?

　ただ……、なんというか、それだけに戸惑う。面白さとかがどうとかは関係なく、すごくむずがゆい。

「な、なんでまたこんな……」

　寧々さんの作品が意外なことになっていて、俺は少し混乱していた。

　けど、よくよく考えてみると当たり前のことなのかもと気づく。

　なにせ寧々さんはずっと俺達相手に取材してきたわけだから、男キャラのモデルが俺になったとしても（正直勘かん弁べんしてほしいが）不思議ってわけじゃないからだ。

　それに寧々さんは女の子だから、自分をモデルにヒロインを書くことだってあり得る話だと思う。

　……つまり、これには特別な意味はなく、自然とそうなっただけの話。

　ふう……、少々焦あせったぜ。

「いや、なるほど、取材結果がそのまま形になったってわけね。それにしたってちょっと驚おどろいたよ」

　俺がホッとしていると、

「……あ、あれ？」

　ふと、寧々さんが無言のまま、潤うるんだ瞳ひとみで俺をジッと見つめていることに気がついた。

「あの、寧々さん……？」

「そ、そうではありません……！」

「えっと、何が？」

「で、ですからその……！　キャラのモデルをお兄さまと私にしたのは、なんとなくそうなったからというわけではなく……！　あうあう……！」

　寧々さんはこれ以上ないくらい顔を真っ赤にして、しどろもどろになりながらも言葉を続ける。

「わ、私は……！　そうしたいから、そうしなくてはいけないから……！　だからあえて、私達をモデルにして物語を書いたのです……！」

「……へ？」

　……あえてそうしたって、どういう意味なんだ？

「…………」

「………………」

　真意を測りかねる俺と、赤い顔のまま黙だまり込む寧々さん。

　沈ちん黙もくが辺りを覆おおい、なんだか緊張した空気が流れる。……ってか、この雰ふん囲い気きはなんなんだ……？

　相変わらずこちらを真っ直ぐに見つめ続ける寧々さんに、いつの間にか俺の鼓こ動どうは速くなっていた。

　……寧々さんのこんな強い目を見たのは初めてなんだけど、一体どういうことだろう……。

　やがて俺は、その沈黙に耐たえかねて口を開こうとするが、

「お、お兄さま……！　お伝えしたいことがあるのです……！」

　その寸前で、寧々さんが何かを決意したような様子で、先に口を開いた。

「……本当は、ちゃんと結果が発表されてからにしようと思っていましたけど……！　で、でも、もう……！」

　これ以上はもう待ちきれないといった感じで、どこか必死に言葉を紡つむぎ出そうとする寧々さん。

　俺はそんな彼女に驚きながらも、伝えたいことって何──と、訊きき返そうとしたのだが、

「……う」

　その表情がどこまでも真しん剣けんだったので、結局何も言えなかった。

　そして──

「わ、私……！　あの、はうう……！　で、ですから……、ずっとお兄さまのことが……！」

　と、寧々さんがそこまで口にした時だった。




「お兄ちゃん？　一体どこに行ったんですか！　……待っててくださいと言ったのに、一人でフラフラと出歩くなんて……！」




「!!」

　突とつ然ぜん、そんな声が聞こえてきて、寧々さんはびっくりした様子で、出かかっていた言葉をのみ込んだ。

　……ってか、俺もビクッときた！

　緊きん張ちようした雰囲気だったってのもあるけど、急に涼花の声が聞こえてきたからな……。

「まったくお兄ちゃんは……」

　見ると、涼花は辺りをキョロキョロと見回しながら、中庭を歩いているところだった。

　……せ、生徒会の仕事はもう終わったのか……。で、待ち合わせ場所にいない俺を探しにきたらしいが、この東あずま屋やが木の陰かげにあるからか、こちらには気づいていないみたいだ。

「おーい涼──」

　なので俺は手を振ふりながら声を上げようとしたのだが、

「……ぅぷっ!?」

　その瞬しゆん間かん、不意に口を手でふさがれて、しかも同時に押し倒たおされた!?

「……！　……!?」

　もちろんそんなことをしてきたのは寧々さんで、俺はその行動の意味がわからなかったのはもちろん、寧々さんが俺に覆いかぶさるような体勢になってるため、いろんなところが密着してしまっていることに焦った。

　……ってか当たってる！　胸の辺りにむにゅむにゅした感かん触しよくが……！

「……この近くにはいないのでしょうか？　まさか校舎に入って不ふ埒らちな行こう為いなんてしてないでしょうね……！」

　そうこうしている間にも、涼花の声が遠ざかっていく。押し倒されてて見えなかったけど、どうやら俺達に気づかないまま去って行ったらしい。

　そして訪れる沈黙。

　ふと見上げると、寧々さんが俺に覆いかぶさったまま、どこか熱っぽい目でジッとこちらを見下ろしていた。

　俺がその怪あやしい視線と、この体勢にドギマギしていると、

「あ……」

　寧々さんはふと我に返った様子で、慌てて俺の口をふさいでいた手をどけて立ち上がった。

「……ぷはっ!?」

「あわ、あわあわ……！　も、申し訳ありませんでした……！」

　真っ赤な顔で今にも泣きだしそうな表情をされると、なんか俺の方が押し倒したみたいになってるんだが……。

　い、いや、それはともかく、

「な、何でこんなことを……？」

　俺は当然の疑問を投げかける。

　あの慌あわてぶりや強ごう引いんさは、普ふ段だんの寧々さんからは考えられないような行動だった。

「そ、それは……！」

　だが寧々さんは、ワタワタと手を振って、答えられない様子。

「わ、私、お兄さまに……！　でも涼花さまがいると……！　あう、あううううう……！」

　かなり狼ろう狽ばいして涙なみだ目めになっている寧々さんを見ていると、なんか俺がイジメてるみたいなんだけど……。

　……はぁ、まあいい。

　寧々さんも突然の涼花の登場で驚いただけかもしれないし、そのことはとりあえず置いておくとして、だ。

「俺、ちょっと行って、涼花を呼んでくるから」

　なんにせよ、仕事が終わったんなら涼花にも同席してもらって、寧々さんの話を一いつ緒しよに聞けばいい。

　そう思って、俺は立ち上がろうとしたのだが、

「ま、待ってください！」

　なぜか寧々さんに止められた。

「あのその……！　い、今は涼花さまがいては……！　あうう……！」

「ちょ、ちょっと!?」

　相変わらず要領を得ないけど、涙目で引き留める寧々さんに、俺は焦る。

　……ああもう、なんなんだ……！

　俺は仕方なく座り直した。なんだかよくわからないけど寧々さんは、今は涼花にいてほしくないらしい。

「さっき言いかけてたことってのは、涼花に聞かれちゃマズイことなの？」

「そ、それは……！　け、決してそういうわけではないのですが……！」

「……まあ、何か事情があるのかもしれないけどさ」

　その事情ってのはまるで見当がつかないけど、寧々さんがこれほどの反応を見せるんだから、よっぽどのことなんだろう。

「それで、さっきは何を言いかけてたんだ？」

「そそそそそれは……！」

　あからさまにうろたえる寧々さん。

　明らかにタイミングを逸いつしてしまったといった感じだった。

　……うーん、これは落ち着くまでしばらくかかりそうだな。

「じゃあさ、俺は一いつ旦たん涼花を送って帰るから、その話ってのは後で結果発表の時に一緒に聞くよ」

　なので俺は、寧々さんがクールダウンしている間に、やることをやっておこうと思ってそう提案した。

　……が、

「え？」

　寧々さんは、まるで想定外の言葉を聞いたといった感じで目を丸くする。

「ん？　どうかした？」

「あ、あの、涼花さまを一度送ってというのは……？　お、お兄さまは私と一緒に結果発表を……」

「ああ、でもそれまでまだ少しあるだろ？　だから、先に涼花を送って帰ってから、また会えばいいと思って」

「涼花さまが、最優先……」

「そう約束してたし、一人で帰らせて万が一涼花の身に何かあったらなんて考えたくもないからな」

　……まあ涼花の言ってた不ふ審しん者しや云うん々ぬんって話は、もう超ちよう絶ぜつ胡う散さん臭くさいものなんだけどな！

　でも０．００００１％でも可能性がある以上は警けい戒かいしないといけない。

　それが兄貴の義務だ。

「…………」

　だから行ってくる、と続けようとした俺だったが、不意に黙り込んでしまった寧々さんに首を傾かしげる。

「寧々さん？」

　声をかけても返事がない。

　……どうしたんだろう？　と訝いぶかしんでいると、

「お、お兄さま……！」

「うわっ!?　な、なに!?」

　急にすごい勢いで身を乗り出して来て、俺は思わず後ずさる。

「お尋たずねしたいことがあります……！　い、今までもしかしてと思っていたことですが……！」

「ちょ、ちょっと!?　もしかしてと思ってたこと!?」

　グイグイ迫せまってくる寧々さんを押しとどめようとするが、当の本人は自分の考えに夢中で止まる気配がない。

「は、はい……！　どうしても今、確かめないといけないことです……！」

「ってかその前に、さっき言いかけてたことはどうなったんだ!?」

「そ、それにも関かかわることなので！」

　……い、意味がわからないんだが！

　俺がその急な変化に戸と惑まどう中、寧々さんは一度深呼吸をしてから、どこまでも真ま面じ目めな顔で続けた。

「お、お兄さまは、涼花さまのことをどのように想おもっていらっしゃるのですか!?」

「ええ!?」

　そして出てきたのは、脈みやく絡らくも何もないはずの意外すぎる質問。

「な、なんでいきなりそんな……！」

　もちろん俺は狼狽する。

　……ってか、突然そんなことを訊きかれてもだな……。涼花のことをどう思ってるかとか、どんな質問だよ!?

「だ、大事なことなんです……！　とても、とても大事な……！」

　だが、寧々さんには冗じよう談だんとかふざけている気配は微み塵じんもなかった。

　正直、俺が涼花をどう思ってるかなんて、そんなの答える必要もない質問だったけど、

「…………っ！」

　寧々さんがあまりにも真しん剣けんな様子だったので、俺はそれをはね除のけることができなかった。

　……ああもう！

「涼花は──……ただの妹だよ」

　だから俺はそう答えたのだが、

「それはウソです」

　即そく座ざに寧々さんはそう返した。

「いや、なんでそんな断言を……」

「そんなはずはないからです。お兄さまが涼花さまを、そんな程度にしか考えてないなんて……！」

　寧々さんの口調は確信めいていて、普段のオドオドした雰ふん囲い気きはそこにはなかった。

「そ、そんなこと言われてもだな。涼花がただの妹であることには違ちがいないわけで……」

　逆に俺の方がたどたどしい口調になってしまう。……な、なんでこんなことになってるかわからない……。

　しかし寧々さんはさらに続けて、

「お兄さまと涼花さまの間には、特別な何かがあるように思います……。それは涼花さまを見ていれば明らかで、それにお兄さまも……」

「い、いや、特別なものなんてそんなことは……」

「だから、私は知りたいのです。お兄さまが妹の──涼花さまのことを、どのようにお考えなのか……」

　ハッキリとそう言う寧々さんに、俺は完全に気け圧おされていた。

「な、なんでそんなことを喋しやべらないといけないんだよ」

　俺はかろうじて、ほとんど悪あがきのようにそう言うが、その言葉に寧々さんは、少し俯うつむき加か減げんになってこう返した。

「……お兄さまと涼花さまは、私にとって理想的な方々ですから……」

「え？」

「……お、お兄さまや涼花さま個人も心から尊敬できるお方ですが、その、ご兄妹きようだいとしてのお二人が、本当に羨うらやましくて……！」

「そ、そうだったの……？」

「は、はい……！　その中でも、いつも涼花さまにお優やさしいお兄さまが、本当に素す敵てきで輝かがやいて見えて……！」

　必死に語り続ける寧々さんに、俺は頰ほおがカッと熱くなる。

　……あ、明らかに美化されてる。俺は頼たよりない兄貴でしかないのに。

「そんな大したもんじゃ……」

「い、いえ、お兄さまは本当に素晴らしい方です……。私が妹モノの作品を書いたのもきっと……！　だからこそ私はどうしても知りたいのです……。お兄さまの本当のお気持ちを……」

　だって──と、寧々さんは続ける。

「そんなお兄さまが、涼花さまのことを『ただの妹』だなんて想っているはずがないのですから……！」

「う……」

　俺はそれを聞いて言葉に詰つまった。

　正直なところ、そんなのは話す必要のないことだった。寧々さんの知りたいと思う気持ちも「そんなの勘かん違ちがいだよ」と軽く流せば済むことだ。

「…………！」

　けれど、真まっ直すぐに俺に向けられる寧々さんの視線に、そんなその場しのぎの答えを返すことは、俺にはできそうになかった。

　……まったく、とんだ勘違いをしてくれるもんだ。俺はそんな理想的な兄貴なんかじゃないのに。

　でも、

　でも頼りない兄貴だとしても、妹への気持ちは確かにある。

　それに寧々さんが妹モノを書いた動機にも関わるっていうなら、二人で一人の永遠野誓として、教え子に誤ご魔ま化かしで返すわけにはいかない。

　……本当は、こんなのは他人に話すことじゃないんだが……。

「はぁ……」

　俺は大きくため息を吐ついて、肩かたを落とす。そしてついに観念し、

「……ここだけの話だぞ？」

　そっと、囁ささやくようにそう言った。




　　　　▼




「……俺が涼花のことをどう思ってるかなんて、そんなの決まってるだろ？　……大事な妹だよ」

　妹のことを大切に思わない兄貴なんて、俺には想像できない。

　兄にとって妹ってのは、何を差し置いても守るべき存在だと思ってる。

　運命とか宿命とか、そういったものよりも遥はるか手前にある、それこそ当たり前の役割だ。

　少なくとも俺はそう思っているし、そのことに疑念なんかを抱いだいたことは今まで一度もなかった。

「俺はあいつが困ってたら必ず手を差し伸のべるし、助けを求められたら全すべてを放ほうり出しても助けるよ。……まあ、あいつはあの通りの完かん璧ぺき超ちよう人じんだから、俺がそういったことをする機会ってのはまずないんだけどな……」

　それだけに、あいつが俺に代理人になってくれと頼たのんできた時は驚おどろいたもんだ。

　俺がその頼みを、自分の夢とか作家を演じる苦労とかを考こう慮りよしながらも結局引き受けることになったのは、そういった考えに基もとづいている。

　実際、後こう悔かいはしていない。

　そりゃ代理人になって大変なことは山ほどあったし、……今もあるし、多分これからも続くんだろうさ。

　でも、どれだけ苦労しようが、取材って名目で散々な目に遭あおうが、実際にはデビューしてないのに作家扱あつかいされて泣きそうになろうが、俺は代理人って役目を放り出すつもりはない。

　なぜかって？

　そんなの、涼花からの頼みだからに決まってる。

　兄貴として妹から頼られた以上、それに応こたえるのは当たり前のことだと思ってるからだ。

　……それに、涼花から頼りにされるってことは、俺にとっては何よりもうれしいことなんだよ。

「あいつはしっかり者なだけに、人に頼るなんてことはまずない。涼花にとって俺は頼りない兄貴だから、俺に助けを求めるなんてなおさらだ。……けど、だからこそそんな時が来ると、俺はうれしいんだよ。情けない話だと思われるかもしれないけど、あいつの力になってやれてるって事実が、俺を誇ほこらしい気持ちにさせてくれるんだ」

　ぶっちゃけ、自分で言ってて本当に情けない話だと思う。

　要するに、出来の悪い兄貴だから、出来のいい妹に頼られることがうれしいんだって言ってるわけだし。

　でもそれは事実だから仕方ない。

　俺の妹の涼花はそういうやつで、俺は兄らしく振ふる舞まう機会に恵めぐまれてこなかったわけだ。

　だから代理人なんて無茶な頼みを引き受けちまうことになって……、つまりは俺は、ものすごくチョロい兄貴だってことなんだよ。

　……うん、やっぱ情けないな。

　でも、俺が涼花の力になれているのなら、チョロかろうが何だろうが、どうだっていいことだ。

「……これは誰だれにも言ってないし、多分言っても信じられないかもしれないけど、実は俺達兄妹って、最近まですごく仲が悪かったんだぜ？」

　俺はあの頃ころを振り返る。

　まだ、一年も経たってないのか。

「って言っても、俺が一方的に嫌きらわれてただけなんだけどな。小学生辺りからずっと仲が冷え込んでてさ。それがこの春辺りから──……まあ、ちょっとしたことがきっかけで少し改善されて、普ふ通つうに会話ができるくらいまでには回復したんだ」

　涼花のラノベ大賞受賞。

　俺が代理人になっての、二に人にん三さん脚きやくでの作家活動。

　作品が大ヒットし、いろんな人と出会って、その度たびに俺は代理人として騒そう動どうに巻き込まれて──

　……ほんと、改めて振り返ると怒ど濤とうのような時間だったな。気苦労が絶えないってレベルじゃないぞ。

　でも、やっぱり俺は後悔していなかった。多分、タイムスリップしてあの瞬しゆん間かんに戻もどったとしても、俺は同じように代理人になるだろう。

　それが妹の──涼花の頼みである以上、それ以外の選せん択たく肢しなんて俺の中には存在しないのだから。

「……えーと、まあ、なんか脈みやく絡らくもなくいろいろと話したけどさ」

　俺は勢いで喋ってしまったことに、今いま更さらながらに頰が熱くなる。

　もちろん代理人云うん々ぬんのことはボカしてはいるが、内容は事実だし、思い返してみるとものすごく恥はずかしいことを言っていた。

　とはいえ、今更体てい裁さいを取り繕つくろっても意味がない。……それになぜか、今はとても正直な気持ちだった。

　……まあ、俺はこういう恥ずかしい兄貴だったってことだよ。幻げん滅めつしたならそれでいい。俺のスタンスは変わりはしないからな。

　俺はふっと自じ嘲ちようめいた息を吐き、最後についでとばかりに大おお恥はじをかいて終わろうと思って、




「つまりは、俺にとって涼花は、世界で一番大事な妹ってわけだ」




　そんな、これ以上ないくらいのシスコン発言をして、話を終えた。

　そして訪おとずれる沈ちん黙もく。

　俺が話をしている間、寧々さんは一言も発することなく、ずっと黙だまったまま聞いていた。

　俺は自分の発言を思い返して、あまりの恥ずかしさから寧々さんの方を直視することができない。

　……な、なんか勢いであんなことを言っちまったけど、改めて考えるとものすごくキモかったのでは……？

　いや、改めて考えなくても、明らかに俺の発言はキモかった。今更自分で引いてしまうレベルで。

　……うわ、これって寧々さんもドン引きしてるんじゃないか？　もしかして今も汚きたないものを見るような目をこっちに向けてたり……！

「……え、えーと」

　俺は恐おそる恐る、寧々さんの方へと視線を向ける。虫を見るような目が待っているのでは──と思っていたが、

「…………お兄さまの、涼花さまへの気持ち……」

「あ、あれ？　寧々さん？」

　そんなことは全然なく、なぜか目を大きく見開いて、呆ぼう然ぜんとした様子でこちらを眺ながめていた。

「あ、あのー……」

「……涼花さまも、きっと……。それでは……じゃあ……！」

　声をかけても返事はなく、自分の考えに集中している様子で、まさに上の空って感じだ。

　何か小声で呟つぶやいてるけど要領を得ないし、俺と涼花が……、なんだ？

「……それでは、私が入るスペースなんて、どこにも…………」

「ほ、ほんと、どうしたの？」

　俺はなんだか心配になって、さらに声をかける。そして肩でも揺ゆすぶってみようかと思って手を伸ばしかけたその瞬間、

「お、お兄さま……！」

　急に目の焦しよう点てんが合って呼びかけてきたので、俺は思わず「は、はい!?」とのけぞってしまった。

「あ、あの……！　私……！」

　だがその勢いは持続せず、寧々さんはまるで何を言えばいいかわからないといった感じで身をよじる。

　そして、

「…………っ」

　何かを覚かく悟ごしたかのような顔で、俺を見み据すえながらこう訊たずねた。

「あ、あの……！　わ、私の作品を読んで、お兄さまはどうお感じになりましたか……！」

「へ？　ど、どうしたの急に？」

「ま、まだ感想を聞いていませんでしたので……！　それに、とても大事なことですから……！」

「そ、そういやそうだったっけ。えっと、うん、十分面おも白しろかったけど……」

「本当ですか？　本当に、心からそう思っていただけますか？」

　必死な様子で念を押す寧々さん。

　俺はそんな彼女に気け圧おされながらも、ふとさっき作品を読んで感じた引っ掛かかりが、今になって何だったのかに気がついた。

「……そ、そうだな。正直、俺としては前の先せん輩ぱい後輩モノの方がよかったんじゃないかって思ったけど……」

　そう、どちらが面白いかと言われたら、前の方がより面白く読めたという印象があったんだ。

　前作にあった『熱』のようなものが今回の妹モノ作品ではあまり感じられなかった。逆に筆者が無理をしているような、そんな感じがした。

「あ、でもこれは単に俺がそう思ったってだけで、何も気にする必要はないというか──」

　だが、俺はすぐに迂う闊かつなことを言ったと後悔した。

　俺の勝手な印象なんて結果には何の関係もないわけだし。

　……だが、

「あ……」

　寧々さんはショックを受けたように大きく目を見開いた。

　……ま、マズイ、結果発表直前に俺が変なことを言っちまったから、不安にさせたのか？

「……そう、ですか…………」

　あからさまに落らく胆たんした声。

　俺は焦あせって、気にしないでくれと元気づけようとしたが、

「…………そう、ですよね」

「へ？」

　なぜか次の瞬間、寧々さんは大きく一つ深呼吸をしてから、柔やわらかな笑え顔がおを見せたのだ。

　肩かたの力が抜ぬけて、さっきまでのどこか鬼き気き迫せまる気配も霧む散さんし、まるで憑つき物が落ちたかのような雰ふん囲い気き。

　何がどうなってるのかわからず、俺は寧々さんの変化に困こん惑わくする。

「ありがとうございますお兄さま。正直にお聞かせいただいて……」

「あ、いや……？　あの、さっきも言ったけど、あまり気にしないで……」

「いえ、お兄さまのおかげでよくわかりました。お兄さまのお気持ちや、涼花さまのこと……。お二人の関係や、今はそこに入り込む余地がないということ……。それから私の気持ち──いえ、作品の欠点も……」

「お、俺と涼花の……？　それに作品の欠点って──だからあれは俺の勝手な感想で、大賞の結果には何も関係がないことで……」

「そんなことはありませんよ。私、わかったんです……」

　寧々さんはふわりと笑う。

　その笑顔はとても爽さわやかでスッキリしていて、今までの自信なさげな寧々さんとはまるで別人だった。

「……やっぱり私は心が弱いままだったんだって……。お兄さまのおかげで勇気が持てたと思っていましたけど、最後の最後で『妹』に逃にげてしまったんですね……」

「そ、それはどういう……？」

　正直、寧々さんが何を言っているのか、俺にはまるで理解できなかった。

　ただ、寧々さん自身はとても大事なことに気づいたかのように、自分の言葉に納なつ得とくしているようだった。

　……一体何がどうしたんだろう？　と、俺が首を傾かしげていると、

「やはりこの辺りのはずです……！　お兄ちゃんが万里小路さんと中庭の方に向かったのを見た人が、何人もいるんですから……！」

　その時、再び涼花の声が聞こえてきたので、俺はさっきのことを思い出して思わず身構える。

「……あれ？」

　だが寧々さんは動かず、近づいてくる涼花の方をジッと見つめていたかと思うと、やがて、

「……お兄さま、結果発表のことですが、やはり私一人で確かく認にんしようと思います」

　唐とう突とつにそんなことを言い出して、俺は「え？」と驚おどろいた。

「……私のやってしまったことは、私一人で向き合うべきだと──……そう思いますから……」

　しかし寧々さんは、どこか儚はかなげな笑顔でそう返すと、失礼しますとだけ言い残して去って行ってしまった。

　……止める暇ひまもなかった。

「お、お兄ちゃん！　こんなところにいたんですか！」

　残された俺が呆然としていると、間もなく涼花がやって来て、猛もう然ぜんと食くって掛かってきた。

「さ、さっき万里小路さんがここから離はなれていくのが見えました！　こんなところで二人きりで、一体何をしていたんですか……！」

「い、いや、それは」

「ま、まさか万里小路さんが結果を待たずに告白……!?」

「はぁっ!?　こ、告白とか、なにバカなことを言ってんだお前は……！」

　涼花がいきなり突とつ拍ぴよう子しのないことを言い出して、俺は咳せき込む。

「……え？　ち、違ちがうんですか？」

「いや、そもそもなんで寧々さんが俺に告白なんかしなくちゃいけないんだよ……。そうじゃなくて、大賞の結果発表のことで話をしてたんだが──」

　俺は、さっきまでの出来事をかいつまんで涼花に説明した。

　……もちろん、俺が涼花のことをどう思ってるかって話の部分は省略したうえで。

「──それで、結果発表を俺も一いつ緒しよに見てくれって頼たのまれてたんだけど」

「ええ!?　結果発表をお兄ちゃんと一緒にって……！　ま、万里小路さんはそのタイミングで……！」

「でも寧々さん、やっぱり一人で確認するからって言って、今さっき帰って行ったんだよ」

「…………え？」

　涼花はわけがわからないといった表情を見せるが、俺もわけがわからないから説明のしようがない。

　……でも、本当にどうしたんだろう寧々さん。元気そうだったのはよかったけど、最後に見たあの笑顔が、どことなく寂さびしそうに見えたのは、俺の気のせいだろうか……？

「万里小路さん……？」

　涼花はそれからしばらくの間、寧々さんが去って行った方向をジッと眺めていた。




　そして──

　その日の夜、俺は流星文庫大賞の結果を自室で確認していた。

　そこに万里小路さんの作品はなく、彼女は惜おしくも受賞一歩手前で落選していたのだった。




　　　　★




　流星文庫大賞の結果発表の翌日。

　その日、私は一日中ぼんやりとしていました。

　理由はもちろん万里小路さんです。

　後こう輩はいであり、ずっと取材に付き合ってきた私としては、彼女がギリギリで受賞を逃のがしてしまったことは、非常に残念でなりません。

　しかし実際のところ、私はそのことよりも、万里小路さんがどうしてお兄ちゃんに告白しなかったのかという点が不思議でした。

　受賞と同時に告白すると、私は彼女の口からハッキリと聞いています。

　結果として受賞できなかったからしなかった──というわけではないことは明白でしょう。

　受賞というのはあくまでも一つの区切りであり、本当はそれがなくとも告白はできるはずですからね。

　実際に、万里小路さんは発表の前に自分の作品を──つまりはお兄ちゃんへのラブレターを見せているんです。

　もしかしたら、その時点でもう告白するつもりだったのかも──いえ、きっとそうに違いありません！　私の妹の勘かんがそう告げています！

　……けれど、実際には告白は行われなかったみたいなんですよね。

　本当は告白されて、お兄ちゃんが誤ご魔ま化かしているだけじゃないかとも疑いましたが、どうもそんな様子はありません。

　お兄ちゃんは隠かくし事が下手ですぐに顔に出ますから（そ、そこがまたすごく可愛かわいいところなんですけど……！）そんな大事件があれば、私にわからないはずがないんです。

　それに万里小路さんが、結果発表を一人で見ると言って帰ってしまったということも考えると、やはり告白が行われなかったのは事実みたいです。

　……でも、どうして？

　なぜ万里小路さんは、直前で告白を取りやめたのでしょうか？

　私はホッとしている反面、その理由がわからずにスッキリとしない気分でした。

　おかげで今日は一日上の空で、気づいたらもう放課後です。幸い生徒会の仕事は早く終わりましたけど……。

　私はとりあえず、いつもの待ち合わせ場所へと向かいます。

　本日も、お兄ちゃんにお迎むかえに来てもらうよう要よう請せいしていましたから。

　ただ、今日は今までみたいなアピールのためではなく、普ふ通つうに帰りが遅おそくなると思ったからなのですが、仕事が思いがけず早く終わったことで、お兄ちゃんが来るのをしばらく待たないといけなくなりました。

　そんなことを考えながら、正門のわきにあるベンチに腰こし掛かけた時でした。

「涼花さま」

「ま、万里小路さん？」

　不意に声をかけられて振ふり向くと、そこには当の万里小路さんがいて、私は少しうろたえてしまいました。

「こんにちは、涼花さま。お兄さまをお待ちなのですか？」

「え、ええ。予定より早く生徒会の仕事が終わったので、少し待っていようと思って」

「そうですか……。あの、今少しお話をしてもよろしいですか？」

　私が頷うなずくと、万里小路さんは「お邪じや魔まいたします」と私の隣となりに座ります。

　私は気になっていた相手が突とつ然ぜん現れたことに、落ち着かない気分でした。

「あの……、大賞の件ですが、惜しくも届かずに残念でしたね……」

　それに、この話題にはどうしても触ふれないわけにはいかないので、私は気まずい空気を覚かく悟ごしながらも、慎しん重ちように口を開きます。

「……いえ、確かに残念でしたけど、あの結果は当然だったと思います」

「え？」

　しかし万里小路さんは沈しずんだ雰ふん囲い気きなどまるでなく、むしろ晴れ晴れとした表情でそう返しました。

「私、今となっては、落選してよかったって思っているのです」

「ええ!?　そ、それはどうして？」

「私にはまだ、その資格はなかったんだって、わかりましたから」

　爽やかな笑え顔がおの万里小路さん。

　一方で私は「……し、資格？」と当とう惑わくするしかありませんでした。

「はい。……あの、涼花さまにはお話ししておかないといけないことなのですが、昨日、私はお兄さまに告白をしようとしたのです」

　私は告白という単語に、内心「やっぱり！」と身体からだを強こわ張ばらせます。

「……けれど、結局はできませんでした。というのも、お兄さまにたしなめられたからです」

「お、お兄ちゃんに……？」

　たしなめられたって……？

　ど、どういうことなんですか？

「私、告白の前にお兄さまに作品を見ていただいたのです。けれど、その時にこう言われて──『前の先せん輩ぱい後輩モノの方が面おも白しろかった』と」

「そ、そんなことを？」

「ええ、その時気づいたのです。どうして直前で義理の妹モノに変へん更こうしたのか……。私は、結局自分の自信のなさを誤魔化していたんだって……」

　万里小路さんは苦く笑しようします。

「ありのままの自分だとお兄さまに見ていただけないからという不安で、私は自分を誤魔化してしまったのです。そして、お兄さまはそれを見事に看破してしまったのですね……」

　……い、いえ、おそらくお兄ちゃんはそんな考えなど微み塵じんもなくて、ただ単純にラノベとしての面白さしか見てなかったと思いますが……。

　けれど、それが逆に真実を突ついてしまったようです。お兄ちゃんは無意識のうちに、事の本質を見み抜ぬいていたのかもしれませんね。

　……さすが、私のお兄ちゃんです！

「ですから、私はお兄さまへの告白を諦あきらめたのです。少なくとも、自分を誤魔化している間は、気持ちを伝える資格なんてありませんから……」

　万里小路さんはそう言って笑顔を見せます。彼女が心から納なつ得とくしているのは伝わってきましたが、それでもどこか寂しそうで──

　……本当に、万里小路さんは真ま面じ目めな人ですね。

　そして、今までの臆おく病びようさがウソのように、今はとても強い心を感じます。

　そうでなければ、きっとそんな結論は出せませんし、出せたとしても納得なんてできないでしょうから……。

　私は何とも言えない気分で、黙だまって万里小路さんの横顔を見つめます。

　すると彼女は不意に「それに──」と続けて、

「お兄さまから正直なお気持ちを聞かせていただきましたから、それも告白を諦めた大きな理由です。……今はまだ、とても敵かなわないんだって……」

「き、気持ち？　お兄ちゃんの、正直なというのは……？」

　そんなよくわからないことを言われて、私は困こん惑わくします。

　すると万里小路さんは「ふふ……」と小さく笑ってから、




「……愛されてますね、涼花さま」
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　と、そっと耳打ちしてきました。

「あ、愛……!?　ええええ!?」

　あからさまに取り乱す私。

　……ま、万里小路さんは一体何を言っているんですか!?　あ、愛されてるって、どどどどういう意味で!?

「あれ？　先に待ってるなんて、今日は早いんだな」

　とその時、ちょうどお兄ちゃんがやって来て、私はますます狼ろう狽ばいします。

　……ちょ……っ!?　な、なんてタイミングで来るんですかお兄ちゃんは！

「お兄さま、こんにちは」

「あ、ね、寧々さん……！」

　一方、混乱している私をよそに、お兄ちゃんは万里小路さんの存在に気がついて焦あせります。

「あ、あの、結果見たんだけど……、その、あんまり気を落とさないでね？　俺なんか──いやいや！」

　自分はもう数えきれないくらい落選してるんだからと言いかけて、慌あわてて口を閉じるお兄ちゃん。

　しかし、気を取り直してさらに万里小路さんを慰なぐさめようとしますが、

「大だい丈じよう夫ぶです。私は平気ですから」

　と、本当に平気だといった笑顔を返されてしまいます。

「……な、ならいいんだけど。でも、あれだよ、これから機会はまだいくらでもあるわけだから、ここで諦めるなんて言わないでくれよ」

「……そう、ですね。では次は『妹の友人』がヒロインの物語を書こうと思います」

「へ？　妹の友人？」

　ほんのりと頰ほおを染める万里小路さんに、意味がわからないといった感じのお兄ちゃん。ですが、私はそれを聞いて衝しよう撃げきが走ります。

　……そ、それはつまり……！

「……私、諦めたわけではありませんから……！」

　そう宣言しながら、こちらを向いてにこりと笑う万里小路さん。

　その瞬しゆん間かん、私は全すべてを悟さとります。

　……そ、そうですか。そういうことですか……！

「お、お兄ちゃん！」

「なんだ涼花──って!?」

　私は立ち上がって、お兄ちゃんの腕うでに抱だきつきます。恥はずかしいですが、気にしている場合ではありません！

「さ、さあ、今日も仲良く家に帰るとしましょう！」

「いや、それにしたってなんでいきなりこんな体勢に……！」

　慌てるお兄ちゃんを気にしている余よ裕ゆうもなく、私は万里小路さんの方をチラリと窺うかがいます。

　するとそこには、以前では考えられなかった、自信に溢あふれる彼女の姿が。

　私はその強力な恋敵ライバルの登場に、心の中でこう宣言するのでした。




　……い、いいでしょう。受けて立とうではありませんか。お兄ちゃんは、絶対に私のものなんですからね！








エピローグ　永と遠わ野の誓ちかいとライバル再さい臨りん









「……？　どうした涼すず花か？　なんかそわそわしてるみたいだけど」

「ぴぅっ!?」

　俺と涼花が同じ高校に通うようになって、一ひと月つきほどが経たったある休日の昼下がり。

　俺が一階のリビングに下りると、涼花がなぜか落ち着きのない雰囲気でうろうろと歩き回っていたのだ。一応エプロンをしてはたきを持っているところを見ると掃そう除じでもしていたんだろうけど、どうもその様子がおかしい。

　明らかにぼんやりしてるし、はたきだって同じ場所で動かしてるだけだし、何よりこの反応だ。いつの間にそこにいたんですか！　って感じでこっちを振り返る涼花を見ると、やっぱり様子が変だとわかる。

「な、何でもありませんよ？　ただちょっと、急に掃除がしたくなっただけで……」

「急に掃除って、誰だれか来るのか？」

「ええ!?　な、なんでそう思うんですか!?」

「いや、だってお前が定期以外で掃除する場合って大たい抵ていそうだろ？　来客がある時は特に綺き麗れいにしとかないとって、いつも言ってるじゃないか。……違ちがうのか？」

　俺がそう言うと、涼花は「よ、よく見てるじゃないですかお兄ちゃん……」と、なぜか一瞬うれしそうな顔をしたが、すぐにぷいっとそっぽを向いた。

「うう、ううう……」

　そしてなぜか苦し気に唸うなり始める涼花。……なんなんだ一体。

　涼花はしばらくの間そうしていたかと思うと、やがてガクッと肩かたを落としてため息を吐ついた。そしてなにか決意を固めたような、それでいてどこか諦てい観かんしたような顔で俺の方に向き直った。

　……ま、マジでなんなんだ、この涼花から感じられる悲ひ壮そう感みたいなものは……。

　俺が若じやつ干かん顔を引きつらせていると、涼花はポツリと、

「……ま、万里までの小路こうじさんが来るんです」

　と、絞しぼり出すような声で呟つぶやいた。

「え？　万里小路さんって、寧ね々ねさんのことか？」

「……ええ、万里小路さんと言えば、白はく桜おうの彼女しかいません。お兄ちゃんは、万里小路さんのことを覚えていますか……？」

「当たり前だろ？　ラノベのレクチャーとか取材とか、いろいろあったし忘れるわけないじゃないか。それで、なんでまた寧々さんが？」

「そ、それは……、昨日メールが来て、久しぶりだから会いたいということで……」

「なるほど、確かに久しぶりだよな。……そっか、寧々さんがうちに来るのか。元気にしてるかなー」

　俺はそう言いながら、その寧々さんのことを思い出していた。

　永と遠わ野の誓ちかいの作品に憧あこがれて、自分もラノベ作家になりたいと夢見た少女。

　そのために俺達は協力を求められて、いろいろと取材に付き合わされたんだ。

　……いや、マジでいろんな取材をしたよな。……ま、まあほとんどは詳くわしく思い出したくないものばっかだけど、それでもやっぱりちょっと懐なつかしい気分になる。

　そうして生み出された彼女の作品は、残念ながら大賞を惜おしくも逃のがしてしまったけど、それでも最後、寧々さんは満足していた気がする。

　……そうか、会うのはあれ以来になるのか……。

「……ん？　な、なんだ？」

　俺がそんなことを考えていた時、ふと気がつくと、涼花がなにやら不ふ機き嫌げん顔で俺の方を見ているのに気がついた。

「お兄ちゃんは万里小路さんに会えるということで楽しそうですね……」

「へ？　そりゃ、随ずい分ぶん久しぶりなんだから楽しみだけど？」

「ほ、本当にそれだけなんですよね？」

「……他に何かあるのか？」

「い、いえ、何でもありません。それだけならいいんです、それだけなら」

　……うーん、やっぱ今日の涼花は意味不明だな。

「そういうお前も、寧々さんとは白桜を卒業して以来なんだろ？　久しぶりに会うのは楽しみなんじゃないのか？」

「え、ええ、それはその通りです。私も万里小路さんと会うこと自体は楽しみではあるんですけど……。そ、その、何と言いますか、そこはかとない懸け念ねんというか、漠ばく然ぜんとした不安がなきにしもあらずで……」

　珍めずらしく歯切れの悪い涼花。

　なぜかそう言ってる間も俺の方をチラチラと横目で窺うかがってくるし、懸念とか不安とか、一体なんのことを言ってるんだこいつは？

　俺が首を傾かしげていると、ちょうどその時玄げん関かんのチャイムが鳴った。

　すると涼花はビクッと背筋を伸のばした後「き、来たみたいですね」と言って一度深呼吸をし、はたきとエプロンを置いて玄関へと向かった。

「……や、やっぱりお兄ちゃんも来ますよね」

　もちろん俺もついて行ったのだが、涼花からは複雑そうな顔をされてしまう。

「当然だろ？　俺が寧々さんと会っちゃまずいのか？」

「そ────……んなことはありませんが!?」

「なんかめっちゃ無理してる顔になってるんですけど!?」

「な、何でもありません。私はただ万が一のことを考えて……！　と、とにかく、こうなっては仕方がありません……！」

　やっぱり意味不明なことを言いながら、玄関のドアを開ける涼花。

　本当になんなんだよ……と思っていたが、しかしそんな疑問は次の瞬間には消し飛んでしまっていた。

「「えっ!?」」

　開いたドアの向こうに視線を向けた瞬間、俺と涼花の驚おどろく声が綺麗に重なった。

　というのも──

「お久しぶりです、涼花さま、お兄さま！」

　そこには久しぶりに会う寧々さんが、まるで太陽のようなどこまでも明るい笑えみを浮うかべて立っていたからだ。

　以前はどこかオドオドとして、自分に自信がない女の子という印象があった寧々さんだが、今目の前にいる彼女はまるで別人だった。表情だけじゃなく全体の雰ふん囲い気きもすごく明るくて爽さわやかで、傍そばにいるだけでこっちまで元気になってくるような気がする。

　……け、けど、確かにそういった変化にも驚いたけど……！

　俺はごくりと喉のどを鳴らす。

　そんな大きな違いさえも比ひ較かくにならないようなトンデモナイ変へん貌ぼうを、今の彼女は遂とげていたんだ！

「……？　お二人とも、どうかなさいましたか？」

　無言で固まる俺と涼花に、寧々さんは不思議そうに首を傾げる。

　すると、それに合わせて肩かた口ぐちに切りそろえられた髪かみがサラリと揺ゆれた。

「ま、万里小路さん、その髪は……!?」

　そして涼花が、少し声を震ふるわせながら核かく心しんの部分を口に出した。

　……そう、昔は腰こしの辺りまであったはずの長くて綺麗な黒くろ髪かみが、今はバッサリと短くカットされていたのだ！

　その姿は以前の寧々さんを知る俺達にはあまりにも衝撃的で、涼花でさえもしばらくの間呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまうほどだった。
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「ああ、これは何となく気分転てん換かんで切ってみました」

　しかし、当の本人はまるで大したことでもないといった感じで、笑顔のまま軽く返す。

　……い、いやいや、髪といったら女の人には命みたいなものだろ？　それをそんな気分転換に服を着き替がえました的な気軽さで……？

「そ、その、何かあったの？」

　なので、俺は衝しよう撃げきのあまり気がついたらそんな疑問を口に出していた。

　けど、すぐに迂う闊かつだったと後こう悔かいする。なんかデリケートな問題かもしれないのに、あまりにも考えなしに口に出しちまった……！

「いえ、本当に、ただ短くしてみようかなって思って切ったんですよ」

　だが、やっぱり寧々さんはなんの憂うれいも屈くつ託たくもなくそう言った。

　……ま、マジで気分転換で？　そ、そういうこともあるのかな？

「あ、あの、万里小路さん、本当に……？」

「はい涼花さま。……大だい丈じよう夫ぶですよ。そういうことじゃありませんから」

　涼花もまた心配そうな表情で訊たずねるが、寧々さんは少し耳打ちをするような仕草を見せながらそう答えた。

　……そういうことってなんだ？　なんか涼花が安心と疑問が同時にやって来たような何とも形容しがたい顔をしてるけど……。

　寧々さんは、戸と惑まどった様子の涼花を見てうれしそうに笑っていた。

　ま、まあ、なにはともあれ、とりあえず寧々さんには家に上がってもらおう。

　久しぶりだし、以前の教え子ってこともあるし、積もる話はいろいろある。

「涼花、とりあえずリビングに行こうぜ」

「そ、そうですね……。では万里小路さん、どうぞ」

「はい！　また涼花さまとお兄さまのご自宅に来られてうれしいです！」

　みんなでリビングへと移動して、涼花のいれてくれたお茶で一息吐く。

　その間、俺はもう一度寧々さんの姿をじっくり観察していたが、髪かみ型がたの件も含ふくめて本当に変わったなと思った。もちろん、いい方向にだ。

　お互たがい近きん況きようの報告をする際にも、やっぱりその点が最初に話題に上がった。

「その……、寧々さんはずいぶん雰囲気が変わったね。なんというか……、すごく明るい感じになったよ」

　俺がそういうと、寧々さんはふふ……と笑って、

「ありがとうございますお兄さま。それもお兄さまと涼花さまのおかげです」

「俺と涼花のって？」

「お二人に協力していただいて、私はなんとか作品を書き上げることができました。それは残念ながら落選してしまいましたが……、でもその時に思ったんです。人に楽しんでもらうためにはまず自分が楽しまないといけないって。涼花さまやお兄さまみたいに……。そうしたら、自然と変わっていったんです」

　な、なるほど……？　俺達は特に何かした記き憶おくはないんだけど、でもあれがきっかけで寧々さんがこんなに明るくなれたのだとしたら、落選したのも悪いことばかりじゃなかったってことか。よかった。

「涼花さま、実は私、今年になって生徒会に入ったのです」

「え、そうなんですか？」

「はい。三年生になってから生徒会なんて遅おそいとは思ったんですが、どうしても今までやったことのない何かがやりたくて、それで涼花さまを追いかけるみたいに……」

「そうだったんですか、全然知りませんでした……。あの、柊ひいらぎさんは優やさしい人ですが気難しいところもあるので、大丈夫ですか？」

「ええ、会長の柊さまにはよくしていただいています。確かに怖こわいところはあるけれど、偏へん見けんをなくして見るとすごく真ま面じ目めでいい方です。以前の私なら、その怖い部分だけを見てビクビクしていたかもしれませんけど」

　そう言って朗ほがらかに笑う寧々さんは、とても前向きな感じがした。

「他にも、同じ趣しゆ味みの方とたくさんお友達になりました。意外とお思いになるかもしれませんが、白桜にもオタク文化が好きな人が少なくないのです。以前お兄さまを講演会に招いた方々とたくさん語り合いました。これも昔の私では考えられないことですね」

　少し悪戯いたずらっぽく舌を出す寧々さん。そうした茶目っ気のようなものも、今までの彼女にはなかった部分だった。本当に、変わったんだな……。

「でも、それもこれも元をたどればやっぱりお兄さまの──いえ、永遠野先生のおかげです。あの時は本当にありがとうございました」

「い、いや、俺は別に何も……。な、なあ涼花？」

「ちょ、ちょっとお兄ちゃん、変なタイミングで話を振ふらないでください！」

　し、仕方ないだろ。面と向かってこんなストレートに感謝されたことなんて初めてなんだから。しかも俺は代理人でしかないから余計に気き恥はずかしい。ちょっとでも本物の永遠野誓に肩かた代がわりしてもらわないと耐たえられない。

「いえ、今言ったことだけじゃありません。やっぱり一番大きいのは、夢に向かって前進し続ける勇気を与あたえていただいたことです」

「夢に向かってって……、それってつまり──」

「はい。私は今もラノベ大賞に応おう募ぼし続けています」

　それを聞いて、俺はやっぱりそうかと頷うなずいた。

　最後に会った時、次の作品がどうとか言ってたけど、もしかしてもうやめてしまったんじゃないかと心配してたんだ。でも、その後も書き続けてたんだな……。

　俺は内心で大いに満足していたのだが、

「この前も最終選考にまで残りました。残念ながらそこで落ちてしまったのですが、でも誰だれかの真似まねじゃない、自分の作品でもそこまでいけたことがうれしかったです！　だから次はきっと受賞してみせます！」

　続けて寧々さんがそんなことを言ったので、俺はガァンッと衝撃を受けた。

　……さ、最終選考って、俺と同じレベル？　い、いや、二作目でそれってことは明らかに俺よりも上では……？

　その時、俺の目にはなんだか寧々さんが大きく見えた。……その、胸の話じゃなく。

　人間的にも見み違ちがえるほど成長して、しかもラノベの腕うでも磨みがき続けている。今までただ教え子といったポジションで見てきた彼女だったが、気がついたら俺よりもずっと高いところにいるような気がして──……って、これ気のせいじゃないのでは!?

「ところで、涼花さまの方はどんな感じですか？　お兄さまとの高校生活はやはり素す晴ばらしいものですか？」

　俺がショックで呆然としている間に、寧々さんは話題を換かえて涼花に訊ねていた。

「べ、別に普ふ通つうの学校生活です。でもまあやはり同じ学校ですから？　お兄ちゃんと一いつ緒しよにいる時間は増えましたし、そ、それに伴ともなって今まで以上に仲良くなっているというか!?　そうですよねお兄ちゃ──……ってお兄ちゃん？　何をボーッとしているんですか？」

「……へ？　な、なんだ涼花？」

「なんで普通にお話ししている間にもぼんやりできるんですか……。もうちょっとしっかりしてくださいといつも言ってるじゃないですか！　わ、私と高校に通うようになって、一緒にいる時間が増えたというお話をですね……！」

「あ、ああ、そうだな。でも、その分なんか怒おこられる機会も増えた気がするんだが……。やれネクタイが曲がってるとか、やれもっと姿勢をよくしろだとか」

「な……っ!?　た、確かにそれはそうですけど、今は仲良しアピールをですね……！　も、もうお兄ちゃんは本当に……！」

「痛っ!?　今なんで太ももをツネられたんだ俺!?　……あれか？　この前冷蔵庫に入ってたプリンをお前のだと知らずに食べたこと、まだ怒ってんのか？」

「ち、違います！　そうじゃありませんけど……！　でもそう言えば、どうしてお兄ちゃんは余ってるとすぐに勝手に食べちゃうんですか！」

「やっぱ怒ってんじゃないか！　執しつ筆ぴつ活動に糖分は必ひつ須すなんだから仕方ないだろ！」

　そんな感じで、なぜか涼花とレベルの低い言い争いを続けていると、不意に寧々さんのうふふ……という笑い声が聞こえてきた。

「……やっぱり、お二人は仲がいいですね。以前と同じ──ううん、以前なんかよりももっと距きよ離りが近くなってる……。前まで少しだけあったぎこちなさも今は全然感じられないし……、やっぱりハードルは高いなぁ……」

「え？　なに？」「万里小路さん……？」

　声が小さくてよく聞き取れなかったけど、寧々さんは何かを独り言のように呟つぶやいてから俺達を見て、一いつ瞬しゆん寂さびしそうな表情を浮うかべた。

　だがそれもすぐにまた笑え顔がおに戻もどって、持参した自分の鞄かばんを傍に寄せると、

「実は、今日お訪ねしたのは久しぶりにお会いすることだけが目的じゃなかったんです。本当は、お兄さまに見ていただきたいものがあって来たんですよ」

「俺に見てもらいたいもの？」

「はい。次に大賞に応募する予定の作品──その原げん稿こうです」

「えええ!?」

　それを聞いて、なぜか涼花が素すっ頓とん狂きような声を上げる。なに慌あわててるんだこいつ？

「新作の原稿？　いいじゃないか。是ぜ非ひ読みたいね」

　それはともかく、俺は原稿と聞いて前のめりになる。ラノベはいくらでも読みたいし、それがかつての教え子である寧々さんの作品となればなおさらだ。……しかし、

「いえ、でもやっぱり見せるのはやめにします」

「え!?　な、なんで!?」

「まだまだ足りないものがあるって気づいたからです。もっともっと面白いと思えるような作品にしないと……。だから書き直します。また完成したら、その時はお兄さま、見ていただけますか？」

　な、なんだそりゃ……。でもまあ、さらに高みを目指すってんなら仕方ないけど。

「そ、それはまさか、つまり……!?」

　一方、涼花もまた戸惑っているようだった。もっとも、俺のそれとはなんだか少し様子が違うように見えるが……。

　その時、寧々さんはクスリと悪戯っぽい笑みを浮かべ、涼花に何やら耳打ちをした。

　すると次の瞬間、涼花は目を見開いて「や、やっぱり……！」と身体からだを震ふるわせる。

　……なんだ？　何を言ったんだ？　急に蚊か帳やの外に置かれたんだが……。

　だがやがて寧々さんは、俺の視線に気がついて振り向くと、今まで以上に明るい笑みを浮かべながらこう言った。

「何でもありません。ただ、夢は諦あきらめないって言ってたんです」

　それはとても力強い言葉で、俺の胸はなぜかドキリと高鳴る。

「そ、そうなの？　でもまあ、うん、諦めないってのは素晴らしい姿勢だと思うよ」

「ありがとうございます！　お兄さまにそう言っていただけると本当に勇気が出ます！」

「ちょ、ちょっとお兄ちゃん!?　なんて迂う闊かつなことを言ってるんですか!?」

　……な、なんだよ涼花。俺、何もおかしなこと言ってないだろ……。

　そうやってなぜか食って掛かかってくる涼花の相手をしていると、不意に左ひだり腕うでに柔やわらかい感かん触しよくがした。振り向くと、なぜか寧々さんが俺の腕に抱だきついているところで──

「って!?　な、何してんの!?」

「いえ、実は急にお願いしたいことができたんです。作品をよりよくするために、これからお兄さまに取材に付き合っていただきたいなって」

　しゅ、取材!?　わからなくもない話だけど、なんで急にそんな……！

　俺はいきなりのことで混乱する。しかし当の寧々さんは悪びれた様子などない。

「い、いえ、お兄ちゃんは今から私と一緒に取材する予定だったんです。申し訳ありませんが、そちらを優先してもらわないと……！」

「ええ!?」

　しかもそこに涼花が対たい抗こうするように、空いている右腕に抱きついてきただと!?

　……ちょ、ちょっと待て、そんな予定なんかなかっただろ!?　何考えてんだお前は！

「そうですか……。じゃあ、ここは勝負ですね、涼花さま！」

「の、望むところです！　お兄ちゃんの取材相手は私だけなんですから！」

　だが二人は俺を挟はさんでますますヒートアップしていき、とてもじゃないけど声をかけられるような雰ふん囲い気きじゃなかった。

　……な、なんでいきなりこんなことになってんのか、まるでわからない。

　わからないけど──

「あはは、私、絶対に負けませんから！」

　……その時ふと見えた寧々さんの笑顔は、心の底から今を楽しんでいるように、どこまでも明るく輝かがやいていたのだった。
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　こんにちは、恵え比び須す清せい司じです。

　この度たびは「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」７・５巻を手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　さてこの７・５巻ですが、数字からもわかる通り、通常のシリーズとはちょっと違ちがった位置付けになっております。

　本書の内容のほとんどは以前ドラゴンマガジンの誌上で連れん載さいしていた短編をまとめたもので、それに新たに書き下ろしエピソードを加えた、いわゆる短編集という表現が適当なものとなっています。

　ストーリー的には、涼すず花かの通う白はく桜おう女学院の後こう輩はい──万里までの小路こうじ寧ね々ねという少女が登場して、永と遠わ野の誓ちかいに憧あこがれてラノベ作家を目指す過程で祐ゆうと涼花がさまざまな指導（？）をしていくというもの。

　彼女は本編では登場しないため、いうなればこの巻は外伝的なものとなります。

　それだけに、いつもの本編ではできないようなエピソードにしようと意識して書いてきたつもりですが、いかがだったでしょうか？

　ドラマガの誌上で既すでに読んだという方はもちろん、本書で初めて読むという方にも楽しんでいただけたなら、これ以上の幸せはありません。




　それにしても、私にとってこういった外伝に位置する本を世に出すのは初めてのことなので、今いま更さらながらにフレッシュな気分でドキドキしたりしています。

　実はタイトルを決める時もいろいろあって、最初は「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない・ぷらすあるふぁー」とか「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない・課外授業」とか、いろいろと手て探さぐりしていたのですが、結局オーソドックスに７・５巻に落ち着いたという経けい緯いがあったりします。

　なにはともあれ、こうやって無事本書を世に出せたことに感謝しつつ、今回はこの辺りで失礼させていただきます。

　それでは、またどこかでお会いできる機会があることを願って──
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